

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「ふにゃぁ……」

　あからさまに気の抜ぬけた声が口から漏もれました。私はぬいぐるみを抱だきしめながら、ベッドの上を転がります。その表情は、きっと緩ゆるみきっていることでしょう。

　……でも、そうなるのも仕方がないことなんです。だって──

「ついに……！　ついにお兄ちゃんが、妹モノを書くと言ってくれたんですよ!?　こんなの、うれしくならないはずがないじゃないですか……！」

　そうなんです！　お兄ちゃんはラノベ大賞に応おう募ぼする作品のテーマに、ようやく『妹』を選ぶことを決意したのです！　これ以上に喜ばしいことはありません！

「お兄ちゃんの手で書かれる兄妹きようだいの──いえ、私達のイチャイチャ物語……！　これはもう、出来上がる前から名作の予感しかしませんね！」

　もちろん取材など、私はお兄ちゃんに全面的に協力するつもりです！　最高の作品にするためには、いっぱいいっぱいイチャイチャしないといけませんからね！

　私はこれから始まる輝かがやかしい日々を想像しながら「えへへへ……」とだらしない笑えみを浮うかべます。ですが、今回ばかりはとろけきってもいいと思いますね！　えへへ！

　……と、そんな感じで、私はしばらくの間幸せな気分に浸ひたっていたのですが、ふとあることに気がついて冷静さを取り戻もどします。

　それは、お兄ちゃんがラノベ大賞を受賞する日も近いかもしれないということ。

　徐じよ々じよに選考を通るようになってきて、結局話は流れてしまいましたが、先日などは出版社からも声がかかるくらいに実力を伸のばしてきているお兄ちゃん。

　書きたいテーマもハッキリと決まった今なら、大賞をとる可能性だって十分あります。

　いえ、お兄ちゃんならきっと受賞できるに違ちがいありません。

「……でもそうなると、もう私の代理人はできなくなりますね……」

　今まで築き上げてきた関係性が解消されることに、一いち抹まつの寂さびしさを覚える私。

　ですが、それは最初からわかっていたことですし、お兄ちゃんが夢をかなえる方が最優先です。ラノベ作家は続けられなくなってしまいますが、お兄ちゃんのためならかまわない──私はそう心から納なつ得とくして、一人でうんうんと頷うなずきます。

　そうして、私はまたこれからの日々についての妄もう想そうを再開します。

　お兄ちゃんのため、そして私のために、これまで以上にイチャイチャしましょうね！








第一章　妹モノを書くということ









「やはり、なによりも取材が重要です！　綿密な取材を重ねることで、描びよう写しやにもリアリティが生まれるのです！　お兄ちゃんもそう思いますよね!?」

「お、おう……」

　ある休日の昼下がりのこと。

　俺は自分の部屋で、なぜか正座しながら涼すず花かの熱弁を聞いていた。

　どうしてこんなことになっているかと言うと、俺はさっきまで次の大賞応募用原げん稿こうのプロットについてあれこれと悩なやんでいたわけだが、急に涼花が部屋にやってきたかと思ったらいきなりこんな感じでまくしたててきたのだ。

　その勢いに圧あつ倒とうされて思わずこんな姿勢になってしまったわけだが、えーと……、これはどういう状じよう況きようなんでしょうか……。

「あ、あのー、涼花さん？」

「なんですかお兄ちゃん？　まさか取材の重要性について疑問があるんですか？」

　キッと真しん剣けんな顔でこちらを見る涼花だが、疑問があるのはそこじゃなくてだな……。

「なにしに来たんだお前……？」

　こんな体勢になってから今いま更さらだが、俺はそう訊たずねる。

　これは当然な疑問のはずだったが、涼花は「そんなこともわからないんですかお兄ちゃんは」とでも言いたげな顔で、呆あきれた感じにため息を吐つく。

　……なんで俺の理解力不足みたいな雰ふん囲い気きになってるんですかね……。

「私はお兄ちゃんに協力するために来たんですよ」

「協力？」

「もちろん、お兄ちゃんが次に書く作品に対する協力です」

　……次に書く作品？　と、俺がなお事態を吞のみ込めないでいると、涼花はじれったそうな様子で「いいですか？」と人差し指を立てながら続ける。

「お兄ちゃんは、自分の書きたいテーマが、その……、い、妹モノだって自覚したわけですよね？　だから次の応募用作品もそのテーマでいくんでしょう？」

　涼花は「妹モノ」と口にする時に、頰ほおを染めて視線を逸そらした。

　一方、俺も正面からそう言われて、恥はずかしさに頰がカッと熱くなる。

　先日、俺はいろいろとあって、自分の本当に書きたいと思うテーマが妹モノだということを自覚し、その方向性で応募作品を書いていくことにした。

　それ自体は既すでに涼花も知っているので、こういう話をされても今更動どう揺ようするようなことじゃないわけなんだが、それでも面と向かって言われると恥ずかしい。ってかすごく気まずい。相手が涼花だから特に。

　……だってさ、考えてもみてくれよ？　俺には涼花っていうリアル妹がいるわけで、なのに妹モノのラブコメラノベを書くとか、その時点で相当アレだ。誰だれがどう見たってヤバイ構図なのがわかる。俺自身だってそう思うし。

　けど、自覚してしまった以上はやめるわけにはいかない。俺自身が妹モノを書きたいって思ってるのは間違いないし、ラノベ作家になるっていう夢をかなえるためにも、ここで立ち止まる理由はないんだ。

　それに幸いにも当の涼花が、俺が妹モノを書くってことに理解を示してくれている。

　本来なら真っ先にキモいからやめてくれと怒おこるはずの涼花（リアル妹）がこうやって容よう認にんしてくれている以上、俺が気き後おくれしている場合じゃない。

　なので俺は涼花の質問に「そ、そのつもりだ」と胸を張って頷く。

　ちょっと言葉に詰つまってしまったのは勘かん弁べんしてください。それでもやっぱり妹の前で完全に開き直れるような話題じゃないんで……。

「で、ですよね！　だからこそ、私の協力が必要だと思うんです」

　俺の答えに、涼花はどこか安あん堵どした様子で続ける。

「ほ、ほら、私の作品も偶ぐう然ぜん妹モノですし、魔まがさして書いたものとはいえ、私はいわば妹モノの先せん駆く者しやです。お兄ちゃんの作品に役立つようなアドバイスなどもできるかと思いまして！」

「ああなるほど、そういう意味での協力か」

　涼花は大人気ラノベ作家・永と遠わ野の誓ちかいであり、その作品は〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉というド直球の妹モノだ。

　その言葉通り、妹モノという分野では大だい先せん輩ぱいであり、ラノベ作家としても目指すべき目標。そんな涼花から協力してもらえるというのなら、俺としては願ったりかなったりな幸運といえるだろう。なので──

「永遠野誓からの直接のアドバイスなんて大だい歓かん迎げいだ！　ありがとうな！」

　俺は身を乗り出しながら涼花に感謝する。今話題の大人気作家から協力してもらえるとか、こんな恵めぐまれた環かん境きようにいるラノベ作家志望なんてまずいないぜ!?　これは、もしかしたらもう大賞受賞は決まったも同然では……!?

　俺はラノベ作家としてデビューした自分を想像する。自前のサイン会とかして永なが見み祐ゆう先生とか呼ばれる場面を妄想して「ふ、ふふふ」って感じで怪あやしい笑い声まで漏れる。

　一方涼花は、俺の言葉に「え、えへへ、そうですか！　やはりお兄ちゃんには私が必要なんですね！」と言いながらなぜかクネクネと身体からだをクネらせていた。

　そんな感じでしばらくの間、二人で「ふふふ」「えへへ」と、傍はたから見たら怪しいことこの上ない様相を呈ていしていたわけだが、やがて俺の頭にふとある疑問がよぎった。

「……なあ涼花、その申し出は非常にありがたいんだけど、どうしてお前が俺の作品に協力してくれるんだ？」

　そう、よく考えてみると、そこんところがよくわからない。

　涼花は俺が妹モノを書くことを容認してはくれているが、率先して協力を申し出る必要性も理由もないはずなんだから。

　だが涼花は俺の言葉に、えへえへと身体をクネらせていたのをピタリと止めて、俺の方にジト目を向けたかと思うと「まったく、お兄ちゃんはなにを言っているんですか」と、呆れた風に口を開いた。

「きょ、兄妹なんですから、協力し合うのは当然じゃないですか。お兄ちゃんだって、私の代理人になってくれましたし、作品についてだって、今までずっと協力してきてくれたじゃないですか。だったら私もお兄ちゃんに協力するのは当然です」

「それは、兄が妹の力になるのは当然だって俺が勝手に思ってるからで」

「わ、私だって同じです。妹が兄を支えるのは当たり前のことです」

　ぷいっとそっぽを向きながらそう答える涼花。

　完かん璧ぺき主義者だってこともあるし、俺に借りを作ったままなのは座りが悪いって考えてるからかもしれない。けど、俺はそれを聞いて思わず感動してしまった。

　その善意もさることながら、こういうことを言ってもらえるくらい俺達の関係が改善されたんだなってのを改めて実感できたからだ。

　まあことが妹モノだから、俺の好き勝手に書かせてるとどんなものができるか不安なので、せめて手た綱づなだけでも握にぎっておこうという考えからかもしれないけど（今適当に思いついた考えだけど、これすごくありそうだ……）、でもそうだとしても俺にとってはありがたい申し出であることには変わりない。

　……よし、涼花の──永遠野誓のアドバイスをバッチリもらって、最高の作品を見事書きあげて今度こそラノベ大賞をとってやるぜ！

　と、そんな感じで俺が心の中で意気込んでいた時だった。

「そ、それにですね、私にはお兄ちゃんに協力する義務と言いますか、最大の理由がもう一つあるんです……！」

　急に涼花がそんなことを言い出して、俺は「へ？」と面食らう。

「そ、その……！　お、おおおお兄ちゃんは私みたいな女の子が理想像だってこの前言ってたじゃないですか……！」

「ぶほぉっ!?」

　いきなりそんなことを言われて、思わず噴ふき出してしまう俺。

　……ま、待て!?　なんで今その話になる!?　た、確かに以前、俺の理想の女の子像の話の時にそう言ったし、間違ってもいないけどさ！　面と向かってそんなことを、しかも本人の口から言われたら、恥ずかしさと居い心ごこ地ちの悪さで死にそうになるんですが!?

「お、お兄ちゃんの理想像が私で、しかも妹モノを書くとなれば、と、ととと当然私がモデルにならないといけないわけじゃないですか!?　わ、私としては迷めい惑わくなことこの上ないんですけど、それを理解している以上は放ほうっておくわけにもいきません！」

「い、いや待て！　俺は別に、お前をモデルに書くなんて一言も──」

「えええ!?　ち、違うんですか!?」

　驚きよう愕がくする涼花。ここで俺が「そんなつもりはない！」とまともな兄貴としての反応ができればよかったんだが、

「……い、いや、それは……」

　言葉に詰まってしまったのだから、我ながらどうしようもなかった。

　涼花をモデルに妹モノを書くなんて考えちゃいなかった。これは本当だ。

　だけど、改めて問われると、結局そうなってしまいそうな気配しかないから怖こわい。

　俺の理想のヒロイン像が涼花で、しかも妹モノとなると、自然とそっち方面に行ってしまう可能性は──……うん、高いよな。

　とはいえ、リアル妹がいる兄貴としては、さすがにそれはやってはいけないことだと思う。最近は何かと変に涼花を意識してしまい、自分でさえシスコンを否定できなくなってきただけに、そこは越こえてはいけない一線だと強く感じる。なので、

「そ、そういう発想はなかったかなー？」

　中ちゆう途と半はん端ぱな感じにはなってしまったが、かろうじて否定する俺。

　すると予想が外れたからか、涼花はどこかムッとした表情になって、

「なにを悠ゆう長ちようなことを言っているんですか、今まで培つちかってきた経験を生かさないと、最高の作品なんてできませんよ！　も、もちろん私としては不本意な経験なんですけど！」

　と、いかにも涼花らしい真ま面じ目めな意見を述べる。実にもっともだとは思うが、生かしてはいけない経験だってこの世にはあると思うんです。はい。

「……まったくお兄ちゃんは……。と、とにかく、私はお兄ちゃんの理想像であり妹でもありますから、お兄ちゃんが妹モノを書くにあたっては協力する義務があるというわけなんです。ふ、不本意ですが！」

　何度も不本意を強調する涼花だが、実際そう思っているんだろう。

　義務感が強く、真面目で、代理人の借りもあるから、不本意ながら俺に協力する義務があると思ってくれているんだ。本当はそんなことをする必要なんてないんだけど、涼花の性格上そういうわけにもいかないんだろう。本当に──……優やさしいやつだよ。

「そっか……、ありがとうな涼花」

「い、いえ、これもお兄ちゃんに私とのラブラブ物語を──違ちがいます！　お、面おも白しろい妹モノを書いてもらうためですから！　同じ妹モノ作家として、中途半端なものを書いてもらっては困りますからね！」

　つまり要約すると、永遠野誓の兄として、妹モノを書くならちゃんとしたものを書いてほしいということらしい。そのためなら自分がモデルになることも厭いとわないとか、涼花が作品に対してどれだけ真面目に向き合っているかがよくわかる。

　……うん、改めて頭が下がる。本当にありがとう、涼花。

「お兄ちゃんには妹モノの何たるかをしっかりと教え込んであげますから！　では、さっそく始めましょうか！」

「ああ、よろしくお願いします」

　涼花の言葉にピンッと背筋を伸のばす俺。

　実は、妹モノを書くと決めたはいいけど、プロットの段階で既にかなり苦戦していたところだったんだ。そういう意味でも涼花の申し出はマジでありがたい。大人気妹モノラノベ作家からどんなアドバイスがもらえるのか、俺は期待に胸を膨ふくらませる。

「そ、それでは早さつ速そくお出かけする準備をしてください！」

「わかった。……って、え？　お、お出かけ？」

　だが、涼花の口から出てきたのは想定外な内容で、俺は思わず固まってしまった。

「あ、あのー、作品のアドバイスをくれるって話では……？」

「そうですよ？」

「だったらプロットとかを見て、ここはこうした方が的な話をするのでは……？」

　俺は当然そういう流れになると思っていた。この部分はこういう展開にした方が盛り上がるとか、このキャラはこんな感じにした方がいいとか、そういう話ね。

　だが涼花は「いいえ」と首を振ふり、

「ストーリーに関しては、私は口出しできません。ま、まあ妹モノですから、必然的に兄妹きようだいのイチャイチャを中心としたラブラブストーリーだと期待──いえ、予想しますが、そこはお兄ちゃんの作品ですから、お兄ちゃん自身が考えないといけない部分です」

　それは……、確かにその通りだ。ってか、前にも同じようなことは言ってたな。

「でも、じゃあアドバイスって一体何をしてくれるつもりなんだ？」

　そう、プロットもまだ出来上がっていない段階じゃ、アドバイスもなにもないはず。

　だが俺がそう訊たずねると、なぜか涼花は顔を赤くして俺を睨にらみ、

「そ、そんなの……っ！　い、イチャイチャイベントに決まっています！」

「い、イチャイチャイベント!?」

「い、いいですかお兄ちゃん？　妹モノ作品で一番重要なのは、いかに兄と妹がイチャイチャしているかなんです！　即すなわちイチャイチャイベントのクオリティが、妹モノのクオリティそのものと言っても過言ではありません！」

「そ、それはまあ、ある意味ではその通りかもしれないけど、まだストーリーもなにも決まってないのにそれだけ考えても仕方ないんじゃ……」

「いえ、そんなことはありません！　むしろ、どんなストーリーだったとしても安定してイチャイチャイベントを発生させるため、妹モノの作者は兄妹のイチャイチャに精通している必要があるのです！」

「ま、マジで……？」

「ま、マジです。そして、そのためにはなによりも実際に取材をすることが大切です。だから私は最初に取材の重要性を言っていたんです」

　……あれってそういうことだったのか。急に部屋に入ってきていきなりまくしたてるから、全然意味がわからなかった……。

「お兄ちゃんがどんなストーリーを構想するかはわかりませんが、イチャイチャイベントは妹モノの基き礎そですから、これを取材しないといけません。これは、その……、別に私の願望とか役得ではなくて、と、永遠野誓としてのアドバイスです」

　涼花に真正面からそう言われ、俺は「う……」と言葉に詰つまる。

　確かに涼花は今までそうやって、自分の作品を書き上げてきたんだ。

　最初の一巻こそ魔まがさして出来上がったものだけど、それ以降の巻は全すべて取材を通してきたものだ。それは、実際に代理人として取材に協力してきた俺にはよくわかっている。

　だけど、まさか俺自身が同じことをしないといけなくなる日がくるとは……！

「わ、私はお兄ちゃんの理想像で妹でもありますから、そんな私と取材すればきっとお兄ちゃんも私を意識──ではなく!?　そ、その、妹モノ作品のクオリティが上がることは間違いないと思います。わ、私は全然気が進まないんですけど？」

　とはいえ、これは正しよう真しん正しよう銘めい永遠野誓からのアドバイスであり、妹モノを書くために、そしてラノベ作家になるために必要なことだ。しかも俺のために涼花が協力までしてくれている以上、俺が躊ちゆう躇ちよしている場合じゃない。

「……わかった、徹てつ底てい的に取材をして、最高の作品を書く」

　なので、俺は拳こぶしで決意を握りしめながら、静かにそう答えた。

　……そう、俺はラノベ作家になるためだったら何でもやる覚かく悟ごなんだ。だったら、理想のヒロイン像であり、リアル妹でもある涼花とイチャイチャイベントの取材だって、俺はためらいなくやってみせる！　後で思い返すと死にたくなるかもしれんが！

「…………っ！」

「ん？　どうした涼花？　急に押し黙だまって」

「い、いえ、ついにお兄ちゃんが自らの意思で積極的にイチャイチャ取材をしようとしていることに感無量で……！」

　胸の前で手を組んで、目をつぶって天を仰あおぐ涼花。

　……さ、さすがにそれはちょっとおおげさすぎやしませんかね……。

「で、では、すぐにでも取材を始めましょう。お兄ちゃんがやる気を見せているんですから、こんな絶好の機会を逃のがしてはいけません！」

「お、おう。でもなんで、俺よりお前の方がテンションが高い感じなんだ……？」

「な、何を言っているのか意味がわかりませんが？　そ、それよりもほら、早くお出かけの準備をしてください」

「あ、ああ……。けどお出かけって、どこで何の取材を？」

　俺がそう訊ねると、涼花は「決まってるじゃないですか」と言って、真っ赤な顔で目を輝かがやかせながらこう返すのだった。

「もっとも重要なイチャイチャイベント……、即ち『デート』の取材です！」




　　　　▼




　そうして、俺は涼花に引っ張られるままにショッピングモールへとやってきた。

　比ひ喩ゆ表現じゃなく、本当に腕うでを引っ張られて結構な速度で歩いてきたため、若じやつ干かん息が切れているくらいだ。

　……だから、なんで俺の作品の取材のはずなのに、涼花の方が前のめりになってる感じなんだよ……。いや、協力してくれるのは本当にありがたいんだけどさ。

「さあ着きました！　きょ、今日は一日ここでデートの取材をしますから！」

　けど、謎なぞにやる気をみなぎらせている涼花の気き迫はくがすごくて──ってかちょっと怖いレベルで、そこんところを訊きくことができなかった。

　……我ながら相変わらず弱い兄貴で情けなくなるが、まあそれはそれとして、だ。

「えーと……、ところでどうしてまたデートの取材なんだ？」

　俺はここに来るまでで頭に引っかかっていた疑問を口にする。

　別にそれが悪いってわけじゃないけど、イチャイチャイベントなら他ほかにいろいろあるのに、なんでピンポイントでデートなんだって意味だ。

「それはもちろん私がデートしたい──ではなくてですね!?　お、お兄ちゃんはデートの重要性を軽視しているようですね」

「デートの重要性？」

「そ、そうです。デートというのはイチャイチャの最高の形なんです。男女が思いっきりイチャイチャすることを前提としたイベントであり、まさにイチャイチャの象しよう徴ちようと言っても差し支えありません。なので、デート描びよう写しやのない妹モノなど、お味み噌その入っていないお味噌汁しるというくらいあり得ないものなんです」

「そ、そこまで!?」

　っていうか、それは単なるすまし汁なのでは……。

　い、いやいや、そんなことはどうでもよくてだな、要するに涼花はデート描写がないと成立しないって言いたいようだが、それって結構な暴論じゃないか!?　そういうシーンのない作品だっていっぱいあるぞ!?

　……だが、待て、決して間違ってるってわけでもないのかも……。

　ラブコメ作品ならデートイベントは鉄板だし、やっぱ読んでる方としても楽しい。もちろん、だから必ひつ須すだってわけでもないけど、少なくとも涼花の──永遠野誓の意見としては、デートシーンは非常に重要ということらしい。

「なので、お兄ちゃんの作品にもデートイベントは盛り込まなければなりません。そのための取材です。け、決してその他の意図はありませんからね？」

「な、なるほど。確かにデートシーンは必要かもしれない……。そのための取材ってことなら、是ぜ非ひともやらないといけないよな」

「はぅ……っ！　お兄ちゃんからそんな言葉が聞ける日がくるなんて……！　ラノベを書くってこんなにも素す晴ばらしいことだったんですね……！」

「お、おう……？　って、今いま更さら!?」

　なぜかものすごく感動する涼花。何に感動しているのかは謎だが……。

「っと、感激に浸ひたっている場合ではありませんでした。さ、さあお兄ちゃんも納なつ得とくしたところで、早速取材を始めましょう」

「あ、ああ……。でもさ涼花」
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「な、なんですかお兄ちゃん？　時間は有限なんですから、一刻も早くイチャイチャ──い、いえ、取材をしなくては。……はっ!?　そ、それとももしかして、お兄ちゃんには既すでに素敵なイチャイチャアイデアがあるから、それを実じつ践せんしてみようということですか!?　……ああ、お兄ちゃんからまさかそんな提案が……！　わ、わた、私はそういうことでも大だい歓かん迎げい──じゃなくて、全然かまいませんから！」

「ち、違ちがうって！　だからなんで今日のお前はそんなにハイテンションなんだよ!?」

　永遠野誓として気合を入れて俺に指導してくれるのはいいんだけど、なんか勢いがあり過ぎないか!?　こんな舞まい上がってる涼花は初めて見たかもしれないぞ!?

「そ、そうじゃなくてだな、またここでデート取材をするのかってことだよ。ほら、このショッピングモールには今までも何回か来てるだろ？」

　そう、ここには舞まいの疑念を払ふつしょくする時の偽にせデートや、俺のヒロイン像を探さぐる時の取材にも来たことがあった。

　……いろいろやったよなぁ……。下着を選んだりソフトクリームを……、それに指輪やらなんやら──って、ダメだ……！　思い出すと恥はずかしさと気まずさしかない……。

「あ、あの時も、一応はデートって形だっただろ？　つまり何が言いたいかっていうと、ここでのデート取材はもう結構やったんじゃないかってこと」

　それに、ここ以外でもデートの取材は涼花と数多くやってきた。

　もちろんそれは俺自身のためじゃなく、涼花の作品のための取材だ。

　でも、それを通じて俺もいつの間にか経験値を積んできたんだ。

　デートに限らずイチャイチャイベントの取材には、俺が常に付き合ってきた。それだけに、そういったことの描写は俺も今は結構自信があったりする。涼花の取材に協力してきた副産物ではあるが、俺自身にも確実にプラスにはなっているはずなんだ。

「……なるほど、つまりお兄ちゃんは、ここではないもっと他の場所で新たなイチャイチャをしてみたいと言うことですか……」

「い、いや、イチャイチャがどうとかじゃなくてですね……。デートの取材なら、もっと新しい環かん境きようの方が得られるものも多いんじゃないかと……」

「要するに、ここでのデート取材はもう十分と言うことですね？」

　涼花にキッと見み据すえられ、俺は少し怯ひるむ。言わんとしてることはそうなんだけど……、な、なんなんだろう、この涼花の謎の迫はく力りよくは……。

「お兄ちゃん……」

「は、はい？」

「お兄ちゃんはデートを甘く見ています！」

「え、ええっ!?」

　ビシッと指し摘てきしてくる涼花に、俺は思いっきり狼ろう狽ばいする。

「まるでここでのデートをやり尽つくしたような物言いですが、それだけでもお兄ちゃんのデートに対する認にん識しきの甘さがわかりますね！」

「いや、あの、どういうことでございましょうか……？」

　腕を組んでやれやれって感じの涼花に、思わず敬語になってしまう俺。

「お兄ちゃんはここにどれだけのお店があると思っているんです？　お店だけじゃなく、さまざまなレジャー施し設せつもありますよね？　それら全すべてに足を運んだわけでもないのに、お兄ちゃんのその発言は不適切です」

「いや、全てってお前……」

「確かに、ここには過去に何度か訪おとずれました。あ、あの時はお洋服屋さんで、し、した、下着を選んでもらったり、ソフトクリームを、た、食べさせ合いっこしたり!?　ぷ、プリクラでイチャイチャなんかもしましたけれど!?」

　顔を真っ赤にしながら、過去の出来事を口にしていく涼花。

　……恥ずかしいならそんな声こわ高だかに言わなくてもいいのに……。

「あ、あれは氷ひ室むろさんを納得させるためのものではありましたが、取材としても素晴らしい経験でした。あの後ちゃんと作品にも生かしましたからね……。とはいえ、これらのデート内容はこのモールでできることのほんの一部にしかすぎません。しかも、あれは私の作品に合わせたデート内容であり、それをそのままお兄ちゃんの作品に反映させることはできないはずです」

　そ、それは…………、確かにその通りかもしれない。

　涼花の取材は、あくまでも涼花の作品を前提とした取材だ。

　経験値は得たといっても、それは他人の作品の上うわ澄ずみにすぎない。俺自身の作品のためというスタンスで取材に挑いどんだ経験は、実はまだないんだ。

「どうやら理解していただけたようですね。つまり、ここでできることはまだ無数にありますし、お兄ちゃんの作品に生かせるデート取材も十分にできるということです」

「な、なるほど、お前の言う通りかも──……あ、でも待ってくれ、そうは言うけど俺はまだどんな作品にするか、プロットも決まってない状態で……」

「わかっています。だからこそ、なおさらここを選んだのです」

　キュピーンとなぜか目を光らせる涼花。

「まだ何も決まってないなら、あらかじめどんなストーリーにも生かせるような、あらゆるデートプランを前もって取材しておけばいいんです！　ここならそれが可能です！」

「な、なに!?　逆転の発想!?」

「そ、その通りです。どのみちデートに関しては作中で描えがかなければいけないイベントなんですから、どんなストーリーのデートでも書けるように、お兄ちゃんは今から準備しておく必要があるんです！」

　な、なんて無茶な発想だ……！　でも、なぜか不思議と説得力がある……!?

「……えへ、えへへ……。我ながら素晴らしい論理です……。これならお兄ちゃんといっぱいいっぱいデートできます……、えへへへへ……」

　涼花はなぜかえへえへとバグった時みたいな笑えみを浮うかべながら、なにやらブツブツと呟つぶやいているが、俺はそれにかまっている余よ裕ゆうはなかった。

　……くそ、これが永遠野誓の考え方か……。やっぱり涼花はスケールが違う……。

「確かに、俺の考えが浅はかだった……。場所がどうとか言えるほど、俺は徹てつ底てい的に取材なんかしてなかったよな……。悪い」

「ぴぅっ!?　い、いえ、お兄ちゃんもわかってくれたようでなによりです。というわけで、今日はここで沢たく山さんデート──取材をしましょう。えへへ……」

　そう言って、涼花はギュッと俺の腕に抱だきついてくる。

　デート取材ということで、涼花もそんな感じでキャラを合わせて演じてくれるつもりらしい。演技とはいえ、その輝かんばかりの笑顔に、俺は一いつ瞬しゆん見とれてしまう。

　……って、なに変なことを考えてんだ俺は。最近ただでさえ涼花を妙みように意識することが多くなってきてるってのに。……具体的には今まで以上に可愛かわいく見えたりさ……。いや、涼花は普ふ段だんから超ちよう絶ぜつ美少女だけど……。

　……いやいや、だからこういうのが危険なんだって！　せっかく涼花が善意から協力してくれてるのに、バカなことを考えてる場合じゃねえだろ俺！

「……？　どうかしたんですかお兄ちゃん？」

「な、なんでもない！　そ、それよりも早さつ速そく取材といこうか！」

　俺はぶんぶんと頭を振ふり、変な思考を振り払はらおうと歩き出す。……だが、

「…………どうして立ち止まるんですか？」

　一歩踏ふみ出したところで、それ以上足を動かせなくなった。……というのも、

「い、いや、デートの取材はいいんだけど、具体的にどうしようかって……」

　そう、いきなりこんなことになったというのもあるが、どんなデートを取材するべきかすぐに思いつかなかったからだ。

　涼花はあらゆるデートプランを取材とか言ってたけど、そのデートプランが一つも浮かんでこないから情けない。……実際にデートした経験とかもないしな俺……。

「なんだそんなことですか。それなら私に任せてください」

　だが、涼花からは意外な反応が返ってきた。てっきり呆あきれられるかと思ってたのに。

「で、デートプランなら私がたくさん持ってますから。それに沿ってデートして、お兄ちゃんは大いに取材してください」

「ま、マジか？　すごいな。なんでそんな準備万ばん端たんなんだ？」

「……そんなの、普段からずっとお兄ちゃんとしてみたいデートプランを考えてるからに決まってるからじゃないですか」

「え……？」

「……はっ!?　ち、ちちち違いますよ!?　勘かん違ちがいしないでください!?　あくまでも、あの、その……、そう！　ラノベの話ですよ!?　作中の兄妹きようだいのデートプランとか、イチャイチャのアイデアとかを普段から考えているという意味ですからね!?」

　あ、ああそうか、ビビった……。なんか涼花が俺としてみたいって感じに聞こえて一瞬焦あせった。……って、んなわけあるわけないのになに考えてんだ俺は！

　い、いかん、さっきの変な思考が尾おを引いてる……。そのせいで涼花の言葉も変な風に聞こえちまったみたいだ。冷静にならないと。冷静冷静……。

「や、やっぱすごいなお前は。そんなにいっぱいアイデアがあるんだな」

「え、ええ、ページ数が限られているので、その全てを作品に反映させることはできませんが、兄妹がイチャイチャするアイデアに関しては普段からお兄ちゃんノート──じゃなくて！　普段からいろいろと案を練っていますので」

「そうなのか。具体的にアイデアってどれくらいの数があるんだ？」

「兄妹のイチャイチャに関することなら、数えきれないほど」

　即そく答とうする涼花。

　無限に浮かんでくるのでノートが増えて増えて……と、いまいちよくわからないことをなぜかニヤニヤしながら続けるが、一方で俺はその答えに衝しよう撃げきを受けていた。

　……ま、マジか。作品を面おも白しろくするために、そこまで徹底して可能性を探ってるってのか涼花は。それが永遠野誓のやり方とは……。

　しかも、今回はそのアイデアを俺の取材に使ってくれるんだよな？　それってつまり、永遠野誓から直接ラブコメを伝授されてるってことだ。

　……おいおい、どんだけ恵めぐまれてるんだよ俺は。ここまでお膳ぜん立だてしてくれてるんだから、バッチリ取材を成功させないとウソだろ。涼花に対して申し訳が立たないレベル。

「……ありがとう涼花。なんか、何から何まで世話になっちまって……。じゃあ悪いけど、今日は思いっきり参考にさせてもらうな」

「は、はいどうぞ！　……というか、今までできなかった妄もう想そうとかもこの機会に実現できるから、お礼を言うのはこっちの方なんですけど……！」

「ん？　それってどういう意味──」

「い、いえ、本質的には私自身の取材にもつながっているので、お兄ちゃんはそんな気負わなくてもいいということです！　そ、それでは行きましょうか！」

　そう言って、涼花は俺の腕うでに抱きついたまま歩き出した。

　よくわからないが、遠えん慮りよするなと気をつかってくれているのかもしれない。

　……とにかく、これから初めて俺自身の作品の取材が始まるわけだ。今まで涼花に付き合っていただけの取材とは違ちがう。今回は、自分から積極的にシチュエーションを体験していかないといけないんだ。

　より良いラノベを書くために。そしてラノベ作家になるために。

「……よし。俺、精せい一いつ杯ぱい取材に挑むから、よろしく頼たのむな涼花！」

「……っ！　こ、こんな日が来るなんて、まるで夢を見ているような……！」

「って、なんでいきなりふにゃふにゃになってんだお前!?」

　そうして、涼花のアイデアの下もと、いよいよデート取材が始まった。

　俺はそれを通じて、永遠野誓作品の面白さを少しでも自分のものにしてやろうと意気込んで──……いたわけなんだけどな。この時は……。




「……はあああぁ…………」

「なにをため息なんて吐ついているんですかお兄ちゃん。次の取材に行きますよ」

　数十分後。

　俺はすっかり疲つかれ切って、近くにあったベンチに座り込んでいた。

　その隣となりでは、対照的に元気いっぱいの涼花が、不満そうに俺の服を引っ張っている。

　なんでこんなことになっているかというと、……もちろん取材の結果だ。

「ま、待ってくれ涼花……。取材ならさっきまでやってたじゃないか。しかも、いつもよりもはるかにハイペースで……」

　そう、今回の取材はキツかった。いや、いつもだって（主に精神的に）キツいのだが、それと比べても明らかにハードだったんだ。

「なにを言っているんですか。今回は様々なデートを取材しないといけないんですから、一つの場所でいろいろなシチュエーションを試ためさないといけないんです。そうじゃないと数がこなせませんからね」

　そう、それがハードさの原因だった。

　今までならシーンのコンセプトをあらかじめ決めた上で、一つのシチュエーションを取材していたのに対し、今回はそのシーンで考えられるシチュエーションを次々と取材していくというやり方だ。

　たとえば雑貨屋では、以前は誕生日プレゼントを選ぶというテーマでのみ取材していたが、今回は『妹とのペアグッズを選ぶ』とか『その場で妹へのサプライズプレゼント』とか『お互たがいの進級祝いのために密ひそかに好みを訊きき出そうとする兄妹』とか、それこそいろんなテーマで取材を繰くり返したのだ。

　さらに、イチャイチャ具合は涼花の強い要求で、薄うすめずいつも通りじゃないといけないとのお達し。つまり、やることが増えた分、単純にいつもの何倍も濃のう厚こうな取材をしないといけなかったというわけだ。俺の疲ひ労ろうの理由もわかると思う。

　さっきまでいた服屋では、とにかくいろんなシチュエーションを想定して涼花の服を選んでいた。繰り広げられるファッションショー。そしてその度たびにいろんな褒ほめ方を求められたわけだが、自分の語ご彙い力の限界を知った気分だぜ……。

「『や、やっぱりそういう落ち着いたのが涼花には似合ってるかな……』──こ、これもいい感じですね。言葉自体は地味ですが、妹のことをよくわかってるからこその雰ふん囲い気きが出ています。『……あ、ごめん、みとれて……って、なんでもない！』──ここここれも素す晴ばらしいですね。言葉ではなくリアクションで表現しているのがいいです。で、でもやっぱり一番いいのはこれでしょうね……。『か、可愛いよ、涼花……』」

「って、お前は何を聞いてるんだ!?」

　俺はさっきまでの取材風景を思い返していたのだが、ふと気がつくと涼花が自分のスマホを耳に当てながら真っ赤になって手足をワタワタさせていた。

　……ってか、そっから聞こえてくるのは、さっきの取材で俺が口にしたこっ恥ぱずかしい台詞せりふじゃねえか！

「な、なんでそんなの録音してんだよお前は！」

「し、資料です。後で聞き返して楽しむ──じゃなくて、取材の成否を確かく認にんするための資料として録音していたんです」

「い、いつの間に……！　メチャクチャ恥ずかしいからやめてほしいんですけど！」

「お、お兄ちゃんだって、私のいろんな服装の写真を資料として撮とったじゃないですか。それと同じことです」

「あれはお前がそうしろって言ったからだろ!?」

　その言葉通り、俺のスマホにもさっきまでの涼花ファッションショーの写真が大量に入っているわけだが、これも資料なんで変な邪じや推すいはしないでいただきたい。

「あ、後で取材結果を思い出すために必要なことです。そ、そんなことより、時間がもったいないですから、さらに取材を続けましょう。……えっと、次はどこでイチャイチャしましょうか……、えへへへ……」

「ま、待て！　ストップ！」

　涼花はそう言ってまた俺の腕を引っ張って歩き出そうとしたが、俺は慌あわてて止めた。

「なんですか？　……も、もしかしてお兄ちゃんもなにか素敵なデートプランを思いついたりしたんですか？」

「い、いや、そうじゃなくてだな、一度休きゆう憩けいを挟はさんだ方がいいんじゃないかと……」

「休憩なんて必要ありませんよ？　そもそも全然疲れていませんから」

　その言葉通り、本当に元気潑はつ剌らつといった感じでムンッと握にぎりこぶしを作る涼花。

　……マジすか。俺はもうヘトヘトだってのに、なんでお前はそんなタフなんだ……。

　考えてみれば涼花の取材の時も、バグることはあっても疲れている姿は見たことがないかもしれない。取材に対するこういう貪どん欲よくさというか、集中力みたいなのは俺も見習わないといけないとは思うけど──

「わ、悪いけど俺はちょっと無理だ。いったん休ませてくれ」

　さすがにいきなりは不可能だ。またすぐにさっきみたいな取材をするとなると、体力的にも精神的にもキツすぎる。特に後者が。

「む、だらしないですよお兄ちゃん。この程度の取材で音を上げるなんて」

「そう言われると返す言葉もないけどさ……。ってか、お前はよく平気だよな。他人の取材でいつも以上に忙いそがしい感じなのに」

「お兄ちゃんの妹モノ作品のためですからね。しかもそれに乗じて、今までできなかったデートの取材ができるんですから、疲れるどころか元気がみなぎって──と、ち、違います！　……えっと、この程度の取材は妹モノを書く作家としては必ひつ須すの行こう為いですから、疲れなんて感じていてはダメだということです」

　す、すげーなマジで。改めて永遠野誓って作家の底知れなさが伝わってくる。

「……けれど、無理に取材をしてもイチャイチャに集中できないでしょうし、それは私も望むところではないので、仕方ありませんが一度休憩を挟むとしましょうか」

　だが、結局涼花は俺の頼みを聞き入れてくれた。

　なんだかんだでこういう気き遣づかいをしてくれるのが、俺の妹の優やさしいところだ。

　そもそも俺の取材なんだから俺のペースに合わせるのが当然なんだけど、そこは俺と涼花の関係。いつ、どんな状じよう況きようでも主導権は妹が握っている。

　情けないと思われるかもしれないし自分自身でもそう思うけど、最近ではなんとなく、そんな力関係でもいいんじゃないかと考えている俺がいるのも確かだ。

　……ああ、自分が段々とシスコンになっていってるのがわかるな。けど、そんな事実さえ受け入れてしまってる自分がいるから、なおさらどうしようもない。

「？　どうしましたお兄ちゃん？」

　と、そんな感じで物思いにふけっていると、涼花が俺の顔を覗のぞき込むように首を傾かしげてきたので、俺は「な、なんでもない」と慌てて身を引いた。

「ならいいですが……。それより、休憩ならちょうどあそこがいいんじゃないですか？」

　涼花の指さす先には、以前も来たことがあるフードコートがあった。

　休日の午後ということもあり、結構な人がいる。主に家族連れやカップルが多いが、空いてる席がないわけじゃなかった。

　俺と涼花は適当なベンチに腰こし掛かけて、一息吐く。

「……ふう、ついでだからなんか食うか。ちょっと小腹も空すいてきたし」

「そうですね。ちょうどおやつの時間でもありますし」

　じゃあなんか適当に……と、俺が立ち上がろうとしたのだが、寸前で涼花に「待ってください」と服を引っ張られた。

「どうした？　なんか食べたいものでもあるのか？」

「い、いえ、そうじゃなくてですね……」

　なぜか視線を逸そらしてモジモジとする涼花。

　……あれ、なんか今嫌いやな予感が……。

「そ、その……、せっかくですからここでも少し取材をしたいと思いまして……」

　そして、そんな予感はわずか数秒で現実となった。

「ええ!?　取材ってお前、今まさにその取材の合間の休憩をしようって時なのに!?」

「さ、さっきみたいな濃のう密みつな取材ではなくてですね、休憩しながらのごく軽い取材という意味で……。そ、そう、言うなれば取材におけるおやつ的なものです！」

　バーンッと、いかにもいいこと言ったみたいな感じの涼花。

　……けどすまん、普ふ通つうに意味がわからない……！

「そ、そもそもお兄ちゃんは多くの取材をこなさないといけないんですから、休憩なんてしてる暇ひまは本来ないんです。なので、こういう時も取材を続けて、少しでもデートイベントへの見識を深めないといけません」

「そ、そんな。それじゃ休憩の意味がないじゃないか……」

「で、ですからごく軽い取材です。休憩しながらでもできる、サラッとしたイチャイチャということです」

　……よ、ようするに、自然な感じのデート風景ってことか？

　イチャイチャしてる時点でサラッとも何もないとは思うが……、けど既すでに涼花はやる気満々な様子。取材に協力してもらってる手前、俺は強く断れない。

「……で、でも、具体的に何をするつもりなんだ？」

　なので俺は半ば諦あきらめてそう訊たずねる。すると涼花は、

「そ、それはもちろん、この場所でしかできない内容にすべきですね」

　パッと顔を輝かがやかせてそう返した。

「この場所でしかできないって、フードコートでできることといえば……」

　俺はそう言いかけた瞬しゆん間かん、とある光景が脳のう裏りをよぎった。

　それは、以前まさにここで涼花とやったイチャイチャイベントの思い出だ。

　……あの時は舞の疑念を晴らすためにあからさまにイチャイチャしないといけなかったから、涼花とソフトクリームの食べさせ合いを……。

「あぅ……」

　どうやら涼花もその時のことを思い出したらしく、真っ赤になって俯うつむいてしまった。

　って、俺も顔が熱いし、なんかメッチャ気まずいぞ！

「あ、あの時みたいなことをまた……？」

　それでもなんとかそう訊ねると、涼花はふるふると首を振ふり、

「い、いえ、同じことをしても仕方がありません。食べさせ合いっこのパターンはあの時の取材でお兄ちゃんもマスターしたはずですし。……しましたよね？」

　なにをもってマスターと言っていいのかわからないけど、下手な答えをすれば「ではもう一度しなくては！」的な反応が返ってきそうな気がしたので、とりあえず頷うなずく俺。

「なので、今回はまた違ちがうパターンでなければいけません。安心してください、私にバッチリ考えがありますから」

　違うパターンって……、俺には全然思いつかないけど涼花にはアイデアがあるらしい。

　ほんと、どんだけネタのストックがあるんだよ。すごすぎだろ。

「と、とりあえず何か買いに行きましょう。……えっと、あ、あのクレープなんかいいと思います。美味おいしそうですし」

　そう言って涼花がクレープ屋を指さしたので、二人で向かった。

　カップルが大勢並んでいて、涼花と一いつ緒しよに立つのは結構恥ずかしかった。

「いろんな種類があるんだな……。俺は普通のでいいけど、お前はどれにするんだ？」

「いえ、買うのは一つだけです。ドリンクも一つでかまいません」

　……一つでって、どういうことだ？　よくわからないが、俺と涼花はクレープとドリンクを一つずつ購こう入にゆうすると、またベンチに戻もどった。すると涼花が、

「ど、どうぞお兄ちゃん、クレープを召めし上がってください」

「ああ、でもお前の分は？」

「い、いいですから、早く、どうぞ」

　なぜかクレープを食べろと急せかしてくる。

　……自分の分はいらないのか？　と首を傾げながら、俺はクレープを一口食べた。

　うん、甘くて美味うまい……、と思っていたら、

　──はむっ！

「……へ？　ちょっ!?　す、涼花!?」

　急に涼花が身を乗り出して来て、俺が持っていたクレープに横からかじりついたのだ。

　……しかも、ちょうど俺が食べた個所に!?

「お、おおおおおお前なにやってんだ!?!?!?」

「お、おおおおお落ち着いてくださいお兄ちゃん！」

　当たり前だが、俺は焦あせった。思いっきり焦った。涼花もまた、俺と同じように焦りながら手足をワタワタさせていた。……いや、お前からやったことだろ!?

「も、もももちろんこれは取材の一いつ環かんです……！　この前はお互たがいのものを『食べさせ合いっこ』しましたが、今回は一つのものを『分け合いっこ』するんです……！」

「わ、分け合いっこ……だと!?」

　な、なんつー恥ずかしくもイチャイチャ度の高い発想をしやがるんだ……！

「さ、さあ、お兄ちゃんも同じように食べてください」

　顔を真っ赤にして、俺も同じようにやれと催さい促そくしてくる涼花。

　クレープを持つ俺の手をグイッと押し上げて、恥はずかしさを堪こらえるように睨にらんでくる。

　俺は仕方なくクレープに対たい峙じする。目の前には涼花がかじった跡あとが生々しく──って、そういうことを意識しちゃダメだ俺！　無心！　無心だ！　これは取材なんだから！

　俺は半ばヤケクソ気味にクレープにかじりつく。当たり前だけど恥ずかしさで味なんかまるでわからなくなっている。なのに甘さだけが妙みように浮うき彫ぼりになっているように感じられて、味覚まで動どう揺ようしているのかと混乱する。

「お、お兄ちゃんと一つのクレープを……！　えへ、えへへ、えへへへ……！」

　や、やめてくれ！　言葉にすると余計に意識しちまうじゃねえか！　あと自分から言い出したシチュエーションなのにバグるなよ！　ってか俺もバグりそうだよ！

　俺達はその後も交こう互ごにクレープを食べていく。

　正直、恥ずかしさで何も考える余よ裕ゆうがなく、一定のタイミングで機械的にかじっているだけだ。もはや取材の成否がどうとか、何もわからない。

「の、喉のども渇かわくでしょうからドリンクもどうぞ」

　やがて、涼花が一緒に買ったアイスコーヒーを差し出してきた。

　言われてみればいつの間にか喉がカラカラになっていて、俺はストローを咥くわえてコーヒーを流し込む。ブラックの苦みが今は普ふ段だんよりも美味しく感じる。

　……ふう、す、少しだけ落ち着いたかもしれない。

「あ、あの、お兄ちゃん……？　私もいただいていいですか？」

「ああ、お前も飲んで少し落ち着いた方がいいぞ」

　そう言われて、俺は涼花にコーヒーを返した。が、その瞬間、ハッと気がつく。

　……ちょ、ちょっと待て……？　それは今俺が──

「……んくっ、んくっ……。な、ななな、なんだかとても甘いコーヒーですね……！」

　しかし、俺が言葉を発する前に、涼花は既にコーヒーを飲んでしまっていた。

　もちろん、ストローで。直前の俺と同じように。

「お、おま……っ！　それって……！」

「わ、わわわ分け合いっこですから!?　と、当然ドリンクもそうしますよね!?　必然的に、か、かかか、か……っ、間接、キス……！　に！　なってしまうのも仕方がないことですよね!?」

　か、間接……！　や、やっぱそうなるよな!?

「お、落ち着いてくださいお兄ちゃん！　こ、これは取材ですから！　べ、別にイヤラシイ意味合いなどなく、その、し、仕方ないことですからね!?」

「そ、そうだよな!?　ししし仕方ないことだよな!?」

　そうですよ！　そうだよな！　と、お互い顔を爆ばく発はつしそうなほど赤くして、手足をワタワタさせながら謎なぞに頷き合う俺達。

　どう考えてもいろいろヤバイのだが、今はそう言った事実に顔を背そむけないととても正気を保っちゃいられなかった。ってか、マジでヤバイこれ、恥ずかしすぎる……！

「ねー見て、あの子達かわいー」

　その時、不意にそんな声が聞こえてきた。

　振り返ると、大学生くらいのカップルが俺達の方を見てニヤニヤしてた。

　いや、それだけじゃなく周りの別のカップルとか家族連れとかも、何か微笑ほほえましい光景を見るような目でこちらに視線を向けている。

　……う、あ、注目の的じゃねえか……！　違うんだ、これはあくまで取材なんだ！　ラノベを書くための崇すう高こうな行こう為いなんだよ！

　そう主張したい。今すぐ主張したい。でもリアル妹相手に取材とはいえイチャイチャ行為をしているのは事実なので、ぶっちゃけ言い訳になってない……！　その自覚があるせいで、もうやり過ごす以外ない！　頼たのむからこっちを見ないでください！

「ど、どうしたんですかお兄ちゃん？」

　涼花はそういう周りの視線に気がついていないみたいで、急に俯いた俺に首を傾げている。……けど、気がつかなくてよかった。見られてるってわかったら、さらに涼花がバグりかねないからな……。

「な、なんでもない。とりあえず、早く取材を終わらそうぜ……」

　とにかく今は、サッサと食べ終わってこの場を去るのが最上策だ。そう思って、俺はクレープを片付けにかかる。こいつがなくなれば取材も終わりだ……！

「ちょ、ちょっと待ってください。私も……！」

　だが涼花はそんな意図に気づかず、分け合いっこを続けようとする。

　俺が一人で食べきってしまおうと思っていたところに涼花が前のめりになってきたため、俺達は少しバランスを崩くずし、

「あっ」

　その拍ひよう子しに、クレープのクリームがほんの少し涼花の頰ほおに付いてしまった。

「す、すいません、はしたないことに……！」

　慌あわててハンカチで拭ぬぐおうとした涼花だが、その瞬間、なぜかピタリと動きを止める。

　かと思ったら、なぜか急にかあぁと顔を赤らめて、上うわ目め遣づかいにこちらを見上げてきた。

「あ、あの、お兄ちゃん……？　お願いがあるんですけど……」

　そして、まるで何かを期待するような視線と声こわ音ねで、こう続けたんだ。

「こ、これ、おおおお兄ちゃんがとってくれませんか……!?」

「え？　お、俺がって、どういうことだ？」

「あのあの、勘かん違ちがいはしないでほしいんですが、今はほら、イチャイチャ取材中じゃないですか!?　だ、だったらこういうアクシデントも、その枠わく内ないで昇しよう華かすべきではないかと思いましてですね!?　わわわ私がそうしてほしいからとかではなく!?」

　……つまり、そのクリームを俺がなんとかしろと？

　し、しかも、取材の一環として、それに相応ふさわしい形でってことか!?

「た、たとえばなんですけど、べ、別に私がそうして欲しいとかでは全然まったくこれっぽっちもないんですけど!?　……そ、その、お兄ちゃんが『……ったく、涼花は本当に困ったやつだな……』って優やさしく囁ささやきながら、唇くちびるでチュッって……!!」

　涼花がそんな爆ばく弾だん発言を投下してきたので、俺の顔は文字通り爆発した。

　ついでに涼花自身の顔も爆発した。……自爆してんじゃねーか！

「お、おま……っ、なんつーことを……！　なに考えてんだよ……！」

「で、ですから誤解はしないでくださいと言ってるじゃないですか！　こ、これは私の願望とかではなく、あくまでもイチャイチャの一つのアイデアでですね！」

「だからって、なんでそんなトンデモナイ発想がすぐに出てくるんだ!?」

「そ、そんなの普段から考えてるからに決まってるじゃないですか！」

　なぜかキレ気味に反論してくる涼花。

　……ま、マジかよ。そんなすごいイチャイチャ表現まですぐに出てくるくらい、普段から作品のことを考えてるのかよ。永遠野誓、すごすぎる……。

「そ、そんなことより、お、おおおお兄ちゃんは早くしてください……！」

　そして、有う無むを言わさぬ感じでそうまくしたてると、涼花は顔を上に向けて目をつぶって勝手に取材体勢に入ってしまった。

　……ってか、それだとまるでキスを待ってるような姿勢に見えるんだが……！

「キスする？　キスするの？　あーもーかわいーよー」

　さっきのカップルの女性の声がまた聞こえてきた。

　……いやいや、なに期待してんですかあんた!?　見世物じゃないですからね!?　見世物みたいなことやってるって自覚はありますけど、違いますからね!?
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「あ、あの、お兄ちゃん、早く……」

　だから、その姿勢でそういう台詞せりふを言うんじゃありません！　ドギマギするだろ！

　……と、とにかく、こうなってしまっては早く終わらせるしかない……！

　俺は「これは取材これは取材……！」と頭の中で念仏のように繰くり返しながら、涼花の頰ほっぺたに付いたクリームを見み据すえる。

　これを俺の唇で──……って、やっぱそんなのできるわけないだろ！　いくら取材でも無理なもんは無理です！　やっちゃいけないことってあると思います、はい！

　仕方ないので俺は、素す早ばやくそのクリームを指で拭い去ると、

「……ほ、ほら、とれたぞ！」

　それを口に入れて舐なめとった。……いやまあ、冷静に考えたら舐めとる必要は全然なかったわけだが、なんか勢いで咄とつ嗟さにやってしまった……！

「あーヘタれ彼氏だー。でもあーゆーのも初うい々ういしくてかわいーよー」

　……く、くそぅ、こっちはいっぱいいっぱいなのに楽しんでくれやがって……！

　けど、公共の場でこんなことやってる俺達が全面的に悪いんですけどね!?　ってか俺は彼氏じゃねえよ！　兄貴だよ！　それはそれで大問題だとは思うけども！

「………………むぅ」

　とそんな感じで、俺が周囲の目やら内心の葛かつ藤とうやらと戦っていると、涼花がいつの間にかこちらを不ふ機き嫌げんそうな顔で睨み付けているのに気がついた。

「ど、どうして指なんですか。そ、それはそれで素敵だとは思いますけど……」

「い、いや、さすがに直接舐めとるのはヤバいだろ。いろんな意味で」

「…………むむぅ、せっかく楽しみに──いえ！　しゅ、取材ということで覚かく悟ごしていたのに。お、お兄ちゃんはまだまだ取材に対するスタンスが甘いと言わざるを得ません」

「えええ!?　そ、そりゃないよ！　俺だって相当がんばってるつもりだぞ!?」

「がんばりは認めますが、もっと徹てつ底ていした取材しないと良い妹モノは書けませんから」

　な、なんてこった……。妹モノのハードル高すぎだろ……。

「やはりお兄ちゃんは、とにかく取材をこなしてもらわないといけないようです。普段から息をするように妹とのイチャイチャイベントを思いつかないといけませんから」

「……求められているものが高水準すぎると思うんですが……」

「なにを啞あ然ぜんとしているんですかお兄ちゃんは。そろそろ休きゆう憩けいは終わりにして、またデート取材に戻もどりますよ」

「……へ？　ちょ、ちょっと待て、今のって全然休憩になってないんだが!?」

「な、なに言ってるんですか。あんなのは取材の合間のちょっとした息いき抜ぬきです。この後はさっきよりも濃のう密みつな取材をしますから、覚悟しておいてください」

　さらに恐おそろしいことを付け足す涼花。

　……い、いや、さっきよりもって、俺の精神が持たないんですけど……。

「では、せっかくフードコートにいることですし、ここでできるデートイベントを圧縮して体験していきましょうか」

「いや、あの……」

「む、なにを躊ちゆう躇ちよしているんですかお兄ちゃんは。これはお兄ちゃんの取材なんですからね？　もうちょっとしっかりしてください」

「それはその通りなんだけど、もう少しお手て柔やわらかにですね──!?」

「時間は有限、で、デートプランは無限です。さあ、行きますよお兄ちゃん！」

　俺の叫さけびも虚むなしく、さっきよりも力強く腕うでを引っ張っていく涼花。

　……ああもうチクショウ！　こうなったら腹をくくるしかない！　ってか、なんで俺の作品の取材なのに、俺が先導されてるんですかね!?

　それは俺が情けないのと涼花がすごすぎるからだが、今はそんなことを言っても始まらない。

　そんなこんなでその後、俺は涼花と共に、イチャイチャデートの圧縮取材ともいうべき濃のう厚こうすぎるほど濃厚な時間を過ごすことになるのだった。




　……で、数時間後。

「えへへ、今日はなかなかいい取材ができましたね。これでお兄ちゃんの作品のクオリティも増すと思います」

「……そ、そいつはどうも……」

　空がすっかり夕焼けに染まった中、俺達はショッピングモールでの取材を終えて帰き途とについていた。

　涼花は足取りも軽く上機嫌な一方、俺はすっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態で肩かたを落としながらトボトボと歩いているといった感じだった。おそらくこれだけで、あの後どういったことになったかは大体想像がつくと思う。

　……もう何と言うか、すごかった。尽つきることのない涼花のアイデアに、イチャイチャに次ぐイチャイチャイベント。フードコートで、ゲームセンターで、空中庭園で、俺達はデート取材をひたすら繰り返したのだ。

　まさに圧縮訓練といっても過言じゃない状じよう況きように、俺の精神はもうすっかり消しよう耗もうしてしまった。これは、本気で夢に出てくるレベルだな……。

「お兄ちゃんは是ぜ非ひ、今日の取材結果を作品に反映させて、ら、ラブラブな兄妹きようだいの物語を書いてくださいね」

「……ああ、がんばるよ」

　とはいえ、今回の取材結果が作品を書く手助けになるのは間ま違ちがいないだろう。

　少なくとも必ひつ須すのデートイベントに関しては、書くネタには困らない。なにせ、今日一日で脳のう味み噌そがパンクしそうなほどいろんなパターンをインプットさせられたからな。放ほうっておいても頭から溢あふれてきそうなくらいだ……。

　これも、涼花のおかげだな。俺の取材の手助けをする義理なんて涼花にはないはずなのに、善意と義務感であんだけの協力をしてくれたんだから、本当に頭が下がる。

　だから俺はそんな涼花に応こたえるためにも、絶対にラノベ大賞をとれるような面おも白しろい妹モノ作品を書かないといけないんだ──と、心の中で改めて決意を固めるのだが、とはいえ今日はもうとりあえず寝ねたいんだけどな？　主に精神的にクタクタで、さすがにこんな状態じゃ執しつ筆ぴつ作業はできないからな……。

「ところでお兄ちゃん」

　だが、俺がそんなことを考えている時だった。

「か、帰ったら今度は家でのイチャイチャイベントの取材をしますからね？」

「…………は？」

　なんだか信じられないような言葉が聞こえてきて、俺は硬こう直ちよくする。

　……なんだって？　い、今なんつった涼花のやつ？

　な、なんだか帰ったら取材だとか、そんな信じられないようなことが聞こえた気がしたんですが……？　ま、まさかそんなことないよな？　俺の聞き間違いだよな？

「で、ですから、家に帰ったらまた別の取材をすると言ったんです」

「聞き間違いじゃなかった、だと……!?　い、いやいや、いやいやいや、ちょっと待ってくれ……！　取材ならもうさっき散々……！」

　もちろん、俺は抗こう議ぎの声を上げる。あまりにもあんまりな事態で上手うまく言葉にならないけど、それでもなんとか身み振ぶり手振りで伝えようとする……が、

「お兄ちゃんはなにを言っているんですか？　まさか今日のあれで取材は十分だなんて、そんなことは思っていないでしょうね？」

　さらに衝しよう撃げき的な台詞が涼花の口から出てきて、俺は本気で驚きよう愕がくする。

「む、やっぱりそう思っていたんですね。あれくらいの取材で十分なわけがないじゃないですか。デートプランは無数にあるんですよ？　今日一日の取材で書けるようになるだなんて、そんな認にん識しきは甘すぎると私は思います」

　……や、ヤバい。啞然としすぎて言葉が出てこない……！

「そ、それにです、妹モノにおいてデート描びよう写しやは重要ですが、その他の日常的なイチャイチャイベントも大切ですから、そちらの取材も並行して進めていかないといけません」

　なので、家に帰ってからはその取材をしなければ、と意気込む涼花。その瞳ひとみには謎なぞの炎ほのおが宿っており、自分の言ってることの正当性は微み塵じんも疑っている気配がなかった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……！　さっきまでの取材で不十分……!?　し、しかも、デートとは別に、イチャイチャイベントの取材もする……!?」

「そ、その通りです。そして取材はこれからも継けい続ぞくしていかないといけません。妹とのイチャイチャイベント描写をマスターするには一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは不可能ですからね」

「し、しかも、今日一日で終わらないっていうのか!?」

「あ、当たり前じゃないですか。妹モノはそう簡単ではありません。綿密な取材と妹への愛があって初めて書けるようになるんです！」

　バーンとそう宣言する涼花に、俺はショックで頭がクラクラしてきた。

「……そ、それに、お兄ちゃんのためにもなって、しかもこんなにいっぱいイチャイチャできる機会を簡単に手放すわけには……！　と、とにかくです！　今日から毎日取材は継続していきますから、お兄ちゃんはそのつもりでいてください！」

「ま、毎日……！」

「はい。お兄ちゃんが最高の妹モノを書けるよう、私にできること全すべてをお兄ちゃんに教え込みますから、あの、その……、か、覚悟しておいてくださいね！」

　そう言ってなぜか顔を赤らめる涼花だが、俺はそんなことを気にする余よ裕ゆうもなかった。

　俺のラノベ作家になるって夢のために、あの大人気作家である永遠野誓から直接ノウハウを教えてもらえる。しかも、できること全てなんて言ってくれるくらいに徹底的に。

　それはもうとんでもなく幸運なことで、全国の俺と同じラノベ作家志望の人達からすると、涙なみだが出るほど羨うらやましいことだろう。俺だって、もしそんな立場にいたら血けつ涙るいを流して羨ましがるに違いない。

　……けど、だけどな？

「さ、さあお兄ちゃん、そういうわけなので早く帰りましょう。そしてまた取材です。テーマは『家で妹と二人きりの時のイチャイチャ』です！」

　物事には加減ってもんがあると思うんですよね!?

　……ああもう、今はまったく別の意味で涙が出そうだよ！　でも、俺のためにしてくれてることだってわかってるから、文句も言えないし拒きよ否ひもできない……！

　そんな感じで心の中で悶もん絶ぜつしている間にも、ハイテンションな涼花は俺の腕を引っ張って足早に歩いて行く。そんな涼花に俺はどうすることもできず、されるがままについて行くしかなかった。

　代理人になって以来、こういった状況では早々に諦あきらめて覚悟を決めるしかないという心構えは身に着けたつもりだったが、今日ほどその教訓が重く感じたことはない。

「えへへ、どんなイチャイチャをしましょうか……！　ここはやっぱり、お兄ちゃんノート第三十三巻に書いたあの妄もう想そうを実現して……！」

　涼花が上機嫌になにやらブツブツと呟つぶやく中、俺は真っ白になった頭であることを考え続けていた。それは、夢を定めて以来、初めて実感した厳しい現実……。




　……ううう、ラノベ作家になるのって、こんなに大変なんだな……。




　　　　▼




「うーん……」

　数日後の夜。俺は自室でＰＣを前に、腕を組んで唸うなっていた。

　モニターには、何も書かれていない真っ白な文書作成ソフトの画面が映っている。

「ああくそ……、思いつかないな……」

　苛いら立だつ心中を表すかのように、ガシガシと頭をかく。

　その言葉通り、俺は執筆作業に苦戦していた。もちろん、次の大賞に応おう募ぼするべく取り組んでいる妹モノ作品の、だ。

　ここ数日、俺は涼花の協力の下もと、妹モノに必須なイチャイチャイベントの取材を続けてきた。……あれは実にハードだった……。寝ても覚めても家でも取材取材の連続で、本当に夢の中でまで涼花とイチャイチャしてたからな……。

　あ、も、もちろん変な意味ではなくて、それだけ濃密で集中的な時間だったってだけだからな？　おかしな誤解はしないように。

　しかしまあ、そのおかげでイチャイチャ描写に関しては、俺も相当自信を持つことはできるようになったんだ。大変な経験だったが、涼花レベルとまではいかないまでも、イチャイチャシーンなら任せろ！　と胸を張って言えるくらいには成長した自覚がある。

　その証しよう拠こに、作品内におけるそういったシーンのクオリティは目に見えて上がったし、執筆速度も驚おどろくくらいスムーズになった。まさに、経験のなせる業わざって感じだ。

　だが──

「うむむむむ……」

　さっきも言った通り、俺は今現在絶賛行き詰づまり中である。

　涼花のおかげでイチャイチャイベントのパターンを使いきれないほど取材できたのは事実だが、今問題になってるのはそこじゃなかった。

「肝かん心じんのテーマが思いつかないんじゃ、取材結果を生かすも何もないよなぁ……」

　そう、壁かべとなっているのは作品のテーマだった。

　テーマは妹モノじゃないのか？　と思われるかもしれないが、それは厳密にはジャンルのことだ。妹モノは妹モノでも、どんな妹モノにするのかというメインのテーマ──つまりは作品の骨格の部分が、俺は未いまだに定められないでいるのだ。

　……ほら、妹モノって一口に言ってもいろいろあるだろ？　そのいろいろの中で、一体どんな感じの妹モノにすべきかってのが決まってないわけだ。

　妹モノを書くって決めた時は、自分が本当に書きたいものを見つけられたって感覚があったんだ。だけど、具体的にどう書くかって考え始めた途と端たん、急にイメージがぼやけてくるというか、焦しよう点てんが定まらない感じになるっていうか……。

「……せっかく妹モノを書くって決めたのに、まさかプロットの段階でこんなに苦戦するとは思わなかった」

　結局、個別のイチャイチャシーンの取材には成功したけど、肝心な部分は取材する前から一歩も前進していないという困った状況だった。

　……一応、ずっと悩なやんでても仕方ないと思って試ためしにいくつか書いてはみたんだよな。

　でもどれもしっくりこなくて、最後まで書き上げることなく没ぼつになっちまったし……。

「お、お兄ちゃん、お夜食を持ってきました！」

　と、そんなこんなでため息を吐ついていると、いきなり部屋のドアがバァンッと開いて涼花が飛び込んできて、俺は思わず椅い子すから転げ落ちそうになった。

「す、涼花!?　な、なんだよ急に!?　ってか、いつもならちゃんとノックしてから入ってくるのに!?」

「す、すいません、お兄ちゃんの妹モノの進しん捗ちよくが気になって、つい……。あのその、少しでもお兄ちゃんの力になろうと、お夜食を用意しましたから！」

　それで、作品の方はどうですか？　もう完成しましたか？　と、夜食の載のったお盆ぼんを手に期待でウズウズしている涼花を見て、俺は再びため息が漏もれた。

　最近の涼花はこんな感じで、いつ俺の作品ができるのかとしきりに気にしている。

　自分が徹てつ底てい的に指導した生徒の作品がどうなるのか、永遠野誓としても気になるのは当然だとは思うけど、それにしたって気が早すぎる……。

　昨日だって朝食の席で「もうできましたか？」と訊きいてきたかと思ったら、同じ日の夕食の席で「そろそろ完成しましたよね？」ときたもんだ。

　……いやいや、その間俺は学校に行ってたんですけど!?　お前も一いつ緒しよに登校してたんだからわかってるはずだろ!?　とその時はツッコんだものの、今日も今日とてこの調子とか、どんだけだよ涼花……。

「あ、あのな、昨日の今日だぞ？　そんなに一晩で作品が書けるわけないだろ？」

「え？　私は書けましたけど」

「……………………そういやそうだったな」

　涼花はわずか一晩で、一から原げん稿こうを書きなおしたことがある。そのことを思い出して、俺はそれ以上何も言えなくなった。想像を超こえる現実ってのはマジで存在する。

「そ、それはともかく、まだできてないから。ってか、出来上がるのは当分先だ」

「む、そうですか……。お兄ちゃんって意外と筆が遅おそかったんですね」

「お前があり得ないくらい速すぎるだけだからな!?」

　涼花、お前は自分を基準にしちゃいけない人間なんだぞ!?　周りが傷つくから！

「と、とにかくそういうわけだから、あんまり急せかさないでくれ」

「あ、す、すいませんでした……。でも私、それだけ楽しみにしてるんです。本当に応おう援えんしてますから、必要なことがあったら何でも言ってください！」

　涼花はそう言って、溢あふれんばかりの協力姿勢を見せてくれる。それはマジでありがたいことなのだが、なんか自分の作品を書いてる時よりも熱心に見えるな……。

　いや、涼花にしてみればリアル兄貴が妹モノラノベを書こうとしてるんだから、自分の指導の結果や内容の是ぜ非ひとかも含ふくめて、関心があるのも当然かもしれない。

　……とはいえ、その分俺へのプレッシャーもすごくなるので、その辺りはせめて作品を書き上げるまでは遠えん慮りよしておいてほしいってのが正直なところだ。

「それでは失礼します。執しつ筆ぴつの方、がんばってください。もし完成したら、すぐに私に報しらせてくださいね？」

　涼花はそう言って、夜食を置いてから部屋を出て行く。

「……あの、真夜中とかでもかまいませんからね？　緊きん急きゆうの時は電話やメールでも──」

「いいから、早く執筆に集中させてくれませんかねぇ!?」

　なかなか去ろうとしない涼花を半ば無理矢理追い出して、俺は再び席に着いた。

「……はぁ、なんか無む駄だに疲つかれた気がする」

　ガクッと肩かたを落とす俺。妹の期待が重い。

　今まで涼花から期待なんてされたことがほとんどないから余計にな……。

　……けど、早く書かないといけないってのはその通りなんだ。涼花が急かすのはさて置き、大賞の締しめ切りだってある。まだ時間はあるけど余裕ってわけでもないし。

　というわけで、俺は気合を入れ直してＰＣへと向き直る。

　あれこれ考えていても仕方がないので、素す直なおに頭に浮うかんだことを書いていこうと思って、俺は涼花のおいしい夜食を食べながら再びプロット作成作業に没頭していく。

「……えっと、そうだな、主人公である兄は、妹と過去のある一件以来疎そ遠えんになってしまっている……。兄は平へい凡ぼんな高校生の一方で、妹は何でもできる完かん璧ぺき超ちよう人じん。そのうえ超絶美少女で性格も非の打ちどころがない……。でも兄に対してだけは辛しん辣らつで、壁を感じさせる態度を取る……。うん、そんな兄妹きようだいが少しずつ打ち解けていく感じがいいな……。で、そのキッカケはどうする……？　えーと、たとえば妹が兄に隠かくれてラノベを書いていて、それが大賞を受賞────って……！」

　だが、そこまで書き進めて俺はハッと我に返った。

「……って、待て！　なにを書いてんだよ俺は！　こ、これじゃ完全に俺と涼花をモデルにした────いやいやいや！　そ、それはダメだ！　それだけはダメ！　絶対！」

　自分が何をしようとしていたかを自覚して、俺は慌あわてて文書作成ソフトを保存せずに閉じる。それだけはしてはいけないことをまたしようとしていて、我ながら恐おそろしい。

　……また、そう『また』だ。

　実は、妹モノのプロットを検討している時、無意識のうちに俺と涼花の関係性をモデルにしてしまうのは、これが初めてじゃなかった。それどころか、今までも何度かそういった考えが頭に浮かんだことがある。

　でも、それだけはダメなんだ。それだけは絶対にできない。しちゃいけない。

　リアル妹がいるのに妹モノのラノベを書くと言う時点でもうどうしようもないのに、さらに自分とリアル妹をモデルにするなんて、どんだけキモい兄貴だよって話だ。

　確かに涼花は、俺が妹モノを書くのを気持ち悪いと思うことはないって言ってくれた。

　だけど、それでも越こえちゃいけない一線ってのはあるはずだ。少なくとも、俺はこれがそうだと思っている。優やさしくて、俺なんかのためにも気をつかってくれて、そんな最高の妹である涼花を俺自身が冒ぼう瀆とくするなんて、そんなことは決して許せない。

「…………ふぅ」

　俺はなんとか、そういったふざけた考えを頭の中から追い出して一息吐く。

　だが、そうして気がつくと、また振ふり出しに戻もどっている自分がいて、どうすりゃいいんだと悶絶する堂どう々どう巡めぐり。

「……い、いかん。このままじゃいろんな意味でヤバい。なんとかしないと……！」

　どうにか思考回路を変えようと、俺はきょろきょろと辺りを見回す。

　なんかラノベでも読んで落ち着くと同時に参考にでもしようか、なんて考えながらふと机の片かた隅すみに視線を向けた時だった。

「あ、そういえば……」

　ふと自分のスマホが目に入り、先日舞と交かわした会話を思い出す。

「……舞のやつもラブコメで新作に挑ちよう戦せんしてるんだよな。そろそろ完成も近いみたいなことも言ってたし」

　そしてそこまで呟つぶやいた時にはもう、俺はスマホを手に取っていた。

　向こうはプロで俺は違ちがうけど、ラノベを書く者って意味では同じだし、新作、ラブコメってところも共通してる。だから話をすれば、ヒントになるようなことを思いつくかもしれない──そんな淡あわい期待を込こめて、俺は舞に電話をかける。

　けど、今いま頃ごろの時間帯はあいつも執筆活動中かもしれないな。もちろん、忙いそがしいようならすぐに切ろう──

『はい!?　も、もしもし祐!?　あ、あんたから電話かけてくるとかどうしたの!?』

　……と思っていたら一いつ瞬しゆんで出た。一コール目も終わってないのに。

　しかも、なんか背後からはバタンとかガシャンとか音が聞こえてくるし『ああ、カップが倒たおれて……！』とかいう声まで。

「い、いや、特に用件はないんだ。ただ、なんとなく世間話でもしようかなって思っただけで……。あの、すまん、立て込んでるようなら切るけど……」

『はぁっ!?　な、なに言ってんのよ！　あんたからの電話なんていつでもＯＫに決まってるでしょ!?　しかもそっちから電話をかけてくるとか、世間話でとか、そんなの滅めつ多たにないんだから、絶対切るんじゃないわよ!?　絶対だからね!?』

　なぜかキレ気味で必死に懇こん願がんされるという、わけのわからないことになった。

　続いて『ああもうシミが……！　って、破けた!?』とか、なんだか穏おだやかじゃない声まで聞こえてきて冷や汗あせが垂れる。……な、なんかすごく悪いことをした気が……。

「ま、マジで大だい丈じよう夫ぶか？　何が起こってるんだ？」

『別に気にしないで。ただちょっと、打ち出したばっかりの原稿にコーヒーが直ちよく撃げきしただけだから！』

「いや、大だい惨さん事じじゃねえかそれ!?　な、なんつーか、すまん。俺が電話したせいで」

『あんたが謝ることじゃないでしょ？　それに永遠野誓からの電話なんて最優先で出るに決まってるんだから、仕方ないわよ』

　……俺が本物の永遠野誓じゃないって知られたらどうなるか、想像したくねー……。

　それも含めて、舞には申し訳ないことをした。もう一度謝っておこう。

『だから別にいいってば。こんなのもう一度印刷し直せば済むことよ。そ、それより、あんたからの電話とか、本当に珍めずらしいじゃない。世間話って!?　どういうこと!?』

　だが舞は本当に全然気にしてないって感じで、むしろ機き嫌げんが良さそうだった。

　声も弾はずんでいて、電話の向こうで前のめりになってる姿が想像できる。

「い、いや、マジで大したことじゃなくてだな。……その、ラノベを書いてたら、お前が新作に取り組んでることを思いだしたから、どんな調子なのかなって思って」

『なるほど、プロラノベ作家同士、進捗を確かく認にんしつつ執筆活動についてのハイレベルな会話をしようってわけね！　ま、まあ、あんたとそんなことができるのは、永遠野誓に実力を認められた私くらいのものよね！　ふふーん！』

　……調子は非常によさそうだな。ノリにノってるのがよくわかるぜ。いろんな意味で。

　ただ残念ながらハイレベルな会話は無理だ。舞は正しよう真しん正しよう銘めい人気作家だけど、俺は単なるラノベ作家志望だからな。それも含めて改めて心の中で謝っておこう……。

『新作の方は順調よ。もうほぼ完成ってところまできてるわね』

「おお、そいつはスゴイな。今までと違って、今度はラブコメなんだよな？」

『そ、そうよ。……あ、あのその、あ、あんたを参考にして書いたのよ……！』

　なるほど、永遠野誓に触しよく発はつされたってわけか。舞は本当に永遠野誓作品が好きだよな。

「へえ、どんなラノベなのか、読んでみたいな」

　これは正直な気持ちだった。俺は元々舞こと炎えん竜りゆう焰ほむら先生のファンだし、今までと違うジャンルの新作とか、普ふ通つうに興きよう味み津しん々しんだ。だが、

『だ、ダメ！　今はまだダメ！　特にあんたにだけは見せられない……！』

　なんだかとっても慌てた様子で即そく座ざに拒きよ否ひされた。いつも（無駄に）自信満々な舞にしては珍しい反応で、俺は少し戸と惑まどう。

「そ、そうか。まだ未完成だもんな」

『……そういう意味じゃないけど……。と、とにかく、まだあんたに見せられるような段階じゃないのよ。心の準備もできてないし、その、恥はずかしいし……』

　あの舞の口から『心の準備』とか『恥ずかしい』とかいう殊しゆ勝しような言葉が出てきたことに内心驚おどろく俺。

　……けど、まあそれが自然か。なにせ今まで書いたことがないジャンルの新作だ。いくら傍ぼう若じやく無ぶ人じんで唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く舞でも、人に見せるのは躊ちゆう躇ちよするよな。

「じゃあ、出版されるのを楽しみに待ってるよ」

　だから俺は軽くそう言ったのだが、返ってきたのは意外な言葉だった。

『出版とか、そんな予定は全然ないわよ？』

「へ？」

『だってこれ、編集と相談してやってるわけじゃなくて、自分で勝手に書いてるだけだから。出版なんてされるわけないじゃない』

「そ、そうだったのか？　俺はてっきり仕事だと思ってたんだが」

『ち、違うわよ。私が勝手にやってるだけ。完全に、その……、こ、個人的な理由から書いてる作品だから……』

　なぜかモジモジといった感じで小声になる舞。

「個人的な理由って？」

『な……っ!?　そ、そんなの普通に訊きかないでよ！　ま、まったくデリカシーがないわねあんたは！』

　そしてなぜかキレられてしまった。そ、そんなデリカシーのない質問だったか？

「で、でも、仕事でもないのに新作ってのもスゴイ話だな。今のスカマガシリーズの原げん稿こうと並行でやってるんだろ？　大変じゃないか？」

『ま、まあ大変は大変だけど、仕方ないわよ。……だって、私が書きたいって思ったんだから、書くしかなかったのよ……』

「……え」

　俺はその一言に、ドキリとする。

　──書きたいと思ったから、書くしかない……？

『ん？　どうしたの祐？』

「あ、いや……。書きたいと思ったから書くってのもスゴイなって思ってさ……」

『？　というか、それが普通じゃない？　ラノベなんて書きたいと思ったものを書くもんでしょ？　逆に言えば、書けないってことは書きたいものを書いてないってことなんじゃないの？』

　私はそんな経験ないからわかんないけど、と続ける舞だったが、俺はその言葉に頭をガンッと殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　──書けないってことは書きたいものを書いてない……。

『……どうしたの祐？　急に黙だまっちゃってさ』

「……え？　そ、その、ちょっと自分の作品のことを考えてて……」

『ああ、あんたも執しつ筆ぴつ中だったわけね。……って、だったら世間話なんてしてる場合じゃないじゃないのよ！　サッサと原稿を書きなさいよ！』

「ええ!?　いや、今のシリーズって意味じゃなくてだな──」

『あんたとの電話は死ぬほど貴重で大切な時間だしずっとこうしてたいけど！　それでもあんたの原稿が最優先なんだから！　万が一、予定通り次の巻が出ないなんてことになったら、えっと……、ひ、ひどいんだからね！』

　ガーッとまくし立ててくる舞の勢いに、俺は何も言い返すことができない。

　完全な勘かん違ちがいではあったが、舞の永遠野誓作品に対する熱い想おもいがストレートに伝わってきて、反論のしようがなかったのだ。

『くっ、切りたくない……！　切りたくないけど執筆の邪じや魔まだけはできないわ……！　今度はもっと暇ひまな時にかけてきなさいよね！　そうしたら、こっちは締しめ切り間近でもかまわず電話に付き合ってあげるから！』

「いや、そこはお前も原稿に集中しろよ!?」

『こっちの都合であんたからの電話を切れるわけないでしょ!?　常識で考えなさいよ！　と、とにかく切るからね？　ちゃんと原稿書きなさいよね！』

　……い、いろいろと無茶苦茶だが、こっちを気づかってくれているのは確かなんだな。

　そうして、舞との電話は唐とう突とつに打ち切られることになったわけだが、

『あ、あのね、祐……？』

　その終わり際ぎわに、舞はこんな一言を付け加えた。

『そ、その……。今書いてる作品が完成して、私の心の準備もできたら、そ、その時は、絶対に読んでよね……？』

　それはこっちとしても願ってもないことだったので、俺は「もちろん」と返す。

　すると舞は『～～～！』という謎なぞのうめき声を残し、通話を終えたわけだが、……なんだったんだろうか、一体……。

「いや、それよりも……」

　スマホを机に置いた俺は、今しがた舞と交わした会話の内容を反はん芻すうする。

　書きたいと思ったから書くしかない。

　書きたいものを書いてない。

　……俺は、妹モノを書くと決めた。いや、自分がラノベを好きになった原点を思い出して、素す直なおに書きたいと思ったんだ。

　これは、ウソ偽いつわりのない事実だし、胸を張ってそう主張できる。

　だが、実際は書けていない。さっきみたいにプロットの段階で詰つまったまま、先に進めないでいるのが実情だ。それはどうしてだろうって、ずっと思ってたんだ。

　そしてその原因が、さっきの舞との電話でわかった、気がした。

　俺は、妹モノのラノベを書きたい。でも──




　一体どんな妹モノを書きたいと俺は思っているんだ？




　それは根本的──というか、基本的すぎて考えるまでもないはずの問いかけだ。

　だけど、そんな問いを俺自身に向けた時、自分の中に答えが見つからないという愕がく然ぜんとする事実。

　今までならＳＦモノ、ファンタジーモノ、青春モノなど、そのジャンルを書きたいと思った時には、同時にどんな物語を書きたいかっていうことも思い浮うかんでいたんだ。

　なのに、妹モノと考えた途と端たん、それが思いつかないなんて……。

　そんなはずはないだろと思いながら、俺は必死に考える。すると、また涼花の姿が浮かんできて、俺は慌あわてて頭を振ふる。だから、それはダメなんだって……！

　そうやって、なおしばらくの間自分の書きたい妹モノについて考え続ける俺だったが、やっぱり何も浮かんでこない。

「……ど、どんな妹モノを書けばいいんだ俺は……」

　そう、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいて時だった。

　ピリリリリリリリ──と、突とつ然ぜんスマホが着信を報しらせてきて、自分の思考に集中していた俺はビクッと身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　見ると、編集の篠しの崎ざきさんからの電話で、俺は反射的に出てしまった。

「も、もしもし!?」

『やあ先生、随ずい分ぶんと焦あせっているがアレの最中だったのか？　だとしたら悪かったな。今度お詫わびとして付き合うから、今日のところは勘かん弁べんしてもらいたい』

「なんかいきなり決めつけてますけど、違ちがいますからね!?」

　その途端、相変わらずの篠崎さん節に晒さらされて、俺はツッコみを入れつつもガクッと脱だつ力りよくする。……こ、この人はほんとに……！

『まあまあ、先生は健全な男子高校生なんだから隠かくさなくてもいい。実に元気がいいと感心したくらいだ。ふふふふ』

「……そうですか。用事がないなら切りますね！」

　ああもう、ただでさえ今は妹モノのことで悩なやんでるってのに、篠崎さんとの無む駄だな駄だ弁べりになんて付き合ってる余よ裕ゆうはないんだよこっちは！

　俺はマジで電話を切り上げようと思ったが、その寸前で、

『まあ待ちたまえ。今日は真ま面じ目めな話でかけたんだ』

　と、本当に真面目な口調で篠崎さんはそう告げた。

「普ふ段だんは真面目じゃないって自覚はあるみたいですね……」

『なんのことかな？　それよりも仕事の話だ。きみの現行シリーズである〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉のね』

　そう言われて、俺はギクリと緊きん張ちようしてしまう。

　……今のシリーズのって、もしかしてまたなにかトラブルが起きたのか!?

　でも涼花からはそんな話は聞いてないし、何かあった気配もなかったが……。それだけに、なんだか嫌いやな予感がする。

「あ、あの、何か問題が？」

　なので俺は焦って訊き返したのだが、

「ん？　いや、問題などないよ？　先生のシリーズは相変わらず人気も売れ行きも絶好調で、担当編集である私も鼻が高い。この前の巻だって、兄と妹が無人島に漂ひよう流りゆうするとか、意外性もありつつイチャイチャイベントとしても素晴らしかった。最初に原稿を読んだ時など、私は興奮しきりでだな……！」

「……へ？」

　いつも通りの調子でいかに永遠野誓作品が素晴らしいかを語る篠崎さんからは、深刻な様子はまるで感じられなかった。

「あ、あの、じゃあシリーズの話ってのは何なんですか？」

　拍ひよう子し抜ぬけした俺に、篠崎さんは『ああ、それはだな』と再び真面目な口調に戻もどり、

『先生の作品の今後の行く末について、そろそろ話をしておいた方がいいと思ってね』

　と、そう語ったのだった。

「今後の行く末と言いますと……」

『もちろん、シリーズの終結──エンディングへの流れについてだよ。……私としては先生の作品は未み来らい永えい劫ごう永遠に続き、人類を導く新たな福ふく音いんになってほしいところなのだが』

「ラノベの話をしてるとは思えない単語がバンバン出てきますね!?」

『とはいえ、どんな素晴らしいシリーズもいずれ終わりを見み据すえなくてはいけない。先生の作品も、もちろんその例外ではないのだ。まだまだ先の話ではあるが、担当編集としてはそろそろ意識し始めないといけないというわけだ』

　……なるほど、そういうわけか。終わりに向けての話ってことね。

　けど、言われてみれば確かにその通りだ。涼花の作品は超ちよう大人気ラノベなわけだが、いずれは終わりに向けて物語を集約していかないといけなくなる時がくる。こいつは、確かに真面目な仕事の話だ。代理人として、しっかり聞いておかないと。

『で、どういう話をしたいかと言うとだな、次の巻辺りからストーリーに大きな進展があった方がいいんじゃないかと思うのだ。具体的には、兄が妹を意識し始めるイベントなどをそろそろ入れてもらいたいのだが』

「え……、ええ!?」

『む？　そんなに驚おどろくことか？』

　篠崎さんはそう言うけど、俺は本気で焦ってしまった。

　特に『兄が妹を意識し始める』って部分を聞いた瞬しゆん間かんドクリと心臓が跳はねて、同時になぜか涼花の顔が思い浮かび、それを頭から追い出すのに必死でその後の篠崎さんの話をまともに聞いてられないほどだったんだ。

　一方篠崎さんはそんなことなど知る由よしもなく『この辺りで山場を～』とか『そろそろ引きを作った方が～』と言った感じの話をしていたが、慌てていた俺の頭にはほとんど残ることはなかった。

『とまあ、そんな具合でだな、今説明した旨むねは今からメールでも送っておくので、よく検討したうえで先生の方からもアイデアを戻してもらいたい』

　やがて、篠崎さんはそう言葉を結んで電話を切った。

　幸いなことに、涼花には用件がちゃんと伝わりそうでよかった。俺が聞き逃のがしたせいで仕事に支障をきたしたら申し訳が立たないところだったからな……。

　そんな感じで電話を終えた俺は、スマホを机に戻して一息吐ついたわけだが、まだなんか動どう悸きがおさまらない。シリーズの終わりを意識させられたからか、それとも……。

「……いやいや、自分の作品のことでもいっぱいいっぱいなのに、こんなことで動どう揺ようしてる暇なんてないだろ……！　と、とりあえず落ち着こう……」

　俺はそう自分に言い聞かせながら、深呼吸をして落ち着きを取り戻そうとするが、残念ながらその試みは失敗に終わることになる。……なぜなら、

「お、お兄ちゃん！」

　おそらく篠崎さんからのメールを見たであろう涼花が、早さつ速そく俺の部屋にバァンッと勢いよく飛び込んできたからだ。

　そうして涼花が続けて言い放った台詞せりふが、今後の波乱を明確に予感させるものだったことは──……もはや言うまでもないよな……？




「こ、今度は私の取材に協力してください!!」








第二章　人生で一番ハードな取材









「さ、さあ、私はいつでもＯＫですから……、どうぞ！」

「いや、あの、どうぞと言われましても……」

　ある日の登校時のこと。

　俺と涼すず花かはいつもの通り、一いつ緒しよに高校への道を歩いているところだった。

　……のだが、その日はいつもと事情が違っていた。

「な、なにを躊ちゆう躇ちよしているんですか。これもいいラノベを書くための取材です。それに、今回は私の作品のためだけじゃなく、お兄ちゃんのためでもあるんですからね？」

　そう、その涼花の言葉通り、俺達は登校の最中に取材をしようとしていたのだ。

　まあ以前にも、涼花がうちの高校に入学してきた頃ころに一度同じようなことをやった経験はあるんだけどな……。

　けど、他ほかの生徒の目があるし涼花はなにかと目立つしで、いろいろ危険だと（俺が）判断したため、それ以来封ふう印いんしてきた取材法だったんだ。

　それをもう一度やる羽目になった……。しかも今回は前と違って、俺にとってはものすごくハードルの高い取材になっていたりもする。……というのも、

「私は心の準備はできていますから。お、お兄ちゃんがどんなイチャイチャをしてこようと大だい丈じよう夫ぶですから！」

　うう、これだよ……！　よりにもよって、俺の方から涼花にイチャイチャイベントを仕し掛かけなくちゃいけないんだよ今回は！

　普ふ通つう、涼花の取材といったら、涼花自身が考えたイチャイチャイベントを俺相手に再現し、体験するといったものだった。つまり、俺にとって取材とは受動的なものだという認にん識しきだったわけだ。

　……だが、今は違う。俺自身が能動的に動いてイチャイチャイベントを起こさないといけない。しかも今までと決定的に違うのは、そのイチャイチャの内容さえも、俺自身がゼロから考えないといけないってことだ……！

「ちょっと待ってくれ。なにをどうすればいいかまだ考え中で……」

「そ、そんな時間をかけて考えるようなことじゃないでしょう？　思いついたイチャイチャアイデアをそのまま出せばいいんです。わ、私なんて、こうやって話している間にもすでに数十個はイチャイチャ案を思いついてますし」

　規格外のお前と一緒にしないでくださいますかね!?　ってか数十個って、マジで無数に思いつくんだな!?　改めてその才能に戦せん慄りつするわ……！

「は、早くしてください。グズグズしていたら登校時間が終わってしまいます」

　だが涼花は、そんなことはさも当然といった顔で、容よう赦しやなく急せかしてくる。

　無茶を言うなと返したいところだが、代理人として取材に付き合う義務がある以上、俺に拒きよ否ひ権けんなどない。それになにより、ここ最近俺の作品のためにずっと協力してもらってきただけに、その恩を返さないといけない。

　……うう、キツい。いろんな意味でキツいけど、やるしかない……！

　俺は覚かく悟ごを決めて、取材に集中しようとする。とはいえ、涼花みたいにすぐにイチャイチャのアイデアなんて思いつくはずもなく、

「え、えーと、手でもつなぐか」

　我ながら情けないが、とりあえず無難なことしか言えなかった。

「手をつなぐ、ですか……？　そんなのはイチャイチャ以前の行動だと思いますが」

　案の定、明らかに不満そうな顔になる涼花。

「で、でもまあ前準備としてはいいかもしれませんね。私もお兄ちゃんと手をつなぐのは好きですし──って、あ、あくまでも構図としてって意味ですよ？」

　しかし、なんだかんだ言いつつも俺のアイデアに一応付き合ってはくれるらしく、涼花はスッと手を俺の方へ伸のばした。俺は「ど、どうも」と謎なぞに感謝しながら、自分の手を近づけていく。……だが、

「…………っ!?」

　涼花の手に触ふれた瞬間、なぜか身体からだに電流が走ったかのような感覚に襲おそわれて、俺は反射的に自分の手をひっこめた。

　……な、なんだ今のは……!?

「？　どうしたんですか？」

　涼花がそんな俺を見て首を傾かしげる。

　いや、どうしたんだって疑問は、俺も同じだ。マジでどうしたんだ俺は？

　ってか、なんだか無む性しように恥はずかしい気分になってきたんだが……。変に胸がドキドキしてるし、顔がすごく熱くなってるのがわかるし、こっちを向いてる涼花の視線が直視できなくて、思わず目を逸そらしちまう。

　……お、おかしいな、今まで涼花と手をつないだことなんて何度もあるのに、なんか今日に限って妙みように意識してる自分が……。

「お兄ちゃん……？」

　そんな俺の様子を見て、涼花の声がますます訝いぶかしそうな気配を帯びる。俺の顔を覗のぞき込もうと近づいてくるが、俺はその度たびに顔を背そむけるしかなかった。

「な、なんなんですかその反応は──……はっ!?　ま、まさか……！」

　だが涼花は、突とつ如じよ何かに気がついたかのように目を見開く。

　ついでに、かああぁと顔が赤くなったかと思うと、なぜかモジモジし始めた。

「な、なるほど、そういうことなんですねお兄ちゃん」

「へ？　な、なにがだ？」

「今の反応はあれですよね？　妹と手をつなごうとしたけれど、その瞬間急に気恥ずかしくなって、思わず手を引いてしまったという感じなんですよね？」

「うえええええええええぇ!?」

　そして突とつ然ぜん図星を突つかれて、俺はメチャクチャ焦あせる。

　当の涼花の口からそんな恥ずかしすぎる指し摘てきをストレートにされて、俺はもうなんと言うか、穴があったら入ってそのまま死にたいくらいの羞しゆう恥ちに襲われた。

　や、ヤバい……！　リアル妹相手にドン引きレベルの指摘をされた……！　しかも、それが全くその通り過ぎて、言い訳の余地が全然ないところがさらにヤバすぎる……！

　それでも俺は弁解しようとするが、頭が真っ白になって言葉が出てこない。
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　なんとか「それは違ちがうんだ」と主張しようとしたが、無意味に両手をワタワタさせるばかりで、さらに焦ってしまう俺。

　涼花はそんな俺を眺ながめてクスリと笑い、ゆっくりと口を開く。きっと「お兄ちゃんはどうしようもない変態ですね」とか「気持ち悪いのでもう近づかないでもらえますか」とかいった追つい撃げきの言葉が飛び出してくると思い、俺は「……あ、これは人生終わったわ」と泣きそうになった──……のだが、

「お、お兄ちゃんもなかなか取材が上手うまくなってきたじゃないですか……」

「すいませんすいませ──……え？」

　なぜか謎の反応が返ってきて、俺は呆あつ気けにとられる。

「急だったので驚おどろきましたが、そういう感じの演技でいくというわけですね。とても新しん鮮せんで、そ、その、適切なキャラクターだと思います」

「キャラクターって……」

「お兄ちゃんは今回の取材に必要なキャラクターを自分で考えて、実じつ践せんしているわけですよね？　さ、さすがです。お兄ちゃんも確かに成長していますね」

「…………」

　とても満足気にうんうんと頷うなずいている涼花を眺めながら、俺は言葉を失ってしまった。

　……あ、これはあれだな。なんか勘かん違ちがいしてるな……。

　俺は取材だとか演技だとか全然考えてなかったわけだが、涼花はさっきの俺の反応をそういう感じで受け取ったらしい。助かったような、そうでもないような……。

「確かに、私達が取材しようとしている状じよう況きようでは、あからさまにイチャイチャするよりもああいう反応の方がリアルですね。勉強になりました。さすがお兄ちゃん、妹モノを書こうとしているだけはあります。えへへ……」

「いや、あの……」

　なんか一人で盛り上がっている涼花に声をかけようとするが、上じよう機き嫌げんな様子で身体をクネらせるばかりで全然聞いちゃいない。

「これなら今後の取材もきっと成功しますね。安心しました。さ、さあお兄ちゃん、その調子でドンドン取材を続けていきましょう」

　そして満面の笑えみを浮うかべる涼花に、俺はもう何も言えなかった。

　いや、誤解を正そうにも、俺自身に何が起こったのかをわかってないのだ。言うべきことが何もないと言った方が正しいのかもしれない。

　涼花はそんな俺の内心など知るはずもなく「つ、次は何ですか」と言いながら、再度俺に向けて手を伸ばす。俺は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、改めてその手をとった。

　今度はさっきみたいな変なことにはならず、恥ずかしさからまた少し顔が熱くなったくらいで、ちゃんと手を握にぎることができた。

　ひんやりとしているようで、でもすぐに温かさが伝わってくる、柔やわらかくて繊せん細さいな涼花の手の感かん触しよく。今までも取材を通じて何度か手をつないだことはあるけど、今はなんだか妙に涼花の存在を感じられる気がする。

　……って、いやいやいや！　なにをしれっと気持ち悪いことを考えてんだ……！

　俺はおかしな思考を振ふり払はらうため、ぶんぶんと頭を振る。そして、変に涼花を意識しちゃいけないと自分に言い聞かせながらも、そうもいかないこの状況に改めて頭を抱かかえる。

「えへへ……、つ、次はどんなことをしてくれるんでしょうか……！」

　涼花はのん気にそんなことを言ってくれているが、俺は既すでにいっぱいいっぱいだ。

　そして、どうしてこんなことになっているのか──その経けい緯いを、俺は半ばこの現実から逃とう避ひするように思い出すのだった……。




　　　　▼




「こ、今度は私の取材に協力してください!!」

　篠しの崎ざきさんからの電話があったあの晩。そう言いながら勢いよく部屋に入ってきた涼花に、俺は直前までの動どう揺ようもあって、ものすごくビックリした。

「な、なんだよいきなり!?」

　とはいうものの、涼花がどうしてやって来たかは大体予想はついてたんだ。

　というか、このタイミングならもう理由は一つしかないだろう。

「い、今さっき篠崎さんからのメールを拝見しました！」

　そう息せき切って続ける涼花に、俺は「やっぱり……」と呟つぶやく。

「メールには『さっき電話で話した件だが』とありましたので、お兄ちゃんはもう用件は当然知っていますよね!?　なら話は早いです！　早さつ速そく取材を──」

「ま、待て待て落ち着け！」

　ものすごく前のめりにまくし立ててきたので、俺は慌あわてて止める。

　……用件はわかってるけど、なんでこんなにテンションが高いのかはわからんぞ。

「その……、あれだろ？　次の巻辺りでストーリーに大きな進展をってやつだろ？」

「そ、そうです。エンディングへと向けたストーリーの流れを考えて、物語に山場を作るべきということですね。さすが篠崎さんは優ゆう秀しゆうなプロの編集者さんです。実に論理的かつ合理的な考えだと思います」

　それはその通りだと俺も思うよ。篠崎さんが優秀な編集者かどうかについては……とりあえず答えを保留させていただくとして、ストーリー展開に対する考え方に関しては、俺も何の異論もない。

　だが、涼花が興奮しているのはそれだけが理由ではなさそうで、さらに言葉に力を込こめながら続ける。

「しかも、素す晴ばらしいのはそれだけではありません！　その山場のアイデアとして『兄が妹を意識し始める』展開はどうかと提案してくれているところが、また最高に素晴らしいと思いませんか!?　……ああ、篠崎さんの編集者としての能力には本当に圧あつ倒とうされてしまいますね！　こんな適切なアイデアを何気なく提示するなんて……。あの慧けい眼がん、そして妹に対する理解……、なにをとっても理想の編集者と評価せざるを得ませんね！」

　べた褒ぼめじゃないっすか涼花さん……。

　お前がここまで他人をあからさまに賞賛するところなんて初めて見たぞ。

　……いやまあ、篠崎さんがラノベに関しては真ま面じ目めで優秀ってところに異論を唱えるつもりはないんだけどさ、なぜか前々から涼花の篠崎さん評には変なバイアスがかかってる気がするんだよな……。

「む、なんだか納なつ得とくしていないような表情ですね。いけませんよお兄ちゃん、編集者さんの能力を疑っては。作品というものは作家と編集者さんの二に人にん三さん脚きやくで作り上げていくものですからね。そういう意味では私は運がよかったです。篠崎さんのような、妹モノに理解の深い方と巡めぐり会えて……」

「そこまで!?」

　しみじみと言う涼花に、俺は思わずツッコむ。

　すると「なにを言ってるんですか。お兄ちゃんもプロ作家を目指すなら、編集者さんを見る目を養わないといけませんよ？」とたしなめられて、さらにショック。

　……アレで運のいい部類とか、なんだかプロラノベ作家を目指すのがちょっと怖こわくなってきたんだが……。

「……と、そんなことよりも取材ですお兄ちゃん！　こ、今度は私の方の取材に付き合ってください！」

　そうやって俺がゲンナリしていると、涼花は思い出したように話題を元に戻もどした。

　だが、俺はその言葉にギクリとする。

「そ、その取材ってのはやっぱ……？」

「も、ももももちろん『兄が妹を意識し始める』シーンの取材に決まってます！」

　涼花は顔を真っ赤にしながらも、謎に目を燃え上がらせながらそう答える。

　……う、ぐぐぐ、当たり前だけどそうなるよな……！

「こ、これは今までのイチャイチャイベントとは違って、今後のストーリー展開にもかかわる非常に重要な出来事ですから！　これまで以上に綿密に、濃のう密みつに！　取材をしなくてはいけません！」

　目だけじゃなく、オーラが見えそうなくらいやる気も燃やしている涼花。

　これまでも取材に関しては前のめりだったが、なんだか今回は意気込みが違う。ストーリーに大きくかかわることだけに、当然といえば当然なんだろうが。

「な、なのでお兄ちゃんにはこれまで以上に協力してもらわないと」

　そうなると、俺に取材の協力を申し出てくることもまた当然の流れだった。

　今までもずっとそうやって涼花はラノベを書いてきたわけだし、俺も代理人として、そして兄として、どうにかこうにか協力をしてきたわけだ。

　……だが、

「あー…………」

　俺の口から、なんとも言えない消極的な声が漏もれる。

　涼花の取材に（主に内容のハードさから）気乗りがしないのは、まあいつものことだ。

　それでも俺は毎回取材に付き合ってきたし、それが当然のことだと思っていた。いや、今でもそう思っている。

　それに、俺は直近まで涼花に俺自身の作品に関する取材をずっと付き合ってもらってきたわけだから、その恩返しのことを考えても、ここは即そく答とうで承しよう諾だくすべき場面だった。

　……けどな、今回ばかりはそういうわけにはいかない事情があるんだよ。

　その事情ってのは、言うまでもない、その取材の内容だ。

『兄が妹を意識し始める』シーン……だと!?

　……そんな、そんなヤバイ展開の取材なんて付き合えるわけないだろ!?

　ただでさえ最近、涼花を妙みように意識することが多くなってんだぞ俺は！

　い、いや、もちろんそれは変な意味なんてあるわけないんだけどさ……。とにかくそんな困った状態なのに、妹を意識するシーンの取材とかいうクリティカルな取材に付き合えるわけないだろ！　こっちはなんとか妹を意識しないようにしてるってのに、完全に真逆じゃねえかよ！

　……うん、ダメだ。どう考えてもマズイ。普ふ段だんのイチャイチャイベントの取材なんて比じゃないくらい、これはヤバイ匂においしかしない……！

「む、お兄ちゃん、なんですかその煮にえ切らない態度は」

　だが、涼花はそんな俺の葛かつ藤とうなんて知る由よしもなく、いつもみたいにすんなりと了りよう承しようされなかったことに不機嫌な表情を見せる。

　とはいえ、さすがに今回ばかりは首を縦には振れない。代理人としての役目とか、兄貴としての義務とか、そういったものを放ほうり出してでも抵てい抗こうしないといけない状況だ。

　……だが俺の妹さまは、納得のいかないことで「はいそーですか」と引き下がったりするような生なま易やさしい性格じゃないんだよな……。

「い、いや、実はだな……」

　なので、俺はなんとか涼花を納得させられるような説明をしなきゃいけない。

　涼花と論争なんて、字じ面づらだけでもう敗北が決定してるようなもんだが、それでもやらないといけないくらい、今の状況はマズイんだ。

「その……、俺って今、自分の作品に手間取ってるんだよ」

　俺は頭の中で言い訳を考えながら、慎しん重ちように口にしていく。

「大賞の応おう募ぼ締しめ切りまでにはまだ時間はあるけど、このままだと間に合うかどうか怪あやしいって感じでさ……」

「え、そうだったんですか？」

　道理で出来上がるのが遅おそいと思っていました……、と目を見開く涼花。

「そ、そうなんだよ。だからできれば今はそっちに集中したいかなって……。お前の方はまだ締め切りに余よ裕ゆうがあるみたいだし……」

「確かにまだ十分に余裕はありますが」

　……よ、よし、これはいい感じかもしれない。

　ウソはついてないし、これなら涼花に納得してもらえるかも……！

「だ、だろ？　俺が自分の作品に取り掛かかってる間、お前の方も今後のストーリー展開とかをじっくり考える時間がとれるしな。そうすれば、もしかしたらわざわざ取材をする必要もなくなるかもしれないし」

「あ、それはありません。取材は必ひつ須すです」

　真顔で即答する涼花。

　……うぐぐ、なんでお前はそんなに取材へのこだわりが強いんだよ……！

　い、いや、冷静になれ。取材を完全に中止することはできなくても、一時的に先延ばしにするだけで、とりあえずここはＯＫだ。その間に涼花の考えも変わるかもしれないし、俺の方も多少は落ち着くかもしれないしな。

「そ、そうか、でもさっき言った通り、俺の方は今自分の作品のことで手一いつ杯ぱいなんだよ。だから、取材の件は先延ばしにしてくれると助かるんだが」

　なので、俺はすぐさま時間稼かせぎをする方向に転てん換かんした。

　同時に、お願いをするといったニュアンスで涼花に話をしてみる。これなら優やさしい涼花のことだ。俺に気をつかって納得してくれるかもしれない。善意につけこむようなズルイやり方だが、こっちもなりふり構ってられない事情がある。

「……そうですか、お兄ちゃんも自分の作品に手間取っているんですね」

　すると思った通り、涼花はさっきまでの前のめりな姿勢をひっこめて、真面目な顔でなにやら考え込み始めた。

　こ、これは助かったか──……と一いつ瞬しゆん思ったんだが、

「では、なおさら取材は必須ですね」

「なんでそうなる!?」

　こんなことくらいで思い通りにいくほど俺の妹さまは甘いわけじゃないってことを、俺はすぐに思い知らされることになる。

　……って、いやいや、マジでなんでそうなるんだよ!?

　今までの話の流れ的にあり得ないだろそれは!?

　だが、啞あ然ぜんとする俺にかまわず、涼花は「いいですか？」と続ける。

「お兄ちゃんがどんな風に手間取っているのかは知りませんが、作品が上手うまく書けないというのはイメージができていないからではないかと、私は思うんです」

「そ、そう、なのかな……？」

「そうに違ちがいありません。明確に作品の内容をイメージできていれば、悩なやむ必要もなく自然と書けるはずなんです。少なくとも私はそうです」

「まあ確かに、これまではそんな感じで書いてたな、俺も……」

「でしょう？　なのに妹モノに限って上手く書けないと言うのは、妹モノのイメージがまだお兄ちゃんの中で明確になっていないからではないのですか？　これは全く由々しきことですよ！　どうなっているんですかお兄ちゃん！」

「急にキレられても!?」

「……こ、こほん、失礼しました。つい興奮して……。とにかくですね、お兄ちゃんが作品に苦労しているのはそういうことが原因だと思うんです。だからこそ、取材をすべきだと思うんですよ私は」

「ま、待て、なんかお前の言わんとしてることがわかってきた気がする……！」

「つまり、お兄ちゃんが私の取材に付き合ってくれれば、私も助かりますしお兄ちゃんのイメージ形成にも役に立つはずです！　まさに一石二鳥というわけです！」

「やっぱりかよ!?」

「しかも、今回の取材は妹を意識する兄です！　これはまさに妹モノにおける必須の要素ですから、きっとお兄ちゃんが自分の作品を書くための手助けにもなるはずです！　そ、そう思いませんか!?　思いますよね!?」

　瞳ひとみをこれ以上ないくらい輝かがやかせながら迫せまってくる涼花。

　ものすごい勢いで同意を求めてくるその姿勢に圧あつ倒とうされ、俺は何も言い返せない。

　涼花の熱弁におされて「も、もしかしたらそうかも……」と一瞬でも考えた時点で俺の負けは決定していたのだが、それ以上に、これほどまでにやる気満々の涼花を止めることなんて、そもそも俺には不可能だった。

　一度やると決めた取材は必ずやる──それが涼花の、永と遠わ野の誓ちかいの流りゆう儀ぎであることを、俺は改めて、そして最悪のタイミングで思い知らされたんだ。

「というわけで、お互たがいのためにも取材をしなくてはいけません！　早さつ速そく今から──と言いたいところですが、今日はもう遅いので明日からですね。いっぱい取材に付き合ってもらいますから、準備しておいてくださいねお兄ちゃん！」

　決定事じ項こうとしてそう告げる涼花に、俺はもはや反論する気力もなかった。

　……うう、元々俺が涼花を言いくるめるなんて無理だってわかっちゃいたけど、今回の取材はヤバすぎるだろ……。どうすりゃいいんだ……。

　俺がそんな感じでドーンと落ち込む一方、涼花は上じよう機き嫌げんで、

「こ、これは今までの取材で一番重要なものになりますね……！　しかも妹を意識する兄の取材なので、お兄ちゃんの方からイチャイチャイベントを起こしてもらわないといけません。今からどんなことをするか、その内容をしっかりと検討しておいてくださいね！」

　と、トンデモナイことをサラリと言い放っている。

　……しゅ、取材内容がそもそもヤバいってのに、そのうえ俺が内容を考える、だと？

　俺はいよいよ戦せん慄りつする。

　だが、本当にトンデモナイ宣言は、その直後にやってきたんだ……。




「で、では取材のテーマですけど……！　『兄が妹に恋こいをする瞬しゆん間かん』ということで、よろしくお願いしますね!!」




　　　　▼




「お兄ちゃん？　どうしたんですか、さっきからボーッとして」

「……いや、ちょっと思い出したくない辛つらい現実を思い出してて……」

　昨日の夜の出来事を頭に思い浮うかべながら、俺は改めて今自分が置かれている状じよう況きようの無茶苦茶さに頭痛を感じる。

『兄が妹に恋をする瞬間』……、それが今回の取材で俺に課されたテーマだ。

　もう字面からしてもあり得ないことだが、そんなテーマをさらに俺から能動的に演じろっていうんだから、ヒドいなんてレベルじゃない。

　いや、あくまで作品のための取材だってのはわかってるさ……。でも、だとしてもやっぱりあり得ないだろこんなの……。

　とはいえ、取材はこうして既すでに始まってしまっている。

　涼花の提案を昨日のうちに断り切れなかった時点で、俺はこの試練（というにはあまりにも厳しすぎる現実）をなんとか乗り切らないといけないんだ。

　……今までも無茶苦茶な取材は何度もあったけど、その都度なんとかのみ込んで……、のみ込めない内容も無理矢理のみ込んで……！　きたわけだが……！

　今回はハッキリ言ってこれまでの比じゃないくらいハードすぎる……！

　……とはいえ、こうなった以上はもう仕方がない。とにかく涼花のことを変に意識しないようにしながら、涼花が満足するような成果を出してさっさと突とつ破ぱするしかないんだ。

「冷静に、冷静にだ……。精神の均きん衡こうを保つんだ、俺……！」

「な、なにを一人でわけのわからないことをブツブツ呟つぶやいているんですかお兄ちゃんは。なんだか目が据すわってて、少し不気味なんですが……」

　……余計なお世話だ！　誰だれのせいでこんなことになってると思ってるんだよ！

「も、もう、ちゃんと取材に集中してください。そんなことでは雰ふん囲い気きが台無しになってしまうじゃないですか」

「雰囲気って──」

　と言いかけた時、キュッと俺の手を握にぎる力が強まって、その瞬間、自分が今どんな体勢なのかを思い出した。

　……あ、そ、そうだ。俺、涼花と手をつないでたんだった……。

　って、だから意識するなって！　兄妹きようだいが手をつなぐくらい自然だろ？　高校生にもなって通学路でやってるのは異常かもしれないけど、そこはこの際目をつぶるとして！

「そ、それで、次はどんな反応をしてくれるんですか？　いろいろ体験してみないと正確に描びよう写しやできませんから、どんどんお願いします。その……、お、おおおお兄ちゃんが私に恋する瞬間を、いっぱい見せてください……！」

「う、ぐ……！　お、俺とお前じゃなくて、兄と妹だろ……!?　そこんところの表現はもっと正確にだな……！」

「わ、私とお兄ちゃんも兄妹ですし、それに今はそういう設定なんですから間違っていないじゃないですか……！」

　いやいや、作中の兄妹とリアル俺達とは全くこれっぽっちも関係がないんだから、誤解を招くようなことは言わないでくださいますかね!?

「そ、そんなことより、ほら、どんどん私に恋しちゃってください……！」

　だが涼花はさらにトンデモナイことを言いながら、俺の手を握る力をまた少し強める。頰ほおを染めて、どこか拗すねたような、それでいて何かを期待するような目でこちらを見つめる涼花に、俺は慌あわてて視線を逸そらすしかない。

　……ああくそっ、だからこんな取材、どうすりゃいいんだよ……！

　と、そんな感じで俺がほとほと困り果てていた時だった。

「な、なにをしているんですか永なが見み先せん輩ぱい！」

「あらあら、今日も仲良し兄妹なのね」

　不意に背後から声をかけられ、俺達は反射的に振ふり向いた。すると、

「あ、楓かえでと琴こと美み？　おはようございます」

　そこには涼花の友人である二に階かい堂どうさんと椎しい名なさんが立っていて、二階堂さんは俺を鋭するどい眼光で睨にらみ、椎名さんは柔にゆう和わな笑えみを浮かべていた。

「お、おはよう二人とも」

「おはようございます先輩──……と、のん気に挨あい拶さつなど交かわしている場合ではありません！　な、なぜ先輩は涼花と手をつないだりしているんですか！」

　とりあえず涼花と同じように挨拶する俺。すると二階堂さんは一いつ旦たん礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げたが、またすぐに元に戻もどって、顔を赤くしながら激しく俺を糾きゆう弾だんしてきた。

「こ、こんな通学路の真ん中で見せつけるように涼花と手をつなぐなんて……！　涼花が変な誤解を受けたらどうするんです！　先輩はなにを考えているんですか！」

「あ、いや、これは、その、ごめんなさい!?」

　その勢いが激しくて、俺は思わず謝罪しつつ涼花の手を離はなす。

　それでもまだ「む～～～……！」と警けい戒かいするように俺を睨んでいる二階堂さん。

　そんな彼女を、椎名さんは隣となりで「あらあら」と楽しそうに眺ながめている。

「落ち着いて楓。涼ちゃんのお兄さんは、ただ涼ちゃんととっても仲良しなだけよ」

「な、仲がいいのは結構なことだが、こんなところで手をつなぐなんてやりすぎだ。そんな破は廉れん恥ちな真ま似ねを堂々と……！　永見先輩はいつか涼花に手を出すんじゃないかと、私は心配しているんだ……！」

　……おいおい、なんつー心配を勝手にしてくれてるんですかねこの子は……。

　とはいえ、今やってる取材も含ふくめ、今まで俺が二階堂さんの前で見せてきた姿を思い返すと、その懸け念ねんももっともだと言えてしまうのが悲しいところだ。

　ただでさえ二階堂さんは真ま面じ目めで潔けつ癖ぺきな性格だし、そのうえ涼花のことを友人として大切に──それこそものすごく大切に思ってくれてるみたいだからな。そういうところは涼花の兄貴として、すごくありがたい。

「……くっ、そうなる前に永見先輩の欲よく望ぼうをなんとかしないといけない……！　やはりここは私が身を挺ていするしかないのか……!?　しかし、涼花のためならば、私の身体からだが先輩の欲望に汚けがされたとしても満足だ……！」

　……ま、まあ、ちょっとアレなところはあるけど、その友情は本物だからな。うん。

　そうやって二階堂さんが一人で勝手に盛り上がっているのを眺めていると、

「すいません涼ちゃんのお兄さん。楓は少し思い込みの激しい性格だから」

　椎名さんが、やっぱりいつも通りの笑顔のまま、俺に話しかけてきた。

「いやまあ、それは知ってるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「私は涼ちゃんとお兄さんがどれだけ仲良しでも安心してますよ。手をつなごうが腕うでを組もうが抱だき合っていようが、全然気にしませんから。うふふ」

「ああ、そりゃどうも──…………うん？」

　……なんか今、サラッとトンデモナイことを言われたような……？

　だが俺が聞きなおそうとしても、椎名さんは「うふふ」と柔和な笑みを浮かべるばかりだ。な、なんか底知れない気配のようなものを感じるんだが、気のせいだよな……？

「むぅ……」

　とその時、涼花は俺の服の裾すそをクイクイと引っ張ってきた。

　しかもなんだか不機嫌顔で、俺を上うわ目め遣づかいで睨んでくる。

「……な、なん、でしょう？」

　俺は二人に聞こえないように小声で訊たずねる。なぜか敬語になってるが、涼花の雰囲気に怯ひるんだとかそういう事実はいっさいその通りです、はい。

「……どうして手を離したんですか……。せっかくいい雰囲気──ではなく……！　そ、その、取材中だったのに……！」

「……いや、どうしてって、そりゃお前。二人がいるのにあのままなのはさすがにマズイだろ。変に誤解されでもしたら」

「……そ、それはそうかもしれませんけれど。で、でも、だからといって取材を中止するわけにはいきませんよ」

「……え？　ま、待て、まさかこの状況で続けろと？」

　俺が愕がく然ぜんとして訊きき返すと、涼花はさも当然と言わんばかりに頷うなずく。

「……いやいや、二階堂さん達もいるのに、取材なんてできるわけないだろ……！　ただでさえ通学路で人目もあるのに堂々とイチャイチャなんて……！」

「……わ、私はそれでも全然かまいませんけど？　そ、その、それだけの意気込みで取材に挑いどんでいるという意味でですね？」

　……ま、マジすか。さすがにその意気込みは真似できそうにない。

「……とはいえ、お兄ちゃんの言っていることもわかります。恥はずかしいですし、ＴＰＯは弁わきまえる必要があります。ですが、この場合は問題はないでしょう」

「……どういうことだ？」

「……思い出してください。今回の取材テーマは、お兄ちゃんが妹に恋する瞬間です。恋が燃え上がってたくさんイチャイチャするシーンも、いつか……！　必ず……！　取材しようとは思いますが……！　こ、今回はまだその段階の取材ではありません」

「……んん？」

　俺は涼花が何を言おうとしているか見当がつかず、首を傾かしげる。

「……つまりですね、今取材するべきは恋の始まりのシーンですから、必然的にイチャイチャもいつもより控ひかえ目なんです。も、もちろん当初から激しい愛情表現をする兄であっても私は、そ、その、作品的に？　大だい歓かん迎げいですけど？　……と、とにかくそういうわけですから、普ふ段だんのように目立つイチャイチャをしなくてもいいというわけです」

　……おお、あの取材となると徹てつ底てい的にしないと気が済まない涼花の口から、まさかそんな言葉が出てくるとは。けれど涼花は「ただし」と続けて、

「……い、イチャイチャが控え目なのは、お兄ちゃんが妹への恋こいに目覚めたばかりだからです。その代わりに、お兄ちゃんは妹への溢あふれんばかりの恋心を、あからさまなイチャイチャとは違ちがう別の形で表現する必要があります」

「……別の形、とは？」

「……それを考えるのが、お兄ちゃんの役目じゃないですか」

　今回の取材はそういう方式なんですから、と続ける涼花に、俺は言葉に詰つまる。

　……た、確かにそういう話だったけど、それっていつもの取材と比べて明らかに難易度が高くないか？

　いつもみたいにあからさまなイチャイチャをしなくてもいいと言われた時は、ホッと胸をなで下ろしたわけだが、よくよく話を聞いてみると、とてもじゃないが安あん堵どできるような状じよう況きようじゃない。

　なにせ、兄が妹に恋するってのがテーマだ。そういう状況の兄を、俺自身が考えた形で演じないといけないっていうんだから──……キツいってレベルじゃないぞ……！

「……なにを躊ちゆう躇ちよしているんですか。わ、私はとっくに心の準備はできていますから、どうぞ思う存分、妹に恋した兄を表現しちゃってください……！」

「……ま、待ってくれ。いきなりそう言われても、どうすりゃいいのか……」

「……キャラクターになりきるだけです。いつもとやってることと同じです。今までだってお兄ちゃんは、妹が大好きな永遠野誓というキャラを演じてきたじゃないですか。そのおかげで今や立派な妹好きになって……、えへへ……」

　おかげじゃないからな!?　と、全力で否定したいところだが、最近の俺のシスコンぶりを鑑かんがみると、何も言い返すことができないのだった。くそぅ……。

「……はっ!?　と、とにかくですね、いつもと同じように、お兄ちゃんはキャラクターを演じればいいんです。い、妹に恋する兄のキャラを」

「……簡単に言ってくれるけどな」

「……がんばってください。これはお兄ちゃんのためでもあるんですよ。そういうキャラクターになるきることができれば、きっと妹モノ作品を書く手助けに──……その、たぶん、おそらく？　な、なると思いますし……！」

　顔を真っ赤にして、なぜか気まずそうに視線を逸らしながら言う涼花だったが、俺はそれを聞いて「ううん……」と考え込んでしまった。

　涼花の言う通りなのかもしれない、と思ったからだ。

　俺が妹モノにてこずってるのも、リアル妹がいることによる心理的ブレーキが働いているのかもしれない。だとしたら、ここでそういうキャラを演じて壁かべを乗り越こえれば、もしかしたら書けるようになるかも……。ほら、ブレイクスルー的な意味で。

　我ながら藁わらにもすがるような考え方だが、実際に藁にもすがりたいような状況なんだから仕方ない。

　……それに、そもそもこれは涼花の取材なわけで、どんな無茶な内容でも代理人として協力しないといけないんだから、この際涼花の──永遠野誓の言葉を信じてやってみるしかないと、俺は覚かく悟ごを決めるのだった。

　ただし、一つだけ気をつけないといけないことがある。

　それは、決して涼花を変に意識したりしないことだ。

　妹に恋するのはそういうキャラを演じるだけ。これは取材なんだから、いつも通り、おかしな意味なんて何もない──

　俺は自分にそう言い聞かせながら、なんとか気持ちを切り替かえる。

　……まあ切り替えたところで、妹に恋する兄貴なんてあり得ない人物像をどう演じて、しかもどう表現すればいいのかなんて、全然思いつかないんだけどな？

「えーと……」

「……どうしたんですか？　い、いつでもどうぞ」

「……いや、そんな身構えられてもだな……。何も思いつかなくて……」

「……特別なことは考えなくても大丈夫です。この何気ない状況で、妹に恋するお兄ちゃんの反応を味わいた──い、いえ、取材するだけなんですから。キャラクターになりきって、考えたことをそのまま実行してくれればいいんですよ。な、なにせ妹に恋してるお兄ちゃんなわけですから、どんなイチャイチャになるのか……、えへへへへ……」

　取材時によくある、ちょっとバグったような感じになる涼花。

　キャラになりきって……か。確かにそれはこれまでの取材と変わらないやり方だけど、今回はそのキャラがキャラだからなぁ……。

　……いや、やると決めたからにはやるしかない。……俺は妹に恋をしている兄貴だ。リアルでは絶対にそんなことはあり得ないけど、今はなりきるしかない……！

「ところで涼花」

「あ、はい、なんですか楓」

　そんなことを考えていると、二階堂さんが振ふり返って涼花に声をかけた。

　涼花は俺との密談を切り上げて、半歩前に出て二階堂さんと椎名さんの間に入り、そのままゆっくり歩きながら話を始めた。

　俺はそんな涼花の後ろ姿を何気なく眺める。

　友人達と楽しそうに談だん笑しようしている涼花だが、チラチラとこちらに視線を送っては、早くしてくださいと無言のメッセージを投げかけてくる。

　俺はそのプレッシャーに急せかされるように、なんとかこの場で涼花が満足するような取材内容を考えるが、頭は空回りするばかりで何も浮うかんでこなかった。

　……だあぁ！　永遠野誓も大たい概がいだったけど、やっぱこんなあり得ないキャラなんて演じられるわけないだろ……！

　そうやって俺が頭を抱かかえていると、いつの間にか周囲に同じ高校の生徒達が増えてきているのに気がついた。学校が近いので、みんな集まってきているのだろう。その中で一年生と思おぼしき生徒が、次々と涼花に挨あい拶さつをしてくる。相変わらずの人気っぷりだ。

　涼花に声をかける生徒はほとんどが女子だが、中にはクラスメートらしき男子も挨拶をしてきた。涼花は男女の隔へだてなく、柔にゆう和わな笑えみを浮かべながら話しかけてきた全員と挨拶を交かわしていた。

　それはほぼ毎日繰くり返されているおなじみの光景だったが、俺はふと、こういう時、妹に恋をしている兄貴だったらどういう行動をとるだろうと考えた。

　そして、

「え……？」

　気がついたら俺は、涼花の肩かたを抱だいてグイッと自分の方へと引き寄せていた。

　涼花は最初、何が起こったのかわからないと言った様子でキョトンとしていたが、やがて俺を見上げると、真っ赤になって慌あわて始めた。

「ええええええ!?　な、ななな、何を急に!?」

「わ、悪い!?」

　一方、当の俺もまた自分の行動に慌てまくっていた。自分でやっておいてなんで焦あせってるんだって思われるかもしれないが、俺だってわからないんだから仕方ないだろ!?

　……その、俺はただキャラになりきって、こういう時にどういう行動を起こすかって考えてただけなんだ！　そしたら、気づいたらこうしてて……。つ、つまりは取材に集中してた結果ってことなんだ！　たぶん！　うん！

「きゅ、急に肩を……！　し、しかもあんなに強い力で……！」

「な、永見先せん輩ぱい！　いきなり涼花に何をするんですか！」

　涼花がワタワタしている横で、二階堂さんが真っ赤な顔をして俺を糾きゆう弾だんする。

「ち、違うんだ！　今のはその……っ、う、後ろから車が迫せまってるような気配がして、身体からだが勝手に動いたんだよ！」

「車どころか自転車も来ていませんけど!?」
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「い、いや、確かに背後からなにか危険を感じたんだよ！　その、なんというか……、そう、殺気のようなものを！」

「なっ!?　私でも到とう達たつしていない境地に永見先輩が──……って、そんな言い訳を信じられるわけがないでしょう!?　また涼花相手に不ふ埒らちなことを考えていたんですね!?」

　適当な言い訳をしたら、あっという間に見破られた。

　……けど、別に不埒なことなんて考えてないからな!?　不埒なのは取材のテーマそのものであって、そこは設定した涼花に文句を言ってくれよマジで！

「永見先輩が涼花を手て籠ごめにしようとしているのではと思っていましたが、懸け念ねんは現実だったとは……！　くっ、こうなったらやはり、私が身を挺ていするしかないのか……！　な、永見先輩、先輩の欲よく望ぼうは私が受け止めますから、どうか涼花だけには手を出さないでいただけないでしょうか……！」

「手籠めにしようとなんてしないし、二階堂さんが身を挺する必要もないし、俺には受け止めてもらわないといけない欲望もないんですけど!?」

　自分の身体を抱きながらぷるぷると涙なみだ目めで俺を睨にらむ二階堂さん。その表情は屈くつ辱じよくに震ふるえているが、どこかうれしそうにも見えるのはきっと俺の気のせいだよな!?

「お、お兄ちゃん、楓に何をするつもりですか!?」

「何もするつもりなんてないのは今の会話からも明らかですよねぇ!?」

　そして今度は涼花が猛もう然ぜんとくってかかってくるが、誰だれのせいだ誰の！

「……取材の結果こうなってるんだから、お前が二階堂さんをなだめてくれよ……！」

　俺が小声で涼花に呟つぶやくと、涼花は「はっ!?」と我に返り、

「……そ、そうでしたね。やはりさっきのは取材でしたか……。あ、あれですね、自分以外の人を相手にしている妹が急に恋しくなって、思わず肩を抱きしめてしまった兄といった感じだったんですよね？　な、なかなか素す晴ばらしいじゃないですか……！」

　やめて！　冷静に論評しないで！　クソ恥はずかしくて舌を嚙かみたくなる！

　もちろん俺はそんなつもりでやったわけじゃない。ただ、キャラになりきってこの状況を考えていたら、自然とそうなっていたってだけだ。

　そういう意味では涼花の分ぶん析せきした心理も間ま違ちがっちゃいないのかもしれないが、もちろんそれはキャラの心理であって、俺自身とは何の関係もないことをここに改めて宣言しておきたい。マジで。

「……今までにないくらい自然な演技でしたよお兄ちゃん。その後すぐに慌てて離はなれたところといい、ついやってしまったという感じが出ていて、普ふ通つうにイチャイチャするのとはまた違った新しん鮮せんさがありました。いつも以上にキャラクターになりきれていると思いますよお兄ちゃんは……！」

　涼花は珍めずらしく俺を全面的に褒ほめてくれたが、全然うれしくないっす。

「……あえてイチャイチャ成分を薄うすくして、その裏にある感情を読み取る。そういう精神的イチャイチャもあるんですね。なんだか新たな世界が広がったような気分です……」

「……い、いや、別に裏になにか込こめたつもりはないんだが、参考になったようならよかったんじゃないか……。それより、二階堂さんをだな……」

「……あ、そ、そうでしたね。こほん……、大だい丈じよう夫ぶですよ楓。これはあくまでもお兄ちゃんへの協力の一いつ環かんで、私達が仲良し兄妹きようだいなのは事実ですが、その、心配してもらうようなことではありませんから」

「……大丈夫だ涼花。私は涼花のためなら、たとえ永見先輩なしでは生きられないくらいこの身を汚けがされようとも耐たえられるから……！」

「人の話を聞いてますか!?」

　俺は賑にぎやかな二人を眺ながめながら、先ほどの自分の行動を思い返していた。

　あれは涼花も言った通り、キャラになりきってのものだ。今までも似たようなことを散々やって来たから感かん触しよくでわかる。

　……ただ、今までと少しだけ違うのは、行動が本当に無意識のうちに出たってことだ。それこそ、ただただ自然に身体が動いたんだ。

　これは、今までの取材の結果、俺のキャラになりきる能力が進化したってことなんだろうか？　それとももっと違った理由が──

　……いや、それ以外にあるはずがない。キャラをより自然に演じられるようになったっていうなら、ラノベ作家を目指す者として万ばん々ばん歳ざいだ。それでいいじゃないか。

　俺は軽く頭を振って、変な思考を追い出す。

　そして、涼花の作品のため、そして俺が妹モノを書けるようになるために、取材に集中しないといけないと改めて自分に言い聞かせる。集中しないと、妹に恋こいする兄貴なんてあり得ないキャラを演じることなんて、できないんだから。

「うふふ」

「……椎名さん？」

　そんなことを考えていると、いつの間にか隣となりに来ていた椎名さんが、涼花と二階堂さんが話しているのを眺めながら、楽しそうに笑っていた。

「二人とも、とっても元気ですね」

「元気すぎて、ちょっとついていけない時があるけどね……」

「でも、涼ちゃんはお兄さんと一いつ緒しよにいる時が一番元気なんですよ？」

「え？」

「涼ちゃんは本当にお兄さんのことが好きなんですね。それに、お兄さんも涼ちゃんのことをとっても大切にしてるのがわかります」

　椎名さんはいつも通りの微笑ほほえみを浮かべながら「羨うらやましいです」と続ける。

「涼ちゃんの言う通り、二人は本当に仲良し兄妹なんですね」

　そしてそう言うと、とことこと二人の方に近づいて行って会話に加わる椎名さん。

　一人残された俺は、椎名さんの言葉を思い返す。

　……仲良し兄妹、ね。

　涼花が俺のことを好きってのは単純な誤解だし、仲良しに見えるのもただ単に取材中だからってだけだよ。まあ、もう昔みたいに仲が悪い兄妹じゃないってのは事実だけどな。

　けど、一つだけ確かなのは、俺が涼花を大切にしてるってところだ。

　それは、妹なんだから当たり前のこと。それ以外の意味合いなんてない。そのはずなのに、なぜかその言葉が頭の中でグルグル回る。

　……ああ、くそ、またなんかおかしなことを考えてるな、俺。

　俺は小さくため息を吐ついて気を取り直す。

　涼花のことを決して意識しないようにしようと改めて考えながら、なんとか今日一日の取材を乗り切らないといけないと、心を切り替かえるのだった。




　　　　★




「えへへ、えへへへへ……」

　…………はっ!?　い、いけません、気を抜ぬくとすぐにだらしない笑みがこぼれてしまいますね。

　気を引き締しめないと、と考える私ですが、また気がつくとえへえへと口から漏もれてしまっていることに気づきます。

　我ながらどうしようもないと思います。ですが、これには深い事情があるんです。いうなれば不ふ可か抗こう力りよくというものなんですよ。

　……その理由とは──……今回の取材が想定していたよりもはるかに素晴らしいものだったということです！

　兄が妹に恋する瞬しゆん間かん。

　これはもう、テーマの時点から素晴らしいことはわかっていたのですが、実際に取材をしてみると想像の遥はるか上をいっていました。

　実は当初は懸念していたこともあったんです。テーマは最高でも、そのテーマ故ゆえに肝かん心じんのイチャイチャが少なくなってしまうのではないかと。

　……しかし、それは杞き憂ゆうでした。

　確かにイチャイチャそのものは明らかに弱めになりました。テーマがテーマだけに、そういったことはやりづらいからです。

　今までみたいに、お兄ちゃんの膝ひざの上に座ってくんかくんかされたり、お兄ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入ってチョコのついた指をなめてもらったり、お兄ちゃんの優やさしいにおいに包まれながら一緒に寝ねたりといった（……ううう、思い出しただけでも恥ずかしさとうれしさで顔が熱くなってきます……）あからさまなイチャイチャができるような場面ではありません。

　だから当初は少し心配していたのですが、実際に取材が始まると、その心配はすぐに消えてなくなりました。

　というのも……、お兄ちゃんが妹に恋をしているという前提条件が、全すべての行動をイチャイチャに変えてくれるとわかったからです！

　これは、私は人類史上もっとも偉い大だいな発見ではないかと思います！　ノーベル賞にお兄ちゃん部門があれば、間違いなく私が受賞するであろう事実です！　それほどまでに、私にとっては衝しよう撃げき的だったんです！

　……はぁはぁ、失礼しました。ですが今回ばかりは、少々取り乱すのも許していただきたいです。いまだに興奮が冷めないので……。

　とにかく、私は今回の取材で、イチャイチャの濃のう度ど以外にも重要な要素があるということを学びました。具体的に例を挙げてみましょう。

　たとえば先ほどの登校時、お兄ちゃんは私と手をつなごうとして、一度慌あわててやめてしまいましたね？　そして気まずい空気が流れました。これは、一見取材としては失敗だと思われたのですが、実は違ったのです。

　事実だけを見ればその通りでしょう。ですが、ここで前提条件を思い出してください。

　そう、その時のお兄ちゃんは私に恋をしている兄なのです。その前提で先ほどの事実を眺めてみると、全く違う風景になるのがわかるのではないでしょうか。

　つまり、お兄ちゃんは私に恋こい焦こがれるあまり思わず手をつなぎたくなったのですが、私の手に触ふれた瞬間、恋心からくる恥ずかしさで思わず身を引いてしまったんです！

　そして、そのことに自ら気づいて、恥ずかしさのあまり黙だまってしまいます。心の中では愛いとしの妹に変な風に思われていないかと心配しながら、それでもやっぱり手をつなぎたいという想おもいは消えず、チラチラと私の方に視線を向けるのです！

　私は、以上のことをお兄ちゃんの演技から素早く感じ取りました。

　そして、その時の私に芽生えた感情は、まさしく次の通りです。




　──萌もえ。




　そう「萌え」です……。

　実は私は長らく、この「萌え」という感情が理解できずにいました。

　ラノベ作家になり、お兄ちゃんからオタク文化についていろいろと教えてもらった時、この「萌え」についても一通りレクチャーは受けたのです。ですが、その時は残念ながら理解するまでには至りませんでした。

　お兄ちゃんは、萌えとは好きと言う感情の一種で、もっとこう、居ても立っても居られないような、激しいとはまた違った込み上げてくるようなものだと説明していました。

　私は最初、それは私がお兄ちゃんに抱いだく気持ちのようなものかと思っていたのですが、どうも少し違うようでした。ですが、どこが違うのかはよくわからず、私は萌えについて理解しないまま、今まで生きてきたのです。

　……ですが、その特とく殊しゆな感情について、私は今日理解しました。

　好きの一種でありながら、好きとはまた違った身体からだの中から込み上げてくる、それこそ身み悶もだえするような感情……！　お兄ちゃんのあの反応を見て、思わず「可愛かわいい……！」と思ってしまったあの瞬間……！

　そう、あれこそが「萌え」だったんですね!!

　……ああ、なんという、素す晴ばらしい発見でしょうか……。

　私はお兄ちゃんのことが大好きで、この世界で一番好きで、もう言葉に言い表せないほど好きで、将来の夢はもちろんお兄ちゃんのお嫁よめさんというくらい好きで、完全無欠にお兄ちゃんのことが好きなんですが──……とはいえ残念ながら、今までお兄ちゃんに対して萌えという感情を覚えたことはありませんでした。

　……ですが、今日からは違います。

　私はお兄ちゃんに萌えるということを覚えました！　妹への想いをひた隠かくしにしつつ、それでもダダ漏れというお兄ちゃんの演技に、私は確かに「萌え」を覚えたのです！

　お兄ちゃんは今まで妹萌えという言葉をよく口にしていましたが、それはつまり妹に対してこのような胸がキュンキュンする感情を覚えていたということなんですね。非常に素晴らしいと思います！

　そして、私のこの感情は、同じような表現をするならば「お兄ちゃん萌え」ということになります。お兄ちゃん萌え……、実に心ここ地ちいい響ひびきですね……！

　私はお兄ちゃんへの想いの新たな側面を発見したことに、有う頂ちよう天てんになります。

　……けれど、実は喜んでばかりもいられない事情があるんです。

「涼花さん、なんだか今日はえらくご機き嫌げんね……」

「……え？　そ、そんなことはありませんよ？」

　私はその声に、思考の世界から現実へと引き戻もどされます。

　見ると、氷ひ室むろさんがサンドイッチを食べながら、訝いぶかしそうな視線を私に向けているところでした。私は取り繕つくろうように、自分のお弁当へとお箸はしを伸のばします。

　今は昼休み。私はお兄ちゃんと氷室さん、それに楓と琴美というメンバーで昼食を取っているところでした。

「そうですよ氷室先せん輩ぱい。涼花の機嫌がいいはずがありません。落ち着きがないのは、永見先輩の取材に付き合わされて動転しているだけです」

「うふふ、でも決して嫌いやじゃないからお兄さんに協力してあげてるのよね、涼ちゃんは」

　氷室さんの言葉に楓は憮ぶ然ぜんとして、琴美はどこか楽しそうに続きます。

　二人が何の話をしているかというと、私とお兄ちゃんの取材についてです。

　二人には、お兄ちゃんがラノベ作家で私がその作品を書くために取材という形で協力していることを既すでに説明してあります。なので今朝の登校時のこともその一いつ環かんだという話をして納なつ得とくしてもらっています。

　楓はそのことでお兄ちゃんを思いっきり睨にらんでますけど……。とはいえ、それは私のことを心配してくれているだけで、取材に関しては理解してくれています。たぶん……。

「あ、あんたまた涼花さん相手に取材してたわけ？　しかも学校でとか、なに考えてんのよ！　常識ってものがないの!?」

「ストーカーに常識を語られたくないんだが!?」

「く……っ！　常識にとらわれていてはいいラノベは書けないってわけ……!?　やっぱり永遠野誓のやり方は伊達だてじゃないわね……！」

「勝手に納得するんなら、最初から非難してくるなよ！」

「そ、それとこれとは別問題なの！」

　猛もう然ぜんとお兄ちゃんに詰つめ寄る氷室さん。

　もちろん氷室さんは前々から取材の件を知っていますから、こういう話をしても問題はありません。とはいえ最近は、氷室さんも自らの作品のためだと称しようしてお兄ちゃん相手に取材しようとすることがあるので油断ならないのですが……。

　それはさておき、喜んでいられない事情とは、まさにその取材のことです。

　と言っても、取材が上手うまくいかなくて困っているとかそういう話ではなく、むしろその逆で、上手くいきすぎたことに少々困っているのです。

　さっきも言いましたが、妹に恋こいする兄というテーマは素晴らしいものでした。

　お兄ちゃん萌えにも目覚めることができ、今朝のお兄ちゃんの姿を思い浮うかべるだけで胸がキュンキュンと甘くなって、氷室さんにすぐに見破られてしまうほど、表情もだらしなくとけてしまいます。

　……そして、それこそが問題なのです。

　そう、あまりにも刺し激げきが強すぎて、私の精神がもたないのです！

　今までも取材中に混乱するくらい強い刺激に見み舞まわれたことはありますが、今回はそれがずっと収まらないといいますか、今朝のことを思い出すだけでそんな状態になってしまうのです！　こんな経験は初めてのことです……！

　客観的に見ると、今朝のあれなんてイチャイチャ度はそんなに高くない行こう為いです。

　しかも、結局失敗までしています。これまで何度も取材をして、日ひ頃ごろからお兄ちゃんとのイチャイチャ妄もう想そうを欠かさない私にとっては、あんなくらいはなんでもないことのはずなんです。

　……ですが、やっぱりダメです！　たとえイチャイチャ度の低い行為でも、その裏に、お兄ちゃんの私への恋心が潜ひそんでいるのかと想像すると、もうそれだけで、えへ、えへへ、えへへへへへへへへ……！　と、こんな感じでどうしようもなくなってしまうんです。

　まさか、このシチュエーションがここまで刺激が強いとは思いませんでした……。

　今いま更さらながらに、お兄ちゃんとのイチャイチャには果てがないのだと思い知らされた気分になります。

　素晴らしいから何度でも味わいたいけれど、でも何度もされると私の精神がもたないというジレンマに襲おそわれる私。喜んでばかりいられないというのも、ご理解いただけたでしょうか？

　とはいえ、ではどうするのかを決めないといけません。

　このテーマでの取材を中止する？

　……いえいえいえ、いえいえいえいえいえ！　それだけは絶対にあり得ません！　こんな素晴らしいイチャイチャを中止なんて、妹の風上にも置けない判断です！

　……で、ですが、かといってこのまま続行も残念ながら不可能です。

　胸がキュンキュンしすぎて気絶なんてことになってしまってはいけません。

　……それはそれで経験してみてもいいかなと一いつ瞬しゆん思ったりしましたが、やはりそんなはしたない姿をお兄ちゃんの前で晒さらすわけにはいきませんからね。

　では、どうするか？

　私の出した答えは簡単かつ合理的なものです。

　このテーマでの取材は、用法用量を守って正しく行う！　これです！

　一日に一度か二度ほど取材するにとどめておき、徐じよ々じよに慣れていくことにします。

　こういうことは焦あせってはいけません。それに長く続ける方がいっぱい幸せな気分に──って違ちがいます！　そ、そういう邪よこしまなことは考えていません。あくまでも作品を書くために必要な行為であって、あのその、役得とかはちょっとしか考えてませんから！

　……こ、こほん。さて、そうと決めた以上は、今日はもうこのテーマでの取材はできません。残念ではありますが、後は家に帰って何度も何度も思い返して、お兄ちゃんノートにも克こく明めいに記録して楽しむくらいにしておきます。

　なので、これから行うのは通常の取材です。

　……え？　今日はもう取材しないんじゃなかったか、ですか？

　いえ、だからそれは妹に恋をするお兄ちゃんというテーマの取材です。

　普ふ通つうのイチャイチャイベントの取材は、もちろんやりますよ？　当たり前じゃないですか。せっかくお兄ちゃんとイチャイチャできるチャンスを、そう簡単に手放すわけにはいきません！

　ちなみにこのことは既にお兄ちゃんに伝えてあります。

　その時のお兄ちゃんの表情は、一瞬ホッとしたけれどすぐにゲンナリしたような変化を見せましたが、あれはどういう意味なのでしょうか？　よくわかりませんね。

「……お兄ちゃん、そろそろ始めますよ」

「……う、マジでやるのか」

　私が小声で話しかけると、お兄ちゃんは泣きそうな顔になります。

　今からする取材は『学校のお昼休みにお弁当を食べながらのイチャイチャ』です。

　これまではお兄ちゃんの意向で学校での取材はなるべくやらないようにしてきましたが、既にお兄ちゃんの妹好きは校内に知れ渡わたってますし、今は楓や琴美も取材について理解してくれているので、問題はありません。

　次の巻を書くために必要なことですからね。お兄ちゃんにも納得してもらいましたし、これで今までみたいに隠れることなく堂々とイチャイチャできるというわけです！

「む、なにコソコソ涼花さんと話してるのよ祐ゆう」

　その時、氷室さんが耳ざとく間に入ってきました。

「あ、い、いや、その、ちょっと取材についての打ち合わせを……」

「取材!?　ま、まさか今から取材するってこと!?」

「そうなんですよ氷室さん。次の巻で書く予定のシーンを取材しないといけないと、お兄ちゃんから言われまして」

　ですよねお兄ちゃん？　と続けると、お兄ちゃんは「あ、ああ……」と頷うなずいてなぜか肩かたを落とします。……もう、気を抜ぬくとすぐに永遠野誓の演技を忘れるんですから。もっと妹との取材を喜んでほしいですね。

「むむぅ……。それで、どんな取材をするっていうのよ」

「そ、それは、私がお兄ちゃんにお弁当を食べさせてあげる取材です。私は全く気が進まないのですが、こ、これもお兄ちゃんの作品のため、妹の義務です」

　私がそう答えると、氷室さんは「あんたねぇ！　どこまで自分の欲よく望ぼうに忠実なのよ！」と非難し、楓は「た、食べさせ……!?　そ、そそそそんな破は廉れん恥ちな……！」と顔を真っ赤にし、琴美は「うふふ、ラブラブね」と楽しそうに笑います。

「し、仕方ないだろ、作品を書くために必要な取材なんだからさ！」

　お兄ちゃんは開き直ったような感じでそう言ってますが、どこか恨うらみがましい視線を私に送ってきます。私はそっと顔を逸そらします。

　と、とりあえず、早さつ速そく取材といきましょう。えへへ……。

　氷室さんが「むうう……」と唸うなり、楓が「ふーふー」と鼻息を荒あらくする中、私はお兄ちゃんのお弁当箱を引き寄せます。

　その中から適当なおかずを選んで「あーん」とするわけです。えへへ、別に周囲に見せつけるわけではありませんが、これでますます私とお兄ちゃんの仲が公こう認にんされることになりますね……！

　そんなことを考えてえへえへとお箸を伸ばそうとした時でした。

「……待って」

　不意に、氷室さんが真ま面じ目めな顔で制止してきました。

　こんな真しん剣けんな表情の氷室さんを見るのは初めてで、私は戸と惑まどいます。

「な、なんでしょう」

　私は気け圧おされて、思わず手を止めてしまいます。そうして氷室さんの次の言葉を待ったのですが、間もなくその顔が真っ赤に染まったかと思うと、

「そ、その取材、私がやるから」

「…………え？」

　ええええええええ!?　わ、わけのわからないことを言い出したのですが!?

「ひ、氷室さんがって……、ど、どどどどういうことですか!?」

「だ、だから、祐にお弁当を食べさせる取材を、涼花さんの代わりに私がやるってこと」

　……なっ!?　なんですって……!?

　いきなりの意外な言葉に、私はもちろんお兄ちゃんや楓達も絶句しています。

　ですが、私はすぐに気を取り直して反論します。

「な、なにを言ってるんですか。これはお兄ちゃんの作品の取材なんですから、妹である私がやらないと意味が……！」

「た、確かにそうかもだけど、でもそれくらいなら私がやっても別にいいんじゃない？　感じはそれでも摑つかめるわけだし。……それに、じ、実は私もちょうどそういうのやってみたかったと思ってたのよ。その……『あーん』って感じのやつ？」

「な、なんですって!?」

　私は驚きよう愕がくします。まさかお兄ちゃんへの気持ちをここまで露あらわにするなんて……！

　ですが、氷室さんはすぐに「ち、違うのよ！　勘かん違ちがいはしないでよね!?」と真っ赤なまま両手をワタワタさせて、

「じ、実は今私、ラブコメの新作を書いてるところなのよ。それで、そういうシーンを書こうと思ってたところで、ちょうど祐も取材するっていうでしょ？　だ、だからほら、一いつ緒しよにやっちゃえば一石二鳥というか、お互たがい取材ができていいじゃない？」

　そんな理由を口にしました。

　その内容が意外にも論理的で、私は一瞬反論に詰まってしまいます。

　もちろん、どんな理由があろうともお兄ちゃんに「あーん」なんてさせるわけにはいかないと思っていたのですが、

「だ、だから、ごめんね涼花さん。ちょっと借りるわ」

「え？　あっ」

　その一瞬の隙すきを突つかれて、私は手に持っていたお箸はしを氷室さんに渡してしまいました。

　そして止める間もなく、氷室さんはお弁当箱から卵焼きをつまむと、それをお兄ちゃんの口元へと持っていき、

「は、はい祐、あーん……！」

「お、おまっ、なにを──はむっ!?」

　焦るお兄ちゃんは、弾はずみでそれを食べてしまったじゃありませんか!?

「……む、むぐ、もぐ……」

「ど、どう？　美味おいしかった……？」

「え、あ、その……、う、美味うまかった、けど……」

　お互いかああぁと顔を赤らめて「そ、そう……」とか「あ、ああ……」と照れ照れな言葉を交かわしている二人。

　……って、な、ななななにをいい感じな雰ふん囲い気きをかもし出しているんですか!?

　というか、そのお弁当は私が作ったんですけど!?　どうして氷室さんが味の感想を訊きいてるんですか!?　おかしくないですか!?

「は、初めて『あーん』とかやったけど、これ、かなり恥はずかしいわね……」

「じ、自分でやっといて今更だろ……」

「で、でも、参考にはなったわ。あ、あんたはどうなの」

「え？　い、いや、まあ、参考になった、かな……」

　いえいえいえ！　なるわけないじゃないですか私がしてないんですから！

　と、心の中で叫さけんではいますが、私は目の前で繰くり広げられる不器用だけどなんだかいい感じの光景に言葉を失っていました。

　ですが、さらに「あーん」を続けようとする氷室さんに気がつき、私はハッと我に返ります。だ、ダメですこれ以上！　これは私の取材なんですから！

「お、お待ちください！」

　しかしその瞬しゆん間かん、全く別のところから声が上がります。これは……楓!?

「ひ、氷室先せん輩ぱい、その役目は私が代わりに務めます！」

「なに？　ど、どういうこと？」

　急に名乗りを上げた楓に、氷室さんはもちろん私もお兄ちゃんも戸惑います。

　しかし楓はこれ以上ないくらい顔を赤く染め、どこか悲ひ壮そう感をも漂ただよわせながら、

「ざ、残念ながら永見先輩の欲望は底が知れませんし、私にはそれを止めることはできません……。ですが、こんな破廉恥な取材に涼花や氷室先輩が付き合わされているのは見ていられません！　そ、そこで、私が代わりに先輩の欲望を受け止めます……！」

「「「えええええええ!?」」」「あらあら」

　いきなりわけのわからないことをまくしたて、その場の全員が呆あつ気けにとられます。

　……い、いえ、本気で何を言ってるんですか楓は……。

「うう……、涼花と氷室先輩のため、私がこの身を差し出さないといけないんだ……。だがこれがきっかけで、私はもう先輩なしでは生きられない身体からだに調教されてしまうかもしれない……！　い、いや、身体だけじゃなく、いずれ心まで支配されて……！」

「なんか意味不明だけど不ふ穏おんさだけは伝わってくるな!?」

「こ、これも先輩の底なしの欲望のせいです！　さ、さあ、いきますよ！」

「いやそんな、まるで敵に挑いどむような目で来られても怖こわい──もがっ!?」

　言うが早いか、楓は氷室さんの手からお箸を奪うばい取り、素す早ばやくおかずをつまむと勢いよくお兄ちゃんの口に押し込みました。

「や、やってしまった……！　こ、こんな破廉恥なことを……！　もうお嫁よめにもいけない身体になってしまった……！　せ、先輩、責任を取ってください！」

「自分でやっておきながら、なんで俺が悪いみたいなことになってんの!?」

「も、問答無用です！　さ、さあ、次は何が食べたいんですか！」

「って、まだ続けるのか!?」

　一度やってしまって開き直ったのか、今度はちゃんと「あ、あーん……！」と言いながらミートボールをつまむ楓。私はあまりのことにしばらくの間呆ぼう然ぜんとしていましたが、

「うふふ、楓ってば、はしゃいじゃって」

　そんな琴美の声に、慌あわてて我に返ります。

「い、言ってる場合ですか琴美。楓を止めないと……！」

「うーん、そうね。私に任せて。楓、楓ってば」

「な、なんだ琴美。……あっ」

　琴美は笑え顔がおで楓の肩を叩たたくと、楓が振ふり向いた拍ひよう子しにひょいっとお箸を取ってしまいました。……ほっ、お見事な手て際ぎわです。これで安心ですね──

「じゃあ次は私の番ね」

　──……は？

　え？　い、今なんて言いましたか琴美は？

　いつもの笑顔のまま、受け取ったお箸でおかずをつまむ琴美。それはゆっくりとした動作でしたが、誰だれもがポカンとするばかりで、ただ見ているだけしかできませんでした。

「はいお兄さん、あーんです」

「え？　あ、え？」

　やがて、それが当然とばかりにお兄ちゃんに「あーん」する琴美。

　お兄ちゃんは当然大いに戸惑った様子でしたが、

「はい、どうぞ」

　やがて笑顔なのにどこか有う無むを言わさない雰囲気の琴美に押し切られる形で、思わず口に入れてしまうお兄ちゃん。

「うふふ、男の人に食べさせてあげるって、こういう感じなのね」

　それを見て、やっぱり楽しそうに笑う琴美に、お兄ちゃんはなんて言えばいいのかわからない感じで赤面しています。

　……って！

「こ、琴美!?　なななにをしてるんですか!?」

「そ、そうだぞ琴美！　お前がどうして！」

　ほぼ同時に我に返って、琴美を問い詰つめる私と楓。

「うふふ、私もした方がいいかなって思って」

　ですが、琴美は平然とした様子で、いつもと変わらない雰囲気のままそう返します。

　な、なんなんですかその理由は!?　いつも少し摑みどころがない性格だとは思ってましたけど、いよいよ何を考えているのかわかりません！

「あ、あんたねぇ！　後こう輩はいの女子になんてことさせてんのよ！　わ、わた、私だけで満足しときなさいよね！」

「俺がさせたわけじゃないんですけど!?」

「と、とにかく、私がもう一度するわよ。私の場合は自分の取材も兼かねてるんだから、正当な理由があるわ！」

「それも完全に自分勝手なものだよなぁ!?」

　と、い、いけません。そうこうしているうちに、また氷室さんが攻こう勢せいを……！

「だ、ダメです、これは妹作品の取材なんですから、私がしないと意味がありません！」

　私は慌ててお箸を自分の手に戻もどすと、それに気づいたお兄ちゃんが、

「え、結局お前もやるのか？　こ、ここは一いつ旦たん中止した方がいいんじゃ……」

「な、なにを言ってるんですか。私がまだやってないのに中止だなんて」

「い、いや、ほら、もう今までの段階で結構周りの注目がだな……」

　そう言って周りを見回します。今日はラウンジではなく中庭で昼食を取っていたため、そんなに他ほかの生徒は多くないですが、それでも何人かはこちらの様子を窺うかがっているようです。……ですが、

「そ、そんなことは関係ありません。取材が優先です」

「いやいやいや、ただでさえこの面子メンツでの昼食で俺への敵意がスゴイのに、あんな取材したからもう視線が痛いレベルなんだよ。勘かん弁べんしてくれ……！」

「ひ、他人ひとに見られることに躊ちゆう躇ちよしている場合ですか。ラノベは不特定多数の人の目に触ふれるんですよ？」

「なんの比ひ較かくにもなってないと思うんですが!?」

　我ながらそう思いますが、ここまできて私だけしないなんて許されません！

　私は適当なおかずをつまんでお兄ちゃんの口元へ運びます。……ああもう、取材ペースが無茶苦茶です……！

「は、はい、お兄ちゃん。あ、あーん……！」

　そうして私は真っ赤になりながら、お兄ちゃんに「あーん」をしたのですが、

「…………っ!?」

「え？」

　その瞬間、お兄ちゃんが顔を火がついたかのように真っ赤にして、慌てて身を引いたじゃありませんか。

　……え、ええ？　な、ななななんですかその反応は？

　い、今のって、今朝の雰囲気と同じ……？　ま、まるで私を意識して、思わず避よけたように見えましたけど……？　見えちゃいましたけど……!?

　私は突とつ然ぜんのお兄ちゃんの変化に戸と惑まどいます。

　ど、どうしてですか？　そのテーマでの取材は一旦中止にするってさっき言ったじゃないですか。……あうあうあう、い、いきなりあんな姿を見せられて、またお兄ちゃん萌もえで胸がキュンキュンしてしまうじゃないですか……！

「お、お兄ちゃん……？」

　私が恐おそる恐る訊たずねると、お兄ちゃんは相変わらず顔を真っ赤にしたまま「わ、悪い」と顔を逸そらします。

　で、ですから、そういう反応もときめいてしまうのでやめてください！　いえ、やめないでいいですけど、今は困ります！

「……そ、そのテーマは一度保留すると」

「……そ、そうだったな。すまん、なんかキャラへのなりきりが残ってたみたいだ……。うん、きっとそうだ……」

　なぜか自分に言い聞かせるような感じのお兄ちゃん。

　そ、そこまでキャラクターになりきっていたんですか。なるほど、だからさっきみたいな反応が咄とつ嗟さに出てしまったわけですね。焦あせりました……。

　……そう、そうですよね。そうじゃなければ、お兄ちゃんがあんな風になるわけがないですもんね。お兄ちゃんが本当に私に恋こいしてくれるなんて、そんなことは現実ではあり得ないことですからね……。

　でも、いいんです。私のお兄ちゃんへの想おもいは変わらないんですから。

　いつかお兄ちゃんに振り向いてもらうため、私はただひたすら邁まい進しんするだけです。そして、ただひたすらイチャイチャするんです！

「なにやってんのよ祐。……あ、もしかして涼花さんとじゃなくて、やっぱり私と取材したいわけ!?」

「そんなこと一言も言ってないんだが!?」

「永見先輩、私が身代わりになりますから、どうか涼花を毒どく牙がにかけるのだけは……！」

「二階堂さんは徹てつ頭とう徹てつ尾び人の話を聞いてないよなぁ!?」

「うふふ、楽しいですね、お兄さん」

「きみもなんでこの状じよう況きようで笑ってるんですかね!?」

　っと、そんなことを考えている間に、またさっきと同じような事態になっています。

　私は当然みんなの間に割って入り、お兄ちゃんに「あーん」しようとします。

　私が本物の永遠野誓で、これが本当は私の取材だから──だけではありません。

　お兄ちゃんの取材の相手は、世界でただ一人、私だけなんですからね！

「さ、さあお兄ちゃん、今度こそ『あーん』です」

「この状況でまだ続けるのか!?」

　当たり前じゃないですか。大好きなお兄ちゃんとのイチャイチャ機会を、この私が逃のがすとでも思っているんですか？

　心の中でそんなことを呟つぶやきながら、私はお兄ちゃんとの取材を強行します。

　その時ふと、頭の中をよぎる一つの空想。

　……さっきはそんなことはあり得ないって言いましたけど、もし、もしお兄ちゃんが私に恋をしてくれたら……。

　それはまさに見果てぬ夢でした。しかし、夢は夢です。やっぱりあり得ないことです。

　だから私はすぐにそんな空想を忘れて、目の前の取材に集中するのでした。




　　　　★




「あー……、キツいな……」

　ある日の放課後、俺は夕焼け空を窓の外に眺ながめながら、そんな呟きを漏もらした。

　キツいってのは、……まあ、いろんな意味がこもってる。

　とりあえず一番最初に浮うかんでくるのは、ここ最近続いていた涼花の取材の件だ。

　普ふ通つうの取材でも大変なのに、今回はテーマがテーマだけに消しよう耗もうが半はん端ぱじゃない。

　……なんだよ兄が妹に恋する瞬しゆん間かんって……。なんでよりによってそんな明らかにヤバいテーマが出てくるんだよ……。

　それでも取材ということで、俺は代理人としてなんとかキャラになりきろうと努めた。

　けれど、涼花を意識しないようにという考えとせめぎ合いになって、はっきり言ってなりきりの方はダメダメだった。

　意識しないようにと意識してしまって、なにかにつけてギクシャクしてしまう。そのせいで、取材は今までにないくらいのズタボロ。まともに演じきれたシーンがないという悲ひ惨さんな結果になってしまった。

　……だが、なぜか涼花はそれで満足気だったんだよなぁ。

　俺の目からは明らかに失敗してるのに、涼花曰いわく「しゅ、取材は大成功です。あああありがとうございました……！」らしい。

　さすがに不ふ甲が斐いなさすぎる俺に気をつかってくれたのかとも思ったけど、どうやらウソじゃないようで、その証しよう拠こに一連の取材が終わった昨日から、バリバリと執しつ筆ぴつにとりかかってるんだ。

　……う、ううん、謎なぞだ。俺の認にん識しきでは散々だったんだがな……。

　でもまあ「全然ダメなので全部やり直しです！」とならなかったのは幸いだった。

　そんなことになってたら、今いま頃ごろ俺はぶっ倒たおれていたかもしれない。それくらい、今回の取材は俺史上で最もハードだったんだ。

　まず、それがキツい理由の一つ目。だが残念ながら、メインの理由じゃない。

　俺が今凹へこんでいる主な原因は二つ目の理由──俺自身の作品にあった。

　相変わらず、俺は大賞応おう募ぼ用作品にてこずっていた。俺自身がどんな妹モノを書きたいのか、やっぱりまだわからないのだ。涼花の取材に付き合うことでそれが摑つかめるかと思ったけど、現実はそう甘くなかった。

　この『書かなきゃいけないのに書きたいものがわからない』って状態は今まで経験したことのないタイプのスランプだから、対処法もわからない。なので俺は、涼花の取材で消耗した状態のまま、ずっとこの重石おもしを背負ってるってわけだ。

　……現状を再認識すると、いよいよ気が重くなってくるなぁ……。

　そしておまけの理由として三つ目。

　そんな余よ裕ゆうのない状態なのに、俺は今やる気のない用事に時間をとられている。ある意味ではこれが一番「キツい」ことなのかもしれない。

「ああもう、資料集めとか面めん倒どうくさすぎるんだけど……！」

　とその時、隣となりに座っていた舞まいがちょうど俺の気持ちを代弁してくれた。

　おそらく舞も今、大なり小なり俺と同じようなことを考えてるんだろうな。

「仕方ないだろ。教室で展示場を作る実働作業よりはマシだって言ってたじゃないか」

「む、それはそうだけど……。あーあ、文化祭が楽しいイベントになるのはラノベの中だけね。リアルだと面倒以外の何物でもないわ」

　歯に衣きぬ着せない愚ぐ痴ちだが、俺もほとんど同じ気持ちなので無言で同意しておく。

　さて、今の会話で大体のことはわかると思うが、俺と舞は今図書室で、文化祭でやる展示会の資料集めを行っていた。

　そう、もうすぐ俺の学校では文化祭が始まるのだ。

　といっても、さっき舞が言ってたように別に楽しいイベントじゃない。各クラスで一つずつ出し物をするわけだが、基本的に熱の入ったものにはならないからだ。

　その典型的な例として、俺のクラスでは郷土資料の展示会というやる気のなさが迸ほとばしってる出し物が選ばれた。

　……まあ、文化祭の主役は文化系の部活だから、クラスの出し物はこの程度になっちまうんだよな。もっとも、俺は文化祭とか興味ないんで、熱の入ったものが選ばれても困るわけだが。

　その意味では展示会ってのはありがたい。準備とかも少ないしな。とはいえ何もしなくていいってわけでもなく、俺達は資料集め係として興味のない作業に従事してるというわけだ。で、興味がないので作業効率も最低という、わかりやすい状態になってると。

「まったく、私はこんなことをしてる暇ひまなんてないのよね。早く帰って原げん稿こうの続きを書くという崇すう高こうな使命があるのよ私には」

「……だな。俺も家で自分の作品に取り掛かかりたいよ」

　もっとも、家に帰ったところで前に進むとは思えないんだけどな。はぁ……。

「永遠野誓の貴重な執筆時間を奪うばうとか、こんな文化祭なんて完全に悪じゃない！　いっそ学校ごと火事かなんかで燃えてなくなればいいのよ！」

「放火だけはするなよ？　マジもんの重罪だからな？」

「な、なに真しん剣けんな顔で言ってんの!?　冗じよう談だんに決まってるでしょ!?」

　……いやまあ、さすがにわかってるけど、舞のことだから万が一があるかもしれないからさ。ほら、ストーカーだし……。

「私はただ、もし締しめ切りに間に合わなくてあんたの新刊発売日が延期とかしたら、編集部に乗り込んで直接抗こう議ぎしないといけないって思っただけよ」

「そっちは本気でやりかねないな!?　……まあ、そこは安心していいよ。締め切りまでにはまだまだ時間の余裕もあるし」

　それに、涼花がバリバリ書き始めてるしな。あいつのことだから、もしかしたら明日には原稿が上がってるかもしれない。大げさな表現じゃないから恐ろしい。

　ちなみに涼花は文化祭ではクラスの出し物には参加せず、椎名さんから頼たのまれて演劇部を手伝うことになったとか言ってたな。何をするのかは詳くわしく聞いてないけど。

「そう？　ならいいんだけどね」

「そういうお前はどうなんだ？　締め切りに追われてるのか？」

「スカマガの原稿なら問題ないわ。っていうか、もう書き終わってるしね。今私が書いてるのはラブコメの方よ」

　ああ、出版の予定はないけど、書きたいから書いてるってやつか。

　と、その時ふと、俺の頭にある疑問が浮かんだ。

　……そういや、前々からその件で質問しようと思ってたことがあったっけ。

「なあ舞、ちょっと質問なんだけどさ」

「なに？　私がいかに永遠野誓作品を愛してるかって話？　それならいくらでも──」

「訊きいてないのに勝手に語り出すな！」

　それに、その話ならもう何回も聞かされとるわ！　そうじゃなくて……。

「知りたいのは、お前がなんでラブコメを書き始めたのかってことだよ」

　俺の質問に、舞は「……え？」虚きよを突つかれたように目を見開く。

「だから、なんでいきなりラブコメなのかって理由をだな」

「そ、そそそそんなの、あの……、急に書きたくなったなんだから仕方ないでしょ」

「それにしては、今出してるスカマガとはジャンルがかなり違ちがうだろ？　なにか、ラブコメに挑ちよう戦せんする理由でもあったのかなって」

　俺がそう訊たずねると、舞はなぜか「そ、それは……」と口を噤つぐんでしまう。

　……なんだろう。なんで舞のやつ、顔を赤くして黙だまり込んでんだ？　な、なんか俺がマズイこと言ったのか？　い、いや、普通のことしか訊いてないはずだが。

　舞はそうしてしばらくの間、頰ほおを染めてもじもじとしていたが、

「そ、その……、理由は、あの……。あ、あんたの影えい響きようよ……」

　やがて、絞しぼり出すようなか細い声で、そう答えた。

「俺のって……、ああ、つまり俺の作品の影響でってことか」

「そ、そうじゃなくて、あのその……、祐自身の影響というか──……ああもう！　そうよ！　あんたの、永遠野誓の作品に影響されたのよ！」

「なんでキレてんだよ!?」

　なぜか涙なみだ目めで俺を睨にらみ付けてくる舞に、俺は思わず身を引く。

　……でも、まあそうか。涼花の作品はバリバリのラブコメだから、心しん酔すいしてる舞も同じジャンルを書こうと思うのは自然かもな。納なつ得とく。

「けど、今まで経験のないジャンルを書くって大変じゃないか？」

　俺は、続いて出てきた疑問をそのまま口にする。

　それは、今現在妹モノで大苦戦中の俺自身の感想でもあった。

「……ま、まあね。こんな気持ちでラノベを書くのは初めてだし。楽しいけど、不安になったりすることもあるしね……」

　……おお、傍ぼう若じやく無ぶ人じんが服を着てるような舞でも不安になったりするんだな。いや、新ジャンルに挑戦するってんだから、当然かもしれないが。

「特に、その、ラブコメってなるとやっぱり恋れん愛あいについて書かないといけないじゃない？　でも、その、私、そういうのあんまりよくわからないし……」

　つんつんと人差し指同士をつつき合わせながら、珍めずらしくしおらしく言う舞。

　普ふ段だんの横暴ぶりとのギャップから、俺はその様子が不覚にも可愛かわいいと思ってしまった。

　……ま、まあ舞が美少女なのは間違いない事実なんだけど、不意打ちでそういう姿は見せないでほしい。なんか変にドキドキする。

「「…………」」

　そして、なぜか訪おとずれる気まずい沈ちん黙もく。……な、なんなんですかねこの空気は。

　俺はその妙みように照れくさい雰ふん囲い気きに戸と惑まどい、舞の方もなんだか緊きん張ちようしている様子だった。だが、やがて舞がポツリと口を開き、

「ね、ねえ、祐って、その……、す、好きな人とか、いるの……？」

　いきなり、そんなトンデモナイ質問を投げかけてきた。

「んな……っ!?　な、ななななにをいきなり!?」

「べ、べべべ別に深い意味はないわよ!?　な、なんとなく出た疑問というか!?　だから、その、あんたはラブコメ作家なわけだし!?　好きな人とかいるかもしれないっていうごく自然の質問じゃない!?」

[image: ]

「ラブコメ作家は関係なくないかそれ!?」

　お互たがい混乱しながら、両手をワタワタさせる俺と舞。

　傍はたから見たら何やってんだこいつらって感じの動きだったが、当の俺達は慌あわてまくってて、自分でも何をやってるかわからない。それだけ、舞の質問が意外すぎたんだ。

　……す、好きな人とか、マジでなんでまた急にそんな話を……！

「……い、今の会話から出た、ごくごく自然で何気ない質問よ……」

　少し落ち着きを取り戻もどした舞が、やっぱり赤い顔のままそう続ける。

　そして「だ、だからさっさと答えなさいよね！」とまくしたてる。

　その様子には、どこか切せつ羽ぱ詰つまったような切実さがあって、俺は答える義理もないはずの質問なのに、思わず身構えてしまった。

　……い、いや、でもこんなの、こう言うしかないよな？

「す、好きな人とかいないけど……」

　俺は正直にそう答えた。これは本当だ。俺には好きな人とか、そういうのはいない。

　俺だって恋愛とかそういうのはよくわからないし、そもそも俺にはラノベ作家になるって夢があるから、そんなことをしてる暇がないんだ。

「………………ふうん？」

　だが、舞は明らかに俺の言葉を信じちゃいなかった。

　遠えん慮りよなく胡う散さん臭くさそうな視線を浴びせてくるが、本当のことなんだから仕方がない。

　……というか、そもそもなんでこんなことで疑われてるんだ俺は？

「……じゃあ、さ」

　だが舞は、気がつくとまたさっきみたいに緊張しながら、さらに質問を続ける。

「その……、好きな人とまではいかなくても、気になってる子とかもいないの？」

「気になってるって……」

「ほら、えーと……、意識しちゃってる子、とか……？」

　そう言われた瞬しゆん間かん、俺の心臓がドキリと跳はねた。

　そして、それとほぼ同時に、俺の頭にあるイメージが浮うかび上がる。

　それは紛まぎれもなく涼花の姿で、俺は瞬時に頭を振ふってそのイメージをかき消す。

　……な、ななななに考えてんだ俺！　マジでなにを考えて……！

『意識してる』ってキーワードで、思わず思い浮かべちまった……！　ここ最近のこととか、取材とかがあったから、思わず……！

　けど、よりにもよってあんな会話の流れで涼花の姿を……！　ち、違うからな!?　これはそういうのじゃなくて、単なる条件反射的なもんだからな!?

　俺は自分にそう言い訳しながら、なんとか平常心を取り戻そうとする。しかし、なんつータイミングで涼花が出てくるんだよ……。あり得ないだろマジで……。

　思いっきり動どう揺ようした俺だったが、深呼吸を繰くり返してなんとか落ち着いてきた。

　……のだが、間もなくあることに気がづき、今度はギクリと身体からだを強こわ張ばらせる。

「……あ、あんた、まさか……！」

　そう、舞がわなわなと震ふるえながら、目を見開いて俺を愕がく然ぜんとして見ていたのだ。

　こ、この反応は、なんかマズい予感がする……！

「い、意識してる子がいるの!?　そうなのね!?」

「ち、違う！　そんなのいないってば！」

「じゃあさっきの、あのあからさまな動揺はなんだったのよ！」

　予感的中。そして、思いっきり図星を突かれる俺。

　……い、いや、さっきのあれはそういう意味じゃなくて、急に涼花の姿が思い浮かんできたから動揺したんであってだな……！

　だが、もちろんそんな説明をそのまま口にするわけにはいかなかった。もしそんなことをしたら、また違うベクトルで思いっきり詰きつ問もんされるのが目に見えていたからだ。

　そして、そんな感じで答えに窮きゆうした俺に、舞はさらに勢いよく迫せまってくる。

「だ、誰だれ!?　誰なの!?　祐の想おもい人っていうのは……！」

「なんか表現がグレードアップしてないか!?　だからいないってばそんなの！」

「う、ウソ！　だったらあんな反応になるわけないじゃない！　か、隠かくしてないで言いなさい！　ほら、早く！」

「なにも隠してないって！　そ、そもそも、仮にいたとしても、なんでそんなのをお前に教えなきゃいけないんだよ！」

「そ、それは……！　わ、私があんたの一番のファンだからよ！　ファンなんだから、知る義務があるのよ！」

「無茶苦茶だ！　理由になってねえよ！」

　だが、舞はそんな理り屈くつが通じる相手じゃなかった。

　すっかり興奮した様子の舞は、俺が何度言っても納得せず「隠すな」「教えろ」の繰り返しで、まったく追つい及きゆうを緩ゆるめる気配がない。

　……な、なんなんだよ。なんか、俺が本物の永遠野誓かどうかを疑ってた時よりも、遥はるかに激しいんだが!?　なんつーか、必死というか……。

　とはいえ、俺にはなにも答えようがない。意識してる子なんていないし、涼花が出てきたのは反射的なものだし、とにかくいないと答えるしかないんだ。

　だが、そんなことでは舞は納得しない。それどころかますます強く追及してくる。

　そんな感じで俺がほとほと困り果てていると、

「……っ！　チャイムだ！　今日の作業は終わり！　じゃあ俺、帰るから！」

　ちょうど完全下校時間を報しらせるチャイムが鳴り響ひびき、俺はこれ幸いと席を立った。

「あ！　ま、待ちなさい祐！」

　当たり前だが待つわけがない！

　俺はそのまま逃にげるように図書館から走り出し、舞を振り切ってなんとか家路につく。

　乱暴なやり方だったが、今の興奮しきってる舞とは話にならない。一いつ旦たん落ち着いてもらわないとどうしようもないからな……。

「はぁはぁ……、なんでまた舞のやつ、急にあんなことを……」

　俺は全力疾しつ走そうで乱れた呼吸を整えながら、とにかく家へと向かう。

　なんであんな話になったのかわからないが、とりあえず忘れよう。そんなことよりも、家に帰って作品を少しでも進めないと。

　そんなことを考えながら、俺はようやく家に帰りついた。

　はあぁ～……と、最後にもう一度大きく息を吐はいて、俺は玄げん関かんのドアを開ける。

　だが……、

「ただい──」

　ま、と言おうとして、俺は言葉に詰つまった。

　なぜなら、玄関ではなぜか涼花が仁に王おう立だちで待ち構えていたからだ。

　しかも、どういうわけか涼花は自分のスマホをグイッとこちらに突つき出してきており、ますます状じよう況きようの意味不明さが際きわ立だっていた。……な、なんだ？

「あ、あの、涼花さん……？」

「お兄ちゃん、これを見てください」

　そう言って、スマホをさらに前に出す涼花。

　仕方なくその画面に視線を向けると、俺は「……なっ!?」と絶句した。

　液えき晶しよう画面には、いくつかのメッセージのやり取りが表示されていた。どうやらラインかなにからしいが、問題はそこにあるひときわ目立つ文言だ。




『緊きん急きゆう情報！　祐に気になってる子がいるらしいの！　情報求む！』




　俺はそれを目にした瞬間、リアルにサーっと自分の身体から血の気が引いていくのを実感した。同時に、さっきの騒そう動どうから一歩も逃のがれられてなかったという、恐おそろしく厳しい現実も……。

　ふるふると、スマホを持つ涼花の手が震える。

　そして次の瞬間、雷かみなりのような涼花の声が、家の玄関に響き渡わたったのだった。




「これはどういうことですか────っ!!」








第三章　追及、そして文化祭









「……つまり、これは氷ひ室むろさんの勘かん違ちがいであって、お兄ちゃんは別に気になってる女の子なんていないと──そう証言するわけですね？」

「しょ、証言……！　い、いやでも、はい、その通りです……」

　ものすごい威い圧あつ感かんを発しながら言う涼すず花かに、俺はただ畏かしこまって答えるしかなかった。

　俺は今、家の玄関にいる。そして、なぜかそこで正座をしていた。そしてそして、さらになぜかそんな俺を涼花が腕うでを組んで見下ろしているのだった。

　ゴゴゴゴゴ……という音でも聞こえてきそうな圧あつ迫ぱく感かんに、俺はただ頭を下げて時間が過ぎていくのを待つしかない。

　どうしてこんなことになっているのかというと──……たぶん説明はいらないと思うけど、もちろんあの舞まいのメッセージのせいだった。

　後で聞いた話だが、どうやら涼花はスマホに替かえて以来、舞達とラインで（永と遠わ野の誓ちかいラインとかいう名前だとか）やり取りしてるらしいのだ。

　そこに舞が問題のあのメッセージを送り、それを見た涼花が素す早ばやく反応し、俺が帰って来るのを待ち構えて詰問したという流れ。

　……く、まさか舞がここまでするとは……！　たぶん意図的なものじゃないんだろうけど、見事に俺を追い詰めてるぞ……！

　まあそれはともかく、涼花は当然このメッセージの内容について俺を問い詰めてきた。

　で、俺にできるのは舞にしたのと同じような説明だけだ。

　全すべては舞の勘違い。動揺したのは事実だが、それは全く関係ないことであり、俺には気になってる女の子なんていない、と。

　けど、これで涼花が納なつ得とくしてくれるかどうかは、残念ながら望み薄うすだった。

　むしろ、論理的で頭の回転が速い分、舞よりも苛か烈れつな追及がきてもおかしくはない。

　というか、今までの経験から、なんだかそんな可能性が高い気がする。

　なので、俺は一通りの説明を終えた後、涼花の反応を固かた唾ずを吞のんで見守る。

　……おそらく「そんな説明で納得ができるとでも？」みたいな感じでくるんではなかろうか……！　と、俺は身を固くして待ち受けていたのだが、

「……本当に本当ですか？」

　涼花の口から出てきたのは、想定よりもはるかに控ひかえ目な言葉だった。

　疑ってはいるみたいだけれど、苛烈に追及しようという意思はまるで感じられない。

　そのうえ、

「ほ、本当だよ」

「…………そうですか。なら、本当に氷室さんの勘違いなんですね」

「えっ!?」

　なんと、信じられないことに、すぐに納得してくれた、だと!?

　……ど、どうなってんだ？　今までならこういう流れの時は、この後小一時間ほど説教コースってのがお決まりだったはずなのに……？

「……なんですかお兄ちゃん、その心底意外そうな顔は」

「いや、だって心底意外だったから……。いつもならほら、そんなことは信じられません的なことになって責められるのが普ふ通つうだったし」

「な、なんですかそれは。それでは私がまるで疑うたぐり深い性格みたいじゃないですか」

「…………」

　……まあ、なんつーか、否定はできないような気もする。

「そこで黙だまらないでください！　ど、どうやらお兄ちゃんのその不ふ埒らちな見識は、ここで矯きよう正せいしないといけないようですね……！」

　って、なんかいつの間にか別件で説教されそうな流れになってるんですが!?

「お、落ち着け！　悪かった！　俺はただその……、今までの経験から予想しただけで、別に涼花の性格がどうとか言うつもりはなかったんだよ！」

「…………はぁ」

　俺が必死に言い訳すると、涼花は呆あきれたようにため息を吐ついた。

「ま、まあ、確かにその点は私にも反省すべき点はあります。今までこういった場合、お兄ちゃんへの追及が鋭するどくなってしまったことも過去に、ごくたまにですが、なかったこともないので」

　……追及が鋭かったのはごくたまにじゃなく毎回なんだが……。

　と、思っても今回は口に出さない俺。お兄ちゃんとは妹の扱あつかいを学ぶものなのである。

「ですがそれも、お兄ちゃんに疑わしい点があってのことです。つまりは不ふ可か抗こう力りよくであり仕方がないことだったんです。いいですか？」

　涼花が「いいですか？」と訊きく時は「いいですね？」の意味だってことは、今いま更さら学習しなくても知ってる。なので俺は素直にコクコク頷うなずく。兄の威い厳げん？　そんなもんねーよ！

「そういう意味では、今回は疑わしさがないということになります」

「え？　それはどういう」

　言ってる意味がいまいちわからず、俺は首を傾かしげる。

　すると、なぜか涼花はかああぁと頰ほおを染め「そ、それはですね……」とモジモジし始めた。チラチラとこちらに視線も送ってくる。

「ほら、お兄ちゃんの理想の女の子像は、その……、わ、わた、私じゃないですか？」

「ぶふっ!?」

　そして突とつ如じよ投下される爆ばく弾だん発言に、俺は思わず噴ふき出す。

「そ、それにお兄ちゃんは、ついに妹モノを書くと決意したくらいの妹好きでもありますよね……!?」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……！　急になんでそんな話に……！」

「で、ですから、そのことを知ってる私としては、お兄ちゃんに気になってる女の子なんていないとわかるわけですよ」

　……え？　…………あ、ああ、なるほど、そういうことか。

　俺はそこで、ようやく涼花の言わんとしていることを理解できた。

　つまり、涼花は俺が妹萌もえのシスコンだとわかっているから、他ほかに好きな女の子なんていないだろうと考えたってわけか。

　実に涼花らしい論理的な思考だった。おかげで俺の疑いも晴れて万ばん々ばん歳ざい。

「……なんでお兄ちゃんは泣いてるんですか？」

　……でも、なんだろうこの言いようのない悲しさは……！　リアル妹にそういう風な目で見られてる方が、疑われるよりはるかに辛つらいんだなぁ……、アハハハハ……。

「しかし、万が一という可能性も確かにあります。ですが──……まあ今回はそれもないでしょうね。毎日お兄ちゃんを見ている私にはわかります」

　自信満々な様子でうんうんと頷く涼花。わかってくれたのはうれしいけど、兄の扱いがペットレベルだと感じるのは俺の気のせいだろうか……？

「……と、とりあえず、変な疑いを持たれなかったのはよかったけどな」

　俺がいろんなことを諦あきらめながらそう言うと、涼花は「妹ですから、お兄ちゃんのことを把は握あくしているのは当然です」と胸を張った。切ない。

「しかし、問題が完全になくなったわけではありませんけれど」

「問題って？」

「氷室さんの疑いが解消されていないことと、この情報が永遠野誓ラインのメンバー全員に共有されてしまったことですね」

　永遠野誓ラインってのは、舞、Ｗピース先生、水み無な月づきさん、神かん坂ざか姉妹しまいという、俺が永遠野誓だと知ってるメンバーで構成されているライングループだそうで、涼花もこの前スマホを購こう入にゆうして以来参加しているのだとか。

　具体的にそこでどんなやり取りが行われているかは俺は知らない（というか、訊いても教えてくれない）が、あの文言が全員に見られてしまったのは確実なようだ。

「……確かにそれは厄やつ介かいだな。嫌いやな予感しかしない」

「とはいえ、今回は前のように永遠野誓の正体に迫せまるような疑問ではありませんし、そもそも氷室さんの勘違いによるものですから、そこまで深刻に考えなくてもよさそうではありますね」

　俺の懸け念ねんとは裏腹に、涼花は事態をそれほど重く見てはいないらしい。

　なにかあってもすぐに鎮ちん静せい化するでしょう、と余よ裕ゆうの反応を見せる涼花。

「なにせお兄ちゃんは妹が……。えへへへへ……！」

「ま、まあ、大したことにならないってんならいいけど」

　なぜ突とつ然ぜんバグり始めたかは謎なぞだが、涼花がそう言うならとりあえず大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

　俺は涼花の「この件は気にしないで、妹モノ作品に集中してください」という言葉に見送られて、自分の部屋へと戻もどる。

　そうして俺は舞の一件はすっかり忘れて、その日も未いまだにどうしていいかわからない妹モノ作品について頭を悩なやませるのだった。




　……だが。

　そんなこんなで軽く流した例の問題だったが、間もなく俺は事の重大さを思い知らされることになる。




「やっぱり徹てつ底てい的に調査すべきよね！」

「賛成デスね！　ことは重大かつ緊きん急きゆう性を要しマス！」

「でもでも、同じ学校にいてもわからないんだったら大変じゃないかな？」

「しかし諦めるという選せん択たく肢しはない」

「あの、私はどうでもいいんだけど……」




「………………なんだこの光景は」

　一夜明けた休日の朝のことだった。

　俺が目を覚ましてリビングへと下りると、そこは謎の会議場と化していた。

　なぜか舞、Ｗピース先生、水無月さん、秋あき乃のさん、神坂妹が集まっていて、朝っぱらから意味不明な議論を白熱させていた。そのあまりにも異様というか、わけのわからない光景に、俺はまだ夢でも見てるんじゃないかと立ち尽つくすしかなかった。

「あ、先生！　おはようございます！　お邪じや魔ましてます！」

　とその時、俺に気づいた水無月さんがぴょんっと立ち上がりながら挨あい拶さつをしてきた。

　いつものごとく子犬のような人ひと懐なつっこい笑え顔がおで、尻尾しつぽがあればぶんぶん振ふり回してるんじゃないかと思えるような勢いだ。……おお、夢の中でも水無月さんのキャラがリアルに再現されてるなぁ……。

「あ、やっと起きてきたのね！　休みだからっていつまで寝ねてんのよあんたは！」

「寝起きの先生もそそりマスね！　とっても新しん鮮せんデス！」

「……先生のパジャマ姿。じゅるり……」

「はぁ……、とりあえず顔くらい洗ってきなさいよ」

　それに呼応するかのように、残りの面々も俺に話しかけてくる。

　……なるほど、これが明めい晰せき夢むってやつか。初めてだから実に貴重な体験で──

「お兄ちゃん、現実逃とう避ひしていないで、本当に顔を洗ってきてください」

　とその時、横から涼花が現れて、俺が必死に目を背そむけようとしてた現実に、無理矢理引き戻してきた。……っていうか、なんで俺の頭の中がわかったんだ。

「……え、えーと、これは一体……？」

　だがこうなると、俺は諦めてしたくもない質問をするしかない。

　どう考えてもロクでもない事態が進行しているのはわかるから答えなんて聞きたくないのだが、涼花からの無言の圧力には耐たえられない。

「……お兄ちゃんの気になる女の子調査委員会、だそうです」

　そして返ってきたのは、いろんな意味であり得ない答え。

　どれくらいあり得ないかというと、あの涼花がそう言った後に深く深くため息を吐いて肩かたを落とすくらいあり得ないものだった。

「……とりあえずお兄ちゃん、ゆっくり朝食を食べている暇ひまはなさそうですよ」




　　　　▼




「それじゃ、改めてここに『祐ゆうの気になる女の子調査委員会』の発足を宣言するわ」

　わーパチパチパチ。

　俺が顔を洗って服を着き替がえてくると、間もなく舞がそんな宣言をして、リビングが拍はく手しゆに包まれた。

　俺はその光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかない。呆然とまではいかないけど、涼花もまた呆れた顔をして、無言で首を振っている。

「……で、これは一体何が行われているのでしょうか……？」

「は？　今の聞いてなかったわけ？　あんたの気になってる女の子を全員でつきとめようっていう会議よ」

「そのまんま！　かつ、ものすごく歯に衣きぬ着せない説明をありがとう!?」

　ぶっちゃけすぎだろお前!?　しかも言ってる内容に対して悪びれる様子がゼロなのはすごすぎないか!?　改めてお前の傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを痛感したわ！

「そうじゃなくて、どうしてそんなわけのわからん会議が開かい催さいされてるのかって訊いてんだよ俺は！」

「まあまあ落ち着いてくだサイ先生。全すべてはここから始まったのデス」

　そう言って、自分のスマホを見せてくるＷピース先生。

　そこには昨日涼花が見せてくれたのと同じラインの画面があり、例の『緊急情報！　祐に気になってる子がいるらしいの！　情報求む！』というメッセージが。

　……まあ、そうだよな。これが原因だってのはもう半ば予想はついてたんだよ……。

　問題は、どうしてこんな大事になってるかってことなんだが、

「先生に気になる女の子がいるなんて、私達には大問題」

「そうですよ！　一体どこの誰だれなのか！　どんな女の子なのか！　未来の妹として知らないではいられません！」

　秋乃さんと水無月さんがそう説明する。あんまり説明になってないわけだが、二人ともさも当然といった顔で胸を張っている。

「ま、なんだかんだでみんなあんたのファンなわけだし、今回ばかりは気になるのも仕方ないんじゃないの」

　そして、いつもはブレーキ役の神坂妹までやれやれといった顔で言う。

「お前まで一いつ緒しよになってどうすんだよ……。止めてくれよ……」

「ど、どうしようもなかったのよ。別にあんたがどうとか関係なく、こういう話は女子の興味を引くんだから。私はあんたが誰を好きになろうがどうでもいいけどさ……」

「ウソ。あのメッセージを先に見たのは春はる菜な。それで焦あせって私に報しらせてくれた」

「あ、あれは、きっとお姉ちゃんが興味あるだろうと思っただけで……！」

　秋乃さんの口を真っ赤になってふさごうとする神坂妹。この面子メンツの中で俺が唯ゆい一いつまともだと思ってるお前まで乗っかるとは、女子に恋こいバナってそこまで需じゆ要ようがあるのか……？

「ただの恋バナじゃありマセんからね。先生のことデスから、みんな気になるんデスよ」

「祐の気になる女子なんて、重要に決まってるじゃない」

　舞が少し不ふ貞て腐くされたような顔でそう言うと、全員が真しん剣けんな顔でコクリと頷うなずく。

　……こ、これは、全員目がマジだ。今まで見た中でもみんな真剣さの度合いが違ちがう。

　基本的にみんな、永遠野誓のこととなるとマジになるのだが、今回は今までの比じゃなかった。どこか鬼き気き迫せまるような気配さえして、俺の背中に冷や汗あせがツーッと流れる。

　ぶっちゃけ、今の今までは本気で心配はしてなかったんだ。

　ものすごく面めん倒どうなことになってるってのはわかっていたが、それでも普ふ段だんと同じレベルの騒そう動どうで収まって、せいぜい俺が満まん身しん創そう痍いになるくらいだと思ってた。

　……け、けど、なんか違う。これはヤバい気がする。対処を間違えると致ち命めい的てきなことになりかねない、そんな気配がひしひしとする……！

「い、いやいや、昨日も言ったように、俺には別に気になる女の子なんていないぞ」

　なので、俺はすぐさま鎮ちん火かにかかった。

　そもそもの発ほつ端たんからして舞の勘かん違ちがいでしかないのだ。

　それさえ納なつ得とくしてもらえれば、この異様な場もすぐに収まるはず。ってか、収まってもらわないといろいろヤバい予感がする……！

「ウソね。私の目は誤ご魔ま化かせないわ」

　だが即そく座ざに舞が俺の言葉を否定する。しかもその雰ふん囲い気きがあまりにも堂々としていて、当の俺でさえ気け圧おされてしまうくらいだ。……まあ、その目は曇くもってるわけだが!?

「誤魔化すも何も、マジでそんなのいないんだって！　ってか、なにが根こん拠きよなんだよ！」

「私の勘！」

　それだけもうハズレ決定じゃねえかよ！

「そうデスねー。舞がここまで言う以上、今回は信しん憑ぴよう性せいがありマスね」

「Ｗピース先生!?」

　だが意外なことに、そんな薄はく弱じやく極きわまりない根拠に同調者が現れた。しかもＷピース先生だけじゃなく、水無月さんや神坂姉妹もうんうんと頷いている。

「ま、待ってください。舞の勘ですよ？　あの舞の」

「ど、どういう意味よそれ！」

「ええ、あの舞の勘デスが、この場合は信用できマス」

「ちょっ、エロイラストレーター!?　なんで普通に『あの』とかで通じてんの!?　というか、本当にどういう意味なのよあんた達！」

　ヘッポコでポンコツで的外れで空回りってことだよ！　ってか少しは自覚を持った方がいいぞマジで！

　その辺りの舞観はみんなも共通しているらしく、これまた全員うんうん頷いている。

　これには舞も涙なみだ目めで、さすがに可哀かわい想そうになってくるが、下手に慰なぐさめたら調子に乗るのでフォローは後で気づかれないようにしておくとして……、

「この場合はってどういうことですか……」

　俺はＷピース先生に訊たずねる。後ろで舞が「ちょっと無視しないでよ！」と騒さわいでるが、とりあえず無視の方向でお願いします。

「舞は先生の大ファンデス。そして同じ学校でいつも先生のことを観察していマス。そして先生に気になる女子がいるというクリティカルな内容……。この一件に関しては、舞の勘だからといって無視はできマセんね」

　だからといってって何よ！　と抗こう議ぎする舞をスルーして、水無月さんも続く。

「桜さくらも同感です。それに、本当だったら大事件だから」

　さらに秋乃さんと神坂妹も、

「そう、取り返しがつかない。スルーできるような問題ではない」

「それに、あながち可能性がゼロってわけでもないしね。あ、あんたもほら、年とし頃ごろの男子なわけだし？」

　全員が真ま面じ目めな表情で俺の方を見つめる。なんだかその瞳ひとみの奥にメラメラと静かな炎ほのおが揺ゆらめいている気がして、今度は冷や汗が二つ流れる。

　……こ、これはマズい。なにがマズいか上手うまく説明できないけど、とにかくこの流れをなんとかしないとすごくマズいってことだけはわかる！

「いや、本当にそんな子なんていないんですって！　俺はラノベ一筋で、そんなことにかまけてる余よ裕ゆうなんてないんですよ！」

「そんな先生だからこそ、気になる女子ができたとしたら大問題なんです！」

「み、水無月さん……。でも何の証しよう拠こもないのにそんなことを言われても……」

「確かに証拠はない。でも炎えん竜りゆう先生の心証はある。アッヒー裁判長？」

「……疑わしきは、黒デスね」

「法の常識が一言で覆くつがえった!?」

「落ち着きなさいよ。別にそれであんたを即そく糾きゆう弾だんなんてしないわよ。ただ追つい及きゆうを続けるってだけで」

「無茶苦茶だ！　ってか神坂妹、お前なんか怒おこってないか!?」

「なっ!?　べ、別に怒ってないし！　あんたに気になる女子がいたって、わ、わた、私にはどうでもいい問題だし！」

　い、いかん、あの神坂妹でさえこの流れに乗っかってきてやがる……！　これはなんとしてもみんなの誤解を解かないと……！　でも、どうやって──……って、そうだ！

「涼花からも言ってやってくれ！　みんなが誤解してるだけだって！」

　涼花に説明してもらえばいい！　涼花はこの件に関しては舞の勘違いだって昨日断言してくれたし、いつも真面目なこいつの言葉なら、みんなも信じてくれるはずだ！

「え？　あ、そうでしたね。つい皆みなさんの本気ぶりに警けい戒かい──もとい！　あ、圧あつ倒とうされてしまっていました」

　あの涼花が圧倒されるくらいなんだから、やっぱ相当なもんだな……。

「……こほん、皆さん誤解していますよ。お兄ちゃんに気になっている女子なんていません。氷室さんの勘違いです」

　落ち着いた口調で語る涼花に、全員が黙だまって耳を傾かたむける。

「現にそういった女性の影かげなんてお兄ちゃんにはありませんよね？　同じクラスの氷室さんもよくご存じのはずです。もちろん家で一緒の私もそんな女性の存在は知りません」

　……うんうん、いいぞ、いい感じだ。さすが涼花、説明や説得も上手い。

「そ、それに、お兄ちゃんは皆さんご存じの通り大の妹好きですよね？　そんなどうしようもないお兄ちゃんなんですから、妹以外に興味があるはずもありません！　わ、私は不本意なのですが！」

　……ぐっ、いろんな意味で胸に刺ささる説明……！　が、今この状じよう況きようではそれもＯＫだ！　妹好きに関してはもはや今いま更さらだし、それでみんなが納得してくれるなら、この際いくらでも主張してくださいチクショウ！

　その後も涼花は長々と、俺がいかに妹好きかを述べ（ぶっちゃけそこまで詳しよう細さいに語る必要はなかったと思うが……）みんなの誤解を解こうとする。

　その説明には説得力もあり、涼花も自信ありげに「以上です。誤解だとわかりましたか皆さん？」と締しめくくったのだが、

「「「「「……………………」」」」」

「あ、あれ？　どうしました？」

　意外なことに、誰一人納得した顔をしておらず涼花は戸と惑まどう。もちろん俺も。

「ほ、ほら、今の涼花の説明でも、俺にそんなのいないってのがよくわかっただろ？」

　そう付け加えても、みんなシーンと黙ったままなんの反応も見せない。

　……ど、どうなってんだ？　と俺が戸惑っていると、

「やっぱりおかしいわね」

　今度は舞のその発言に、今まで無反応だったみんながコクリと同調する。

「な、なんでだ!?　今の涼花の説明で明らかに──」

「その涼花さんの説明が変」

　俺の言葉を秋乃さんが遮さえぎり、俺と涼花が「え？」と訊きき返す。

「そうだよね。普通こういう話題の時は、妹として涼花ちゃんが一番に先生を問い詰つめるはずなのに」

「み、水無月さん。だからそれは、私は勘違いだってわかってるからで……」

「そうかもしれないけど、もう一つ可能性があるわよね？」

「春菜さんまで!?」

　みんなに代わる代わる声をかけられ焦る涼花。……おお、あの涼花がこんな形で翻ほん弄ろうされてるなんてレアな光景──……って言ってる場合じゃなくてだな。

「そう、それは……、妹さんが知ってて先生をかばっている可能性デス！」

「……え、ええ!?　な、なにを言ってるんですかＷピースさん！　私がお兄ちゃんをかばうだなんて、そんなのあり得ません！　水無月さんが言うように、もしそんなのが本当だったら、既すでに寝ねる間もなく白状するまでお兄ちゃんを問い詰めています！」

「…………」

　恐おそろしいことをサラリと言ってるが、それが比ひ喩ゆ表現じゃないだろうってのは涼花を知る俺にはよくわかってるので、怖こわくて口を挟はさめない……。

　ともあれ涼花は必死に説明する。けれどＷピース先生は「デスが」と遮って、

「確かにいつもなら妹さんはそうしてたデショう。しかし逆に言うと、いつもと状況が違っていた場合、そうしないことも考えられマスよね？」

「い、いつもと違う状況ってなんですか」

「妹さんは先生のことが大好きデス」

「な、なにをいきなり!?　た、たたた確かに私とお兄ちゃんは仲良し兄妹きようだいデスが、そ、そんな大好きだなんて!?　わた、私はあくまでも妹の義務として──」

「デスが、ただ好きなだけじゃなくて、先生のことをとっても大切に想おもってマスよね？」

「……え？　そ、それは……」

「そう、妹さんは先生のことを何より一番に考えている素す晴ばらしい妹さんデス。だからこそ、こうも考えられるんデス。本当に先生に気になる女の子がいるからこそ先生のことをかばってるんじゃないかと」

「……………………え？　えええええ!?」

　俺は、そのあまりのトンデモ理論に思わず声を上げる。

　……な、なにを言ってんですか！　って、みんなでなんで納得顔なの!?

　む、無茶苦茶だ……！　涼花さん、なんとか言ってやってくださいよ……！

「う……、そ、そんな事実はありません……！」

「なぜそこで言葉に詰まる!?」

　ほら見ろ、お前がいい淀よどんだせいで、みんな「やっぱり」って顔してるぞ！

「……す、すいません。あまりにも的確な分ぶん析せきに、思わず怯ひるんでしまいました……！　まさか兄想いの妹の心を見事に見み抜ぬいた上で誤解をされるなんて……！」

「どこが!?」

　……もはやどこからツッコんでいいいかわからんぞ!?

　だが、そんな悠ゆう長ちようなやり取りをしている暇ひまはなかった。

「や、やっぱりいるのね！　祐には気になる女の子が！」

「あの涼花ちゃんが黙ってるなんて……！　つまり先生の本気レベルはそこまで!?」

「……これは想像以上の大事件」

「ふ、ふうん……。今度ばっかりは、ちょっと興味あるかな」

　わずかに発生した隙すきに、全員が勢いよく群がってくる。

　もはやみんなの頭の中では、俺に気になる女子がいるということが確定事じ項こうになってしまったようだ。涼花がなんとか再反論するも、さっきの謎なぞの動どう揺ようを引きずっているのか、言葉に力がなくとても押し返せそうにない。

「さあさあ先生、ここは吐はいて楽になりマショう。安心してくだサイ。その女の子の素す性じようがわかったところで、別になにかをするわけじゃありマセんから」

「そうそう、別に闇やみ討うちとかしないわよ！」

「手切れ金で話をつけたりもしない」

「わざわざ口にするところが何一つ安心できないんだが!?」

　ってか本当に誤解なんだってば！　そんな子は影も形も存在してないの！

　と、いくら説明しても、誰だれ一人として納なつ得とくしてくれる気配はない。

　舞は完全にエキサイトしてるし、Ｗピース先生と水無月さんは表面上はいつも通りの笑え顔がおだけどなんか雰ふん囲い気きが怖いし、秋乃さんは頰ほおを膨ふくらませてるし、神坂妹も身を乗り出してるし──……ああもう、マジでどうすりゃいいんだ！

　とはいえ、俺には全員からの追及をひたすら否定し続けるしかなかった。

　なんか涼花は「あうあう……」と動揺しててもう頼たよれそうにないし、そもそも本当に何もないんだから、否定以外できることがない。

　とはいえ、そんなことで引き下がってくれるような面々なら最初からこんなことにはなっていないので──

「はぁはぁ……、なかなかしぶといわね……！」

「あのわかりやすい先生が、ここまで桜達の追及をかわすなんて……！」

「これはいよいよ怪あやしい。こうなったら実力行使も」

　なんだかだんだんみんな興奮して来て、雰囲気も怪しくなってきた。

　……というか、実力行使ってなんなんですかね秋乃さん!?　冗じよう談だんですよね!?

「ん？　どうしたのよアッヒー。さっきからずっと黙り込んで」

　とその時、神坂妹がふとそんな発言をした。それに反応して全員が振ふり向くと、

「ふむ……」

　と、Ｗピース先生が珍めずらしく真しん剣けんな顔でなにやら考え込んでいた。

「私達は、もしかしたら大きな誤解をしていたのではないデショうか」

　そしてポツリと、そんな意味深なことを呟つぶやく。……って、誤解って話なら俺がさっきから何度も言ってるんですが？　も、もしかして、ようやくわかってくれたのか？

「な、なによ誤解って。まさかエロイラストレーター、あんたも祐のあんな言い訳を信じるって言うの？」

「いえ舞、そうじゃなくてデスね」

　……あれ？　ち、違ちがうの？

「じゃあ、誤解ってどういう意味よ」

　その舞の問いに、Ｗピース先生はメガネをキラリと輝かがやかせる。そのレンズの奥の目が妙みように楽しげに笑っているように見えて、一いつ瞬しゆん俺の全身に悪お寒かんが走った気がした。

　そして、その感覚の正体を疑問に思う間もなく、




「先生に気になる人がいる、これは事実デスが……。その相手というのは、もしかして私達の中にいるのではないデショうか!?」




「……へ？」

　今までにないレベルの爆ばく弾だんを「きゃっ♪」と軽い声と共に爆発させた。

「「「「「え……、えええええええええええええええええええええええええ!?」」」」」

　一いつ拍ぱく置いて、俺を除く全員の絶ぜつ叫きようがその場に響ひびき渡わたる。

　なぜか涼花までその中に入っていたが、それはさておき──……な、ななななんつー的外れな方向に誤解を進めてるんですかああああああぁっ!?

「ゆ、祐の気になる人が私達の誰か!?　つ、つまり私の可能性も……！」

「もしかしたら桜ですか!?　桜はいつでも先生の妹になる準備ＯＫですよ！」

「弟で子しから一人の女に……。あ、興奮して鼻血が」

「あ、ああああんた何考えてんの!?　というか、わ、わた、私まで巻き込まないでよね!?　私はあんたとどうとか、そんなのこれっぽちも考えてないし!?」
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　俺が内心で絶叫すると同時に、急にテンションが高まる面々。

「ど、どどどどういうことですかお兄ちゃん！　こ、この中にお兄ちゃんの気になる人がいるとか、ほ、本当なんですか!?」

　さらに涼花まで血相を変えて、もの凄すごい勢いで迫せまってくる。

　襟えりを摑つかまれてガクガクと揺ゆさぶられる俺。いや、普ふ通つうに激し……っ、というか締まってる締まってる！　息ができない！

「お、落ち着け涼花……！」

「こ、これが落ち着いていられますか!?　だ、だだだ誰なんですか!?」

「誰も何もあるか！　そもそも俺に気になる女の子がいるって前提がそもそも間違ってるってのは、お前も知ってるだろうが！」

　ってか、さっきまでその立場からみんなを説得しようとしてただろうが！　なんでそのことを綺き麗れいさっぱり忘れてるわけ!?

「……あ、そ、そう言えばそうでした……。し、失礼しました……」

　幸い、涼花はすぐに我に返ってくれた。「こ、この中にいると聞いてつい頭に血が上って……」と真っ赤になって引っ込んでいったが、なんでそれくらいで頭に血が上るのかがマジでわからない……。

　まあ涼花が落ち着いてくれたのはいいのだが、問題はそれ以外のやつらだ。

「やはり、どう考えてもこっちの方が可能性が高そうデスね！」

「エロイラストレーターの言う通りよ……。祐の周りには、私の知らない女の気配はないわ。私の観察眼をかいくぐるなんてまず不可能だから……」

「つまり、先生の気になる女の子は、桜達の知らない子じゃないってことだね！」

「……必然的に、残る可能性は限られてくる」

「そ、それが要するに私達ってこと!?　あ、あんたねぇ、私はともかくお姉ちゃんに手を出したら許さないんだからね！」

　……うわー、話が勝手に進みまくってるんですが。

　なんかさっきよりも全員ハイテンションになってるし、怪しい熱気が場を支配しつつあるのを感じる。それに比例するように、俺の嫌いやな予感も増してるんですが、誰か気のせいだと言ってください……！

「「「「「それで、気になる女の子は誰!?」」」」」

「どわぁっ!?」

　だがそんな心の願いもむなしく、みんなが一いつ斉せいに俺に迫ってきて、瞬またたく間に俺は壁かべ際ぎわまで追い詰つめられる。

　全員の瞳ひとみには怪しい炎ほのおが揺らめていて、なぜかハァハァと息まで荒あらい。俺の脳のう裏りに「捕ほ食しよく」という単語が一瞬よぎったが、なんで平和な日本で暮らしていてそんな物ぶつ騒そうな言葉を連想しなきゃならんのだ！

「わ、私？　私なの!?　べ、別に全然うれしくないけど!?　逆に迷めい惑わくなんだけど!?　で、でもほら、私はあんたの一番のファンなわけだし!?　そういうアレも受けとめるのがファンの義務っていうか!?」

「先生は鬼き畜ちくなのに初心うぶデスね！　私に劣れつ情じようを感じてくれてたなら隠かくす必要なんてなかったんデスよ？　先生のパートナーとして、どんなエロい欲よく望ぼうでも受け止めてみせマス！」

「桜ですか!?　そんなに桜に『お兄ちゃん』って呼んでほしかったんですか!?　それならそうと言ってくれれば、いつでも妹になれますよ桜は！」

「もとより、私の心も身体からだも既すでに師し匠しようのもの。師匠が命じるならば、どんな恥はずかしい要求にでも応こたえる覚かく悟ごがある。……でも、優やさしくしてくれたらうれしい」

「わ、私じゃないわよね!?　そ、そそそそんなこと急に言われても困るっていうか、心の準備とかできてないし、もっと段階を踏ふんでから……！」

「だあああぁっ、一斉に喋しやべるな──────っ!!」

　それぞれが好き勝手に好き勝手なことをまくしたててるからわけがわからないうえ、漏もれ聞こえてくる言葉もまったく意味不明なものばかりで、こいつらはマジで何を言ってるんですかねぇ!?

「だーかーらーっ！　そもそも俺には気になる女の子なんていないって何度も言ってるだろうが！　いないんだから、この中も誰もないんだよ！　前提からして間違ってんの！　いい加減理解してくださいよ！」

　俺は必死に反論する。言ってることは何も間違ってないし、論理的な誤ご謬びゆうもない。完全無欠の真実だと胸を張って主張できる。

「どうやら、祐はどうあっても白状する気がないみたいね……」

　だが、残念なことにまるっきり理解してもらえなかった。

　……なに？　なんなの？　もしかして言葉が通じてないの？　俺の日本語能力の問題なの？　そろそろ泣いていいっすか？

「これほど追つい及きゆうしても口を割らないとは、やはり重大な秘密なのデスね」

「もう何から何までそこに結び付けないでもらえます!?」

「そ、それだけ想おもいが深いってことだよね！　あわわわ！」

「これはもう、判明即そく恋こい人びとレベルの愛情」

「こ、こここ恋人!?　あんたどんだけその子が好きなのよ!?」

　……誰も話を聞いてくれない。これはアレじゃないか？　イジメってやつじゃないですか？　やっぱ泣いていいっすか？　イジメよくない。絶対。

「こ、これは、どうあっても突つき止めないといけなくなったわね……」

「そうデスね。想定していたよりも大事デス。しかしどうやって……？」

「やっぱりここはこうして……！」

「いえ、もっと思い切らないと真実を暴あばくことは……」

「ちょっ、お姉ちゃんなに言って……！」

　俺が人生の厳しさにたそがれていると、いつの間にか全員集まってなにやらヒソヒソとやっていた。何が行われているのか見当もつかないが、ロクでもない事態が進行してるってことだけはわかってしまうのが辛つらい。

「涼花、マジでなんとかしてくれ……。もはや俺の力では、この場は収拾不可能だ……」

　俺は壁際からなんとか逃にげ出して、涼花に助けを求める。

　もはやあの連中を止められるのは涼花しかいない。いや、涼花でさえ無理じゃないかと思ってしまうくらいのレベルだ。俺では到とう底てい太た刀ち打うちできん。

「…………ええ、あの」

　だが涼花はなぜか言葉を濁にごし、チラチラとこちらを窺うかがうと、

「ね、念のためなんですけど……、本当に皆みなさんの中に気になる人はいないんですよね？　ぜ、絶対ですよね……？」

「なんでまだ疑ってんの!?」

　思いっきり不安な反応なんですけど!?

　既に確信したはずの涼花が、どういうわけかまた揺らいでるじゃないか……。

「い、いえ、お兄ちゃんは妹が……。け、けど万が一という可能性も……!?　い、いえいえいえ、そんなはずが……」

　一人であーでもないこーでもないと謎なぞの葛かつ藤とうをしている涼花。

　説得役がこの調子では説得なんてできるはずもなく、いよいよ涼花を頼たよることもできなくなってしまった。どうすりゃいいんだよ……。

　…………あの、もういっそ逃げちゃってもよくないですかね？　こう、全すべてを放ほうり出して遠い土地に的なアレで……。あ、それ楽しそう……。

　そんな感じで俺が、もうこのわけのわからない事態への思考を放ほう棄きして、何もかも忘れてアキバにでも買い物に行くかーと現実逃とう避ひしていた時だった。

「ゆ、祐！」

「へ？」

　気がつくと、いつの間にか舞が俺の目の前に立っていた。

　顔を真っ赤にして、まるで挑いどむように俺を睨にらみつけてくる。が、どこか瞳が潤うるんでいるようにも見えて、迫はく力りよくのようなものは感じられなかった。

　……な、なんだ？　って、さっきまでヒソヒソやってたのが知らない間に終わってるじゃないか。それはいいんだけど、なんでみんな鋭するどい眼光でこっちを見てるんだ？

「ど、どうしたん──」

　──だ、と訊きこうとした途と端たん、舞がグイッと前に出てきて、俺は慌あわてて口を噤つぐんだ。

　さっきまでも大たい概がい距きよ離りが近かったが、今の一歩でさらにそれが縮まったからだ。

　……というか、マジで近すぎるんだが……!?　なんかくすぐったいと思ったら、これ舞の息づかいか!?　よくわかんないけどメッチャいいにおいもするし、ど、どういう状じよう況きようなんだこれは!?

「ま、舞……!?」

　俺はなんとか声をしぼり出して呼びかけたが、舞はジッとこちらを見つめるばかりで何も言わない。ただグッと唇くちびるを結んでかすかに震ふるえるばかりだ。

　だが、その視線があまりにも真まっ直すぐに俺の目を覗のぞき込んでくるので、なんだかものすごく恥ずかしい。舞みたいに俺の顔も赤くなり、それを見た舞がさらに頰ほおを染める。

　いやいやいや、マジで何が行われているのですかこれは!?

「い、いくわよ……！」

「うぁっ!?」

　と、そんなことを考えていると、突とつ然ぜん舞が俺の胸に飛び込んできた。

　頰を擦こすりつけるようにして、俺の胸の辺りをグリグリしている。あまりの出来事に、俺はくすぐったいのか恥ずかしいのかもわからず、ただただ舞の柔やわらかな感かん触しよくと不思議な甘いにおいに翻ほん弄ろうされるしかなかった。

「な、ななななな……っ!?」

　そうして、俺が完全に硬こう直ちよくしていると、

「……ほ、ほらっ！　祐の心臓がすごいバクバクいってるわ！」

　舞はパッと俺から離はなれて、嬉き々きとした表情で後ろで見ていた他ほかの面々になにやらまくしたて始めた。……な、なんなんだ。

「こ、ここここれはもう決まりと言っていいんじゃないかしら!?　というかもう間ま違ちがいないわよね!?」

「お、おい舞、これはどういう……」

「どういうも何も、これだけドキドキしてるってことは、あんたの意識してる女の子は私ってことに──……あっ」

　俺の質問に振ふり返って答えていた舞だが、言ってる内容とその相手に気がついたのか、途中でかああぁと今にも爆ばく発はつしそうなくらい顔を赤く染めた。

　……ま、待て、自分だけ押し黙だまらないでくれ。残された俺はどうリアクションすればいいんだよ！　めっちゃ恥ずかしいし気まずいんだが!?

　というか、混乱して上手うまく思考が働いてないんだが、舞のやつなんて言った？

　俺の意識してる女の子がどうとか、マジで状況が把は握あくできない……！

「まあまあ先生も舞も落ち着いてくだサイ。今確かく認にん中なのデスよ」

　その時、Ｗピース先生がそんなことを言い出した。……か、確認中とは？

「先生の気になる女の子がこの中の誰だれなのかをハッキリさせるためにテストをしてるんデス。意識してるということは、その女の子に接すると先生はドキドキしてしまうはずデスからね。それで判別しようと！」

「そ、そういうこと！　で、あんたはさっきすごくドキドキしてたから、つ、つまり、その、私があんたの……っ!!」

　恥ずかしくてそれ以上言えないのか、舞はプスプスと頭から湯気を出し俯うつむいてしまう。

　一方で、俺はそれを聞いて啞あ然ぜんとした。

　……いやいや、いやいやいや！　もうどこからツッコめばいいんだ……!?

　言ってることはわからなくもないが、その判別方法には重大な欠けつ陥かんがあるぞ!?

　それは、意識してるとかしてないとかに関係なく、舞みたいな美少女にあんなことされたら、男なら誰だってドキドキするという当たり前の事実。

「ほ、ほんと迷惑なんだけど!?　う、うれしくなくて涙なみだが出そうなんだけど!?　で、でも仕方ないわよね……！　祐の想いに応えるのも一番のファンの義務だもんね……！」

　だが当の舞の中では、間違った結論が着々と事実になっていっているようだ。

　……って、呆ぼう然ぜんと分ぶん析せきしてる場合じゃないだろ!?　否定しないとヤバイ！　今までの誤解の中でもトップクラスにヤバイ気配を感じる！　でもどうやって……！

　と、そんな感じで俺が頭を抱かかえていた時だった。

「待ってくだサイ舞。まだ結論に至るには早いデスよ」

「エロイラストレーター!?　ど、どういうことよ！」

　突とつ然ぜんＷピース先生が異議を唱え、それに水無月さんや秋乃さんも「そうだそうだ」と同調する。

「先生が舞にドキドキしたのが事実だとしても、それが即そく、先生の意識してる女の子が舞だということにはなりマセん」

「そうそう！　桜の方がもっとドキドキしてもらえるかもしれないもん！」

「全員が試ためしてみて、一番ドキドキしてもらった子が本命」

「ほ、ほんとに私もやるの……？」

　あーだこーだと言われて、舞は「ぐぬぬぬ……」と言葉に詰つまる。

　だが俺はそれどころではなく、聞こえてくるとある言葉に戦せん慄りつしていた。

　……全員が試してみてって…………、ま、まさか……！

「というわけで、次は私の番デスね！」

「やっぱりそうなるんですね!?」

　ぐぐぐ……っ、予想できてしまった自分が憎にくい……！

　だがそんな俺の内心などおかまいなしに、今度はＷピース先生が舞と入れ替かわるようにして俺の前にやってくる。

「大だい丈じよう夫ぶデスよ先生。落ち着いて、思いっきり私にドキドキしちゃってくだサイ！」

　そう言って、距離を詰めてニコリと笑うＷピース先生。

　美人なのに無む邪じや気きな子供のようなその笑え顔がおと、舞とはまた違ったいい香かおりに、既すでに俺の心臓はバクバクいい始めていた。

「ああ、先生にこんな間近で見つめられて、実に興奮してしまいマスね……！　ずっとこうしてたいデスけど、とはいえドキドキを調べないといけマセん」

「あ、あの、さっきの舞みたいに胸に抱だきついてくるのはちょっと……！」

　あの体勢は密着するから、いろんなところが身体からだに当たって刺し激げきが強すぎる……！

「おお、そうデスか。では私は後ろからいきマスね」

　そう言って、Ｗピース先生は俺の背中に回り、後ろから腕うでを突き出して俺の胸にそっと手を当ててきた。

　Ｗピース先生の手に胸のあたりをまさぐられ、俺はくすぐったさに身み悶もだえする。それでもさっきみたいな抱きつかれる姿勢よりはまだマシだ──……と思っていたのだが、

「んなっ!?」

「どうしたんデス先生？　動くとわかりにくいのでジッとしててくだサイ」

　急に背中にむにゅうっと柔らかな感触がして、俺は反射的に背筋を伸のばす。

　……こ、この二つの凶きよう悪あくな膨ふくらみは……！

「だ、Ｗピース先生……！　あ、当たってます……！」

「えー？　何が当たってるんデスかー？　ハッキリ言ってくれないとわかりマセんねー。ハァハァ……！」

　明らかにわかってる！　ってかわざとやってるでしょ!?　あとなんで息が荒あらくなってるんですか！　……あっ、さらに強くなって……!?

「ふふふ、先生の胸がものすごくドキドキしてマスよ？　これは、私が意識されてる女の子で決定デスかね！」

　そうしてしばらくの間、前でさわさわ後ろでむにゅむにゅした後、Ｗピース先生はいかにも満足といった感じでようやく俺から離れた。

　後ろでは「ず、ズルイわよそんなの！」とか「不ふ可か抗こう力りよくデスよー」とかいう会話が聞こえてくるが、俺はすっかり燃え尽つきてツッコむ気力さえなかった。

「次は桜の番ですよ！」

　だが、そんなことくらいで休ませてくれるような甘い面々なはずもなく、今度は水無月さんが意い気き揚よう々ようと俺の前にやってくる。

「……あ、でも桜、二人みたいに胸が大きくないから、どうしよう……」

「どうもしなくていいです！　普ふ通つうでいいですから！　……というか、俺の胸に手を当てて心音を測るのもできればやめてほしいんですが……」

「あ、じゃあ桜は脈を測りますね！」

　俺のお願いを、水無月さんは笑顔で快かい諾だくしてくれた。

　……ふう、よかった。これで少しは落ち着くことができ──

「ひゃぁっ!?」

　と思った瞬しゆん間かん、首筋に水無月さんの指が触ふれて、俺は素すっ頓とん狂きような声を出す。

「あ、先生、動かないでください。ちゃんと測れません」

「ま、まさか脈って首のところ……!?　普通は手首じゃないんですか!?」

「こっちの方がカッコイイじゃないですか。実はこうやるの、密ひそかに憧あこがれてました！」

　……き、気持ちはわからないでもないけど、不意打ちだから驚おどろいたんですが……。

　しかもこの体勢だと必然的に正面から向かい合うことになるし。

「……ん、ここですね。先生の脈をとらえました！　じゃあいきますね！」

「へ？　いくって何を？」

　と次の瞬間、水無月さんはグイッと身体を前に押し出すと、自分の顔を俺の頭のすぐ横に持ってきた。そして、

「……ジッとしててね、お兄ちゃん……」

「な……っ!?」

　急に、ものすごく甘い声こわ音ねで囁ささやいてきた、だと……!?

「あっ、脈が速くなりました！　すっごくドキドキしてくれてます！」

「い、いや、あの……！　い、今のは一体……!?」

「やっぱり先生に意識してもらう時には妹にならないといけませんから！」

　輝かがやかんばかりの笑顔でそう答える水無月さんだが、いやいや普通に意味がわからない。

　だが水無月さんは啞然とする俺にはお構いなしに、その後も「……うふふ、照れてるのお兄ちゃん？」だの「お兄ちゃんはあったかいね……」だの、プロ声優のスキルを存分に生かして囁いてくる。

　そのどことなく色っぽささえ感じる甘い声音に、俺は頭がクラクラしてきた。

　しかも前のめりで距きよ離りも近いため、時々肩かた辺りに柔らかな感触が……！　さっきは胸が大きくないとか言ってたけど、舞やＷピース先生が規格外なだけで水無月さんも十分──って、マジでなに考えてんだ俺！

「えへへー、いっぱいドキドキしてもらえました！　これは桜が一歩リードですね！」

　やがて水無月さんは満足したのか、そう言って上じよう機き嫌げんで離れていった。

　舞やＷピース先生が「くっ、さすが声優……」とか「テクニカルデスね！」なんて言ってるが、すっかり精神が消しよう耗もうした俺は口を挟はさむ余よ裕ゆうもない。

「じゃあ次は私達」

「うう、私はやりたくないのに……」

　だが、まだ終わってないのだから現実は残ざん酷こくである。

　今度はふんすふんすとやる気たっぷりの秋乃さんと、ゲンナリと肩を落とす神坂妹が二人で前に出てきた。……ん？　二人で？

「私達は春菜が照れ屋だから二人でやる。でも将来的には姉妹しまい丼どんぶりもがんばる」

「んなわけないでしょ!?　変なこと言わないでよお姉ちゃん！　あ、あんたも勘かん違ちがいしないでよね！　わ、私はただ、あんたの脈を測るだけだから！」

　そう言って神坂妹は、真っ赤になって目を逸そらしながら俺の腕を摑つかみ、手首の脈に指をあてた。一方で秋乃さんは、とことこと俺の方に近づいてくると、

「え、あの……、えええ!?」

「ダメ。動かない。よしよし……」

　なぜか俺の頭をふわりと抱きしめて撫なで始めたのだが、な、なんなのこれは……？

「あ、あの、秋乃さん、これは一体……？」

「私には胸もないし萌もえ声も出せない。でも先生より年上だからお姉さん属性で攻せめることにした。存分に甘えてほしい。よしよし」

　お、お姉さん属性……。なるほど……。

　是ぜ非ひはともかく、発想としては至し極ごくまともだ。秋乃さんのことだからどんな無茶苦茶な感じでくるかと身構えていただけに、なんだかすごくホッとした。

　秋乃さんの見た目はとてもお姉さんには見えないけれど、こうされていると確かに年上の包容力のようなものも感じる。今までが今までだっただけに、余計に安心するというか癒いやされるというか……。

「ふふふ、私の溢あふれ出る年長者の魅み力りよくで先生もメロメロ。きっと今いま頃ごろ心しん拍ぱく数すうも爆ばく発はつしそうなほど跳はね上がってる。春菜、どう？」

「…………なんか普通。というか、むしろ落ち着いているみたいだけど」

「え」

　秋乃さんが（表情こそ変わらないが）ガーンとショックを受けた感じで俺を見る。

　……いやあの、そんな目で見られても困るんですが。むしろいいことだと思います。

「こ、これではいけない。先生にはドキドキしてもらわないと。……えと、えと……。そうだ。春菜、脱ぬげ」

「「はあああぁっ!?」」

　いきなりのあんまりな言葉に、俺と神坂妹の驚きよう愕がくする声が重なる。

「な、ななななに言ってるのよお姉ちゃん！　ぬ、脱げとか……！」

「先生をドキドキさせるために仕方がない。大丈夫。私も脱ぐ」

　そう言って秋乃さんはキュピーンと目を光らせると、本当に服を脱ぎ始め──

「って、ストップ！　なにをしれっとトンデモナイことをしようとしてるんですか！」

「止めないで先生。これも先生にドキドキしてもらうため。手段は問わない」

「あ、お、お姉ちゃん待って。なんか急に脈が速くなってきたわ！　あ、あんたねぇ！　脱ぐとわかった途と端たんに興奮し始めるとか、どんだけ変態なのよ！」

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　ってかこんな事態になったら焦あせるに決まってるだろ!?　って秋乃さん、本当に脱ごうとしないでくださいよ！」

　慌あわてる俺に、真っ赤になって食って掛かかる神坂妹。そしてためらいなく脱ぎ始める秋乃さんと、場は一瞬でカオスの様相を呈ていし始めた。

　それでもなんとか俺は、秋乃さんを押しとどめ神坂妹をなだめて、騒さわぎを収束させることに成功する。そして、これで全員終わったからようやくこの変なイベント（？）から解放されたと胸をなで下ろしたのだが、

「「「「「それで、誰だれに一番ドキドキした!?」」」」」

　すぐにそれが甘い考えだったと思い知らされるのだった。

　……や、ヤバイ。なんかみんな目がマジだ。でも、誰がどうとか、そんなの覚えてもいないし、そもそも答えたらマズイ気配しかないんですが……！

「…………お兄ちゃん」

　だがその時、背後から涼花の声が聞こえて、俺は暗くら闇やみで光を見つけた気分になった。

　……そ、そうだ！　こういう事態を収められるのは涼花しかいない！　涼花ならこいつらを大人しくさせることもできるはずだ！

　俺はそう考えて、希望と共に振ふり返ったのだが、

「わ、私が少し考え事をしている間に、皆みなさんと何をしていたんですか……！」

「げっ!?」

　そこにいたのは、ぷるぷると身体を震ふるわせて涙なみだ目めで俺を睨にらみ付ける涼花で、それはもう完全に絶望でしかなかった。

「は、早く言いなさいよ！　も、もちろん私よね!?」

「いいえ、私以外あり得マセんね！　さあ先生、遠えん慮りよせずに！」

「お、お兄ちゃん、ちゃんと説明してもらいますからね！」

「い、いや、だから……！」

　俺は前後から攻め立てられ、完全に追い詰つめられる。そして悲しいことに、こうなってしまった以上、俺にできることなんて何もないことを知っている。

　そうして、俺はそっと目を閉じた。もはやこうなったら諦あきらめて、全すべてを受け入れるしかないと心の中で涙を流しながら。

「な、なにを現実逃とう避ひしようとしてるんですかお兄ちゃんは！　早く納なつ得とくのいく説明をしてください！」

　……まあ、だからってこいつらの追つい及きゆうの手が緩ゆるまるわけじゃ全然ないんだけどな！




　……で、だ。

　それから三十分近くの間、あーだこーだ、すったもんだがあって、ようやくかろうじてみんな落ち着きを取り戻もどした。

　その間具体的に何があったかは俺の心が痛むので説明は省くとして……、今はただこの仮かり初そめの平へい穏おんを嚙かみしめさせてほしい。根本的には何も解決していないので、本当に本当の意味で仮初なのが辛つらいところだが。

「むぅ……、結局祐の意識してる子が誰なのかわからなかったわね……」

「この中にいるのは確かデショうから、必ず突つき止めないといけマセんね！　まあ今日は一時休戦として、明日もこうやってみんなで集まるとしマショう！」

　そうこう考えているうちにも、早さつ速そく平穏が破は壊かいされる予兆が出ており、俺は慌てて口を挟む。放ほうっておくとロクなことにならねえ……。

「だから誤解ですって何度言えばわかってくれるんですか……。それに明日とかダメですよ。しばらくは文化祭の準備で放課後は潰つぶされるんですから」

　俺はため息とともにそう答える。執しつ筆ぴつ時間は減るわ、冤えん罪ざいで追及されるわ、妹モノの目め途どは立たないわ、ここ最近の俺はマジでいいことがない。

「ん……？　あれ、どうしました？」

　だがその時、直前まではしゃいでいたＷピース先生が急に黙だまって、俺の方をジッと見つめ出した。どことなく驚いているようにも見えるが？

「先生、今なんとおっしゃいマシた？」

「え？　いや、だから、誤解ですってことを──」

「その次デス。なんだか文化祭とかいうワードが聞こえた気がしマスが、それって先生の学校の文化祭のことデス？」

「え、ええ、一週間後にあるんですけど、それがなにか……」

「なんでそれを早く言ってくれないんデスか！　舞も同じ学校なのに、教えてくれないなんてヒドイじゃないデスか！」

「ええ!?　そ、そんなこと言われても……！　だ、だって、別に文化祭とか楽しいものでもないし、うちのクラスだって郷土資料の展示とかいうつまんないやつだし……！」

　いきなり話を振られて焦る舞。だがＷピース先生は「甘いデスね」と続け、

「たとえそうだとしても、文化祭デスよ？　それって私達みたいな部外者でも入れるんデスよね？　だったら、まさに今の状じよう況きようにおあつらえ向きの舞ぶ台たいではないデスか！」

　と、いまいちよくわからないことを言った。

「アッヒー、今の状況にとは？」

「私達は今、先生の気になる女の子が私達の中の誰なのかを突き止めようとしていマス。けれど残念ながらまだ特定できず、さらなる調査が必要なわけデス。……でも具体的にどうすればと思っていたんデスが、文化祭とは、まさにピッタリデス！」

　ピッタリって……？　あ、なんか嫌いやな予感が……。

「文化祭でみんなが先生とデートすれば、誰が意識されてるかはハッキリするじゃないデスか！　我ながらナイスアイデアデス！」

「やっぱりその方向性ですか!?」

　なんで俺の嫌な予感は、毎回ものの数秒で実現するんですかねぇ!?

「あ、それ本当にナイスアイデア！　桜も先生の学校の文化祭行きたいです！」

「先生の学校。先生の日常。……じゅるり」

「お姉ちゃん、よだれ……！」

　そしてＷピース先生の言葉に一気に盛り上がる面々。

　だがこういう時、いつもなら真っ先に同調する舞が、なぜか今回だけはどこか大人しめで、なにやら真しん剣けんな顔で考え込んでいる。

「……ゆ、祐との文化祭デート……」

「おや、どうしマシた舞？　このプラン、なにか問題が？」

「……え？　う、ううん、なんでもないわ！　祐と文化祭でデートするのよね!?　い、いいじゃない。受けて立つわよ！」

　とはいえ、すぐにいつもの調子に戻ってしまったが。

　……さっきのあの様子は一体何だったんだ？

「ちょ、ちょっと待ってください！　ぶ、文化祭でお兄ちゃんとデートなんて、なにを勝手に話を進めているんですか!?」

　とその時、涼花がものすごく慌てた様子で会話に乱入してきた。

「文化祭デートとか……！　そ、そんなのダメです！　不許可です！」

　おお、涼花がトンデモなアイデアを必死に止めようとしてくれている。

　……のはいいんだけど、なんで俺をそんなに睨むんですかね……。

「でも妹さん、これくらいしないと先生の気になってる子が誰なのかわからないデスからねー。あ、それとも、もっとエロエロで過激な方法で強制的に先生に白状させるというわけデスか？」

「な、なんでそうなるんですか!?」

「あ、あの、桜はそれでも覚かく悟ごはできてるからＯＫだよ！」

「右に同じ」

「わ、私はそんなことしないからね!?」

　……みんなに囲まれて涼花がタジタジになってる。

　真ま面じ目めな性格だけに、わりと無茶苦茶なＷピース先生とか水無月さんみたいなタイプは苦手なんだよな、涼花のやつ。今もほら、明らかに分が悪いし。

「お兄ちゃん！　自分のことなんですからボーッとしてないでなんとか言ってください」

　無茶を言うな！　それができるならもうとっくにこんな騒そう動どうは終わってるわ！

　この状況で俺に発言権がないってことは、お前もよく知ってるだろ……。

　その後も涼花はしばらくねばっていたが、やがてＷピース先生達にどんどん押されていき、ついに追い込まれてしまう。

「……ううう、し、仕方ありません……！　で、ですが認める代わりに、私もその文化祭デートに参加します！」

　しまいには涙目でそんな折せつ衷ちゆう案あんを出した。……が、ちょっと待て。

「お前は確か文化祭で、椎しい名なさんに頼たのまれて劇に出るから忙いそがしいとか言ってなかったか」

「あ、ああ!?」

　……明らかに、今まで忘れてましたって表情だなこれは。

「う、うぐぐ、そうでした……！　琴こと美みにどうしてもとせがまれてやむなく引き受けてしまったんでした……！　まさかこんなことになるとは……！」

「ほう、では残念ながら、今回は妹さんは不参加のようデスね？」

「安心して涼花ちゃん、先生のお相手は桜達に任せてよ！」

　Ｗピース先生と水無月さんにそう言われ、涼花は悔くやしそうに涙目で俺を睨む。

「ううう、なんでこんなことに……！　お、お兄ちゃん、決して皆さんにたぶらかされないようにしてください！　というか、当日にタイミングよく風か邪ぜでもひいてください！」

　お前、サラッと無茶苦茶なこと言ってるな!?

　だが、これは要するに涼花がみんなを止められなかったというわけで、涼花でさえ敵かなわなかった相手に俺がなんとかできるはずもなく、文化祭デートとかいう嫌な予感しかしないイベントは強制的に開かれるということに……。

「ああ、どうしてこんなことに……！」

　涼花が頭を抱かかえているが、俺も内心では同じ状態だ。……なんでこんなことに。

　そうやって、俺がガクリと肩かたを落としている時だった。

　ふと舞がそんな喧けん噪そうの輪の外で、一人でいることに気がついたのだ。さっきわずかに見せたあの真剣な雰ふん囲い気きがまた戻ってきていて、俺はどうしたんだろうと首を傾かしげる。

「……え？　あひゃぁっ!?」

　だが俺と目が合った瞬しゆん間かん、舞は変な声を出して顔を真っ赤に染めた。

「ど、どうしたんだよ。なんか変だぞお前、さっきから」

「な、ななななんでもないわよ！　……えっと、文化祭でのデートだったわよね!?　取材にもなるしちょうどいいわ！　か、覚悟してなさいよね祐！」

　そう言って、ビシッと俺を指さしながら無意味にふんぞり返る舞。

　……いつも通りの舞だな。さっきのは俺の気のせいだったのか？　まあいいか……。

　なにはともあれ、そんなこんなでいつもの通り俺の意思は綺き麗れいに無視されて、いつの間にか文化祭デートとやらが決まってしまった。

　こうなってしまった以上、俺はもはや成り行きに任せるしかないことをよく知っているので、無心で付き合うしかない。それこそ、舞が言ったように覚悟をするしかないのだ。

「……ほ、本当に覚悟しててよね、祐……」

　俺はそんな舞の呟つぶやきを聞きながら、文化祭が興味のないイベントから脅きよう威いのあるイベントに変へん貌ぼうしたことに、改めてため息を吐つくのだった。




　　　　▼




「おお、やっぱり文化祭の雰囲気っていいものデスねー！」

「ここが先生の学校なんですね！　桜、なんだか感動してます！」

「ふんすふんす。先生の私生活の香かおりがする」

「……ふ、ふうん、共学ってこういう感じなわけね」

　そうして文化祭当日。

　残念なことに、みんな本当に俺の高校にやって来てしまった。

　やっぱり学校に行くのはマズイよねー的な常識が働いて中止にならないかなーとわずかな期待を抱いだいていたんだが……、そんな生なま易やさしい展開になるほど甘い面々じゃなかった。

「……あの、できればみんな、もう少しテンションは抑おさえ気味でお願いします……」

　とはいえ来てしまった以上は仕方がないので、俺としてはなんとか乗り切る以外選せん択たく肢しがない。ひたすらみんなが目立たないよう祈いのるしかないわけだが──……そんな祈りが届かないことくらいは、考えなくてもわかるんだよなぁ……。

「お、おいあれ……！」「わぁ、すごい美人さんばっかり」「また永なが見みか！」「外国の人もいる？」「永見くんとどういう関係なのかな？」「す、すごい……」
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　案の定、既すでに目立ちまくっているようで、校門付近を通過する生徒や来場者から思いっきり好こう奇きの視線を投げかけられる俺達。中には男どもの嫉しつ妬とや怨えん嗟さが含ふくまれてるものもあって、めっちゃ居い心ごこ地ちが悪い。うぐぐ……。

「お、お兄ちゃん、私はもう行かないといけませんが、決して、決して！　おかしなことにならないように、気を引き締しめておいてください！　いいですね！」

　涼花はというと、ギリギリまで俺と一いつ緒しよにいた後、最後に俺にそう言い聞かせ、何度も何度もこちらを振ふり返りながら校舎の中へと消えて行った。なのでこの状況は、俺一人で何とかしないといけないというわけで、もう帰りたいぜ……。

　とりあえず周囲の視線を避さけるために、俺は人気のない校舎裏辺りにみんなを引っ張っていく。Ｗピース先生が「そんな所に私達を連れて行ってナニをするつもりなんデスかハァハァ！」とか言って目を輝かがやかせていたが、当然無視だ無視！

「……そ、それで、本当にやるつもりなんですか。その、文化祭デートとやらを……」

　既になんか疲つかれてしまった俺がウンザリとそう言うと、みんなは当たり前だとばかりに大きく頷うなずく。無む慈じ悲ひだ。

「先生の気になる人を特定するためデスからね！　もちろんデスよ！」

「それに先生と一緒に文化祭も回りたいですし！」

「去年は妹さんの学校で少し会っただけだった。今年は目いっぱい楽しむ」

「わ、私は別に楽しみになんてしてないし、緊きん張ちようもしてないわよ」

　みんなやる気も満々だった。普ふ段だんならこんな状況では、涼花がある程度手た綱づなを締めてくれるところだが……。とはいえ、今はいないんだから仕方ない。

「………………」

　そんな中、ふと気づくと、なぜか舞だけが一人静かにたたずんでいた。

　普段ならこういう状況では、人一倍うるさいはずなのに。

「どうしたんだお前？　なんか今日はえらく大人しいな」

「……え？　な、なんでもない！　で、デートよねデート、うん！」

　やっぱりどこか様子がおかしい。もっとも、なんでおかしいのかはわからないんだが。

　……この前から──というかここ最近、ずっとこんな感じなんだよな、舞のやつ。

　けどデートに関してはむしろ、他ほかのみんなよりもやる気があるようにさえ見えるし、本当によくわからない。謎なぞだ。

　と、それはともかくとして、だ……。

「あ、あの、デートというのは具体的には……」

　俺はおっかなびっくりそう口にする。ぶっちゃけ聞きたくないけど、聞かないわけにもいかないというのが辛つらいところだ。

「もちろん一人一人と先生が文化祭を回るんデスよ。誰だれに一番ドキドキするかを調べるんデスから、当然デスね！」

　そしてＷピース先生が笑え顔がおで無慈悲な答えを返してくる。

　大体想像はついていたが、改めて言われると泣きたくなるな……。またあの視線を、今度は全員分浴びないといけないのか……。

「では、先生との文化祭デートバトルを思いっきり楽しむとしマショう！」

「「「「お───────────っ!!」」」」

　そしてＷピース先生の掛かけ声とともに、争うのか楽しむのかよくわからない文化祭デートが始まったわけだが、

「……ゆ、祐の気になる女の子……。私達の誰か……。わ、私……！」

　やっぱり舞だけがどこか変な様子で、それが小さな棘とげのように、俺の心の中に違い和わ感かんとして残るのだった。




「ふっふっふ、私が一番手デス！」

　それはともかくデート本番。

　厳正かつ熾し烈れつなくじ引きの結果、最初はＷピース先生に決まり、今は二人で校内を散策しているところだった。

「なるほど、これが文化祭というものなんデスね」

　Ｗピース先生は俺と並んで歩きながら、物もの珍めずらしそうに辺りを見回す。

　展示やイベント、店などをやってる教室や、行き交かう生徒達など、俺にとってはどうということのない、去年も適当に過ごしただけの文化祭だが、Ｗピース先生にとってはなかなかお目にかかれないものなのかもしれない。

「これは、次に学園もののエロゲを作る時に大いに参考になりマス！」

　……と思ってたらいつも通りのＷピース先生だった。ちょっとほっこりしてた俺はなんだったんだ。いや、わかってたけどさ……。

「あの、あんまりこの場でエロゲとかそういう話は……」

「あ、そうデシたね。すみマセんデシた」

　俺が注意すると、てへっと舌を出すＷピース先生。

　万が一Ｗピース先生が何者なのかを知られたら、連れん鎖さ的に俺との関係（＝ラノベ作家とイラストレーター）だってのもバレてしまうので、そこは誰にも気づかれないように注意するというのが取り決めだ。

　俺とも単なる知り合いという設定。金きん髪ぱつ碧へき眼がんでグラマラスなボディのＷピース先生はただでさえ目立つので、そこのところをキチンとしてないと、おちおち校内を歩くこともできない。焼け石に水感はあるけどな……。

「『先生』って呼び方もダメなんデシたね」

「ええ、なんでそう呼ばれてるんだってツッコまれたら答えようがないですからね」

「そうでもなくないデスか？　『俺はこいつの夜の教師なんだ。くっくっく』って言えば十分誤ご魔ま化かせマスよ！」

「一いつ切さい大だい丈じよう夫ぶな要素がないんですが!?」

「冗じよう談だんデスよ。確かに先生呼びはマズイデスね。それにデートなんデスから別の呼び方のほうがいいデスし。……というわけで、いきマショうか『祐クン』！」

「……えっ!?」

　いきなりそんな呼ばれ方をして、俺はカッと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　Ｗピース先生自体はいつも通りの笑顔なんだけど、急に『祐クン』とか言われて、なんだかメチャクチャ恥はずかしい。

「ふっふっふ、照れてマスね、祐クン？」

「な、なんでそんな呼び方を」

「一応これはデートなんデスから当然デスよね？　祐クン♪」

　……うぐ、明らかに俺が動どう揺ようするのを見て楽しんでるじゃないですか。

　と思っていたら、今度は急にＷピース先生が腕うでに抱だきついてきた。豊満なんて言葉じゃ足りないほど凶きよう悪あくかつ魅み惑わくの感かん触しよくが腕を包み、俺は思わず背筋をピンと伸のばす。

「こういうのもデートなら当然の姿勢デスよ？　さあさあ、そんなに緊張せずに文化祭を楽しみマショう」

　そ、そうは言うけどこれは、その、スゴすぎてなにも考えられないんですが……！

　なんか周りからはやっかみの視線とか「氷室さんがいながら……！」「妹まで独ひとり占じめにしておいて……！」とかいう意味不明な声が聞こえてくる気がするが、こっちはそれどころじゃない。

「んー……、でもどこに行きマショうか？　先生のクラスは何デシたっけ？」

「郷土資料の展示ですから、面おも白しろくもなんともないですよ」

　本当に資料を飾かざってるくらいで、他には何もない。俺が今こうやって自由に行動できているのも、留守番の数人以外は特にやることがないからだ。

　俺がそう答えると、Ｗピース先生は「うーん、じゃあどこに……」と考え込む。

　デートの内容は各人が考えることになっているらしく、俺は何とも言えない。こっちとしては人目のない所で静かに過ごしたいところだが。

「ん？」

　とその時、Ｗピース先生は何かを見つけたようだった。

　俺もそっちの方向に視線を向けると、そこには『写真部・記念撮さつ影えい会場』という立て看板とともに『カップルはタダ！　即そく現像可！』という張り紙も──……って、

「祐クンと記念撮影デスか！　しかもタダとは、いいデスね！」

「いや、でもあれ、タダなのはカップルだけですよ」

「今はデートの真っ最中なんデスから、私達は立派なカップルデスよ!?　それに二人で写真撮影なんて今までしたことなかったデスし、とってもいい記念になりマス！　資料にも使えるくらいエロエロな写真を撮とってもらいマショう！」

　そう言って、Ｗピース先生は嬉き々きとして俺の腕を引っ張っていく。カップルってのが恥ずかしいところだが、比ひ較かく的てきまともなデート内容だったので、俺は安あん堵どしながら従う。

　……Ｗピース先生のことだから「学校と言えば女子更こう衣い室なので今から二人で探たん索さくしマショう！」とか言い出しかねないと思っていただけに、これくらいならまあ平へい穏おんかと思ってしまう俺は、かなり毒されてるんだろうな。うん。

「いらっしゃいませ！　あ、カップルですね？」

　教室に入ると、写真部員と思おぼしき女子生徒が出で迎むかえてくれた。

「記念撮影をお願いしマス！　是ぜ非ひともエロエロな感じに！」

「え、えろ……？」

「き、気にしないでください。普通な感じでお願いします」

　俺が慌あわててフォローすると、女子生徒はなぜか俺の顔とＷピース先生の胸むな元もとを交こう互ごに眺ながめた後「で、では向こうのコーナーへどうぞ」と案内した。

「もう、エロさ満まん載さいの撮影会で祐クンにドキドキしてもらう作戦デシたのに。でもまあいいデス。ここはストレートにラブラブな感じでドキドキしてもらいマショう！」

　Ｗピース先生はそう言って、白い背景パネルの前で「ふっふっふ」と楽しそうに胸を張る。俺は「な、なにをするつもりなんだ……」と戦せん慄りつしていたが、その時ふとバツンッといった感じの音がどこからか聞こえてきた。

　何の音だろうと辺りを見回すが、特に何も変化はない。そうこうしているうちに「ではお好きなポーズをとってください」と言われ、撮影が始まったのだが、

　──むにゅうぅ。

「……っ!?」

　不意に背中に例の二つの膨ふくらみが押し付けられてきて、俺は硬こう直ちよくする。

　……こ、この感触は……！　またＷピース先生はこういうことを……！

　撮影ポーズにかこつけて、どうせまた俺を驚おどろかせようという魂こん胆たんなのだろう。

　俺は誘ゆう惑わくに耐たえつつ、やめてくださいと言おうと思って振ふり返る。だが、

「……こ、これは困ったことになりマシたね」

　Ｗピース先生は笑顔こそいつも通りだったが、眉まゆを八の字にして本当に困ったような表情を浮うかべてるじゃないか。顔も少し赤いし。

「な、なにがですか。と、とりあえず一度離はなれてください……！」

「いえ、祐クンに押し付けとかないとズレてしまいマスから」

「ズレて……って、なんのことです？」

「ブラがデス。ブラのホックが、その……、どうやら急に壊こわれたみたいで……」

　そして耳元で投下される爆ばく弾だん発言。

　……な、なにが外れたって？　ぶ、ブラの？　ホック？

　俺に押し付けとかないとズレるって、それってつまり……！

「最近また少し大きくなってサイズが合わなくなってたんデスよね。でもまさか壊れるとは迂う闊かつデシた。でもこれはなかなかのリアルラッキースケベイベントデスね……」

　珍めずらしく照れくさそうに笑うＷピース先生だったが、俺はそれどころじゃなかった。

　事態を正確に把は握あくした瞬しゆん間かん、俺は頭の中が真っ白になったからだ。……し、しかも、まだ成長している、だと……!?

「あ、あの、そのポーズでいいですか？」

　だが女子生徒の言葉に、俺はかろうじて正気を保つ。

　……と、とにかく、この場はしのがないと……！

「し、仕方ありません。このまま何事もなかったかのように撮影を乗り切って、それから急いで離れましょう……！　なんとかバレないように……！」

「いえ、私はバレても別に大丈夫デスよ？　確かにちょっと恥ずかしいデスけど」

「ええ!?　なんか軽くないですか!?」

「確かに少し驚きマシたけど、これはこれでアリかなって。祐クンがいてくれマスし大丈夫デスよ。それに、想定外のハプニングデスが、これはこれでいっぱいドキドキしてもらえるんじゃないデスか？　ふっふっふ……」

　そう言ってＷピース先生はますます身体からだを密着させてくる。しかも手を前に伸ばして、俺を後ろから抱きしめるような姿勢になったからたまらない。

「このポーズでＯＫデスので、撮影お願いしマス！」

　そして俺が言葉を失っている間に、さっさとＧＯサインを出してしまった。

　俺はずっと押し付けられるＷピース先生の感触と、間近に感じられる息いき遣づかいとに翻ほん弄ろうされ、ただただ固まっていることしかできない。

「ふっふっふ、動いちゃダメデスよ祐クン？　動いたらブラが落ちちゃいマスよ？」

　……いや、だからなんで俺が脅おどされてるんですか!?　逆ですよね立場が！

　だがそんな俺の心の訴うつたえが届くはずもなく、Ｗピース先生は大いにこの状じよう況きようを楽しんでいた。そうして、撮影会はその後も結構な間、この状態のまま続くのだった……。




「……す、既すでに疲つかれた」

　Ｗピース先生とのデートを終えた俺は、早くもゲンナリと肩かたを落としていた。

　あの後Ｗピース先生は「どうデス？　いっぱいドキドキしマシたよね祐クン？　これで私の優勝は間ま違ちがいないデスね！」なんて笑ってたけど、ええ嫌いやというほどドキドキしましたよ、スリリング的な意味で……。ってか優勝ってなんなんですか……。

「もう、今は桜の番なんだから、集中してほしいな！」

　その時、隣となりを歩いていた水無月さんがぷんぷんといった感じで頰を膨らませてきた。

　……そ、そうだった。二番手は水無月さんということで、まだまだこの文化祭デートとやらは続くんだった。

　ちなみに、今俺と水無月さんは手をつなぎながら廊ろう下かを歩いている。道行く生徒達がジロジロとこっちを見ているが、もうなんかだんだん気にならなくなってきた。俺が図太くなったんじゃなくて、神経がマヒしてるだけだって自覚はあるけどな。

「す、すいません……。それで、水無月さんはどこで何をするんです？」

「桜、でしょお兄ちゃん」

「う、あ……、そ、そうだったな、桜」

　俺がそう言い直すと、水無月さんもとい桜は「えへへー」と笑う。

　このやり取りでわかると思うが、今水無月さんは俺の妹になりきっている。なんでそんなことになっているかというと、デートとはいえ他ほかの生徒に誤解されないよう俺達の関係は穏おん便びんな設定にしてほしいと頼たのんだところ「じゃあ兄妹きようだいで！」となったからだ。

　どこがどう穏便なのはかはわからないが、それで了りよう承しようしてしまった俺は、もしかしたら考えるのも面めん倒どうになってるのかもしれないな……。

「なにボーッとしてるのお兄ちゃん？　桜のデートプランはね、別に特別なことは考えてないよ。お兄ちゃんと一いつ緒しよにお兄ちゃんの学校の文化祭を回ること自体が、もう桜にとってはうれしいことだから」

　俺がたそがれていると、意外にも桜はそんなありがたいことを言ってくれた。

「それに、お兄ちゃんは妹とデートしてるってだけでドキドキだからね！　この戦いは桜の優勝で決まったようなものだよ！」

　まあ後半は何を言ってるかわからないんだけどね。だから優勝ってなに……？

　とはいえ、なんかおかしなことを考えてないってのは本当のようで、そこのところは素す直なおにホッとできる。よかった。

「そ、そうか。じゃあ変なことにはならなそうだな」

「うん！　桜はお兄ちゃんと一緒にブラブラして、出店とかも見てみて、ちょっと買い食いしたりもして、そんな感じで楽しもうと思います！」

　そう言って、桜は笑え顔がおで俺の手を引っ張って進んでいく。

　その言葉通り、俺達は特に何をするでもなく文化祭を見て回り始めた。俺はその平穏な時間を素直に楽しみつつも、やっぱり普ふ段だんはここにいないはずの桜と一緒という事実に少しドキドキする。

　……いろいろぶっ飛んだところはあるけど、やっぱり桜は──いや、水無月さんは可愛かわいいからな。名目上とはいえ、そんな人とデートって形で文化祭を回るとなると、男子としては落ち着かないのも自然じゃないだろうか。

　だが、そんなこんなで二人でブラブラしていると、

「あ、永見くん」「あれ？　その子誰だれ？」「うわ、すごい可愛い……」

　廊下でバッタリと、俺のクラスの女子三人組と遭そう遇ぐうしてしまい、俺は思わず「げっ」と口にしてしまった。

　……い、いや、校内なんだから、知ってるやつと出会うのは想定内だ。こういう時はちゃんと「この人は単なる知り合いで～～」と誤ご魔ま化かすって決めてたじゃないか。

　俺は一瞬戸と惑まどったが、すぐに気を取り直して対処しようとする。だが、

「お兄ちゃんのクラスメート？　はじめまして！　桜はお兄ちゃんの妹です！」

　や、ヤバい！　そうだった！　今はそういう設定だったんだ！　よく考えずに了承してしまったツケが今になって回ってきた！

　女子三人組は「い、妹……？」と怪け訝げんな顔をしているが、そりゃそうだ。その反応は実に正しい。けど、なんとか誤魔化さないと……！

「い、いや、妹ってのは便べん宜ぎ上じようというか。この子は親しん戚せきで従姉妹いとこのはとこみたいなアレでだな、小さい頃ころから兄妹同然的な関係だったからって意味で……！」

　俺は慌てて取り繕つくろう。桜からは文句が出るかもしれない言い訳だが、頼むからここはなんとか合わせてください……！

「えへへ、親戚だって……！　えへへへへ……」

　だが、なぜか桜はうれしそうに頰ほおを赤らめていた。

　……い、今の台詞せりふにそんな喜ぶところがあったっけ……？　いや、なんだかよくわからないけど、文句が出ないならそれでいい……！

「そうなの？」「でも親戚の割には全然似てないよね」「っていうかそもそも、全然年下には見えないんだけど」

　だが女子三人組の疑念はぬぐい切れていないようだった。

　そして、出てきた疑問はいちいち全部その通りすぎてぐうの音も出ない。

「そんなことないよ。桜はお兄ちゃんの妹だよ！」

　しかし、そこに桜が猛もう然ぜんと反論する。普段の妹演技はなにかと困ることが多いのだが、今回ばかりはその姿が頼もしく見えた。

　俺は内心で「そうだ。言ってやってくださいよ！」と主体性の欠片かけらもない応おう援えんをしていたのだが、その時、

　──ぎゅむ。

「……？　…………っ!?!?!?」

　不意に頭を引き寄せられ、ものすごく柔やわらかな谷間に顔が埋うまった。

　……え？　な、なにが起こった？　ってか、こ、この感かん触しよく……！

「妹だから、こういうことをしても全然恥はずかしくないんだよ。兄妹ならこういうスキンシップは当たり前だもんね」

　頭上からそんな声が聞こえてきて、俺は今自分がどんな体勢なのかようやく確信する。

　……さ、桜の胸に、抱だかれて……!?

「ぷはっ!?」

　そう気づいた瞬間、俺は慌あわててそこから脱だつ出しゆつする。

　桜は少しだけ頰を染めながらも、本当に当然と言った顔で「ね？」と女子三人組に向けて笑顔を見せている。で、その女子達はというと、

「あ、は、はい……」「納なつ得とくしました……」「す、すごいね……」

　顔を真っ赤にしながらも、圧あつ倒とうされたように後ずさっていた。

「じゃ、じゃあ二人の邪じや魔ましちゃ悪いから……」「永見、あんた氷室さんという人がいながら……」「一年に妹もいたよね？　いつか刺さされるよ……」

　そして、そんな事実無根だけど胸に突つき刺さる台詞を残して、そそくさと去って行ってしまった。ああ、ああああ……。

「うん、桜が妹だってわかってもらえてよかったね。それに、デートしてるなんてバレなかったし、ちょ、ちょっとイチャイチャもしちゃったし……」

　そう言って照れた笑みを浮うかべる桜。その笑顔は本当に可愛かったのだが、今の俺にはそんなことを言ってる余よ裕ゆうなんてあるはずもなかった。

　……俺の学校生活は、今日で終わるのかもしれないな。

「ねえお兄ちゃん……？　桜とのデート、ドキドキしてる？」

　首を傾かしげながら俺の顔を覗のぞき込んでくる桜に、俺は力なくコクリと頷うなずく。

　桜は「やったー！　これで桜が優勝！」と喜んでいるが、俺は内心でこう呟つぶやいていた。

　……ああ、ドキドキしてるよ。何にドキドキしてるのかもうわからないレベルで……。




「やっと私達の番。ふんすふんす」

「……で、あんたはなんで死にそうな顔してるわけ？」

　三番手は神坂姉妹しまいだった。

　神坂妹が俺に呆あきれたような顔を向けるが、俺は何とも答える気力がない。……とはいえ、まだ文化祭デートとやらは続いているので、気をしっかり持たないといけない。辛つらい。

「いや、うん……。そ、それより、今回も二人一緒なのか」

　とりあえず気を取り直してそう訊たずねる俺。

　すると秋乃さんが「これは仕方がないこと」と言って、

「春菜が恥ずかしがって一人じゃデートできないって言うから、私も同どう伴はんしてる」

「そ、そんなこと言ってないわよ。私はただ、こんな意味不明なことはやらないって言っただけで……。その、こいつとデートとか……」

「本当なら私一人で先生とデートしてた。放送室を占せん拠きよして婚こん約やく宣言をぶちかまして先生をドキドキさせたかった」

「それはドキドキしますねぇ!?　危機的状況って意味で！」

「でも今回はデートの主役を春菜に譲ゆずる。先生をドキドキさせつつ、この機会にデートの何たるかを学ぶべき。春菜はこういう経験がないんだから」

「お、お姉ちゃんだって男とデートなんてしたことないでしょ!?」

「妄もう想そうの中でなら先生と百回以上デートしてる。ふんす」

　ぎゃーぎゃーと、なぜか姉妹で言い争ってる二人。なんなんだ……。

「とにかく春菜がデートを主導する。さあ、デートらしく先生と手をつなぐ」

「ぐぐ……！　わ、わかったわよ、やればいいんでしょやれば！」

　そう言って、ヤケクソ気味に俺の手をつかんでくる神坂妹。そして秋乃さんも「私はこっち」と反対側の手を取ってくる。

　そうして俺達は校内へと歩き出したわけだが、すごく恥ずかしい両手に花状態……。

「そ、それで、どこへ行くんだ？」

　俺はもういろいろ考えるをやめて、無心でデートを完かん遂すいしようと訊ねる。デートを完遂とか明らかに日本語がおかしいが、気にしてはいけない。

「そ、そんなのわからないわよ、デートとかしたことないんだから。適当にいろんな出し物を回ればいいでしょ」

　だが神坂妹は顔を赤くしながらそう返す。まあそれが王道だし、俺としても何事もなく終わるのはありがたいのだが。

「そんなことじゃダメ。もっと積極的にイベントを起こすべき。たとえばあそこにあるお化け屋や敷しきに入って、怖こわがりながら先生を押し倒たおすとか」

「そそそそんなことできるわけないでしょ!?」

「じゃあ、向こうの撮さつ影えい会場で、先生とのラブラブ写真を撮とるとか」

「だから！　そ、そんな、こいつとラブラブとか……！」

　また言い争いが始まる神坂姉妹。……というか、写真云うん々ぬんはさっきＷピース先生とやったんですが……とは、もちろん口にしないぞ。

　まあそんな感じで、俺は姉妹の口論に挟はさまれながら、文化祭を三人で回っていった。

　途と中ちゆうでクレープを買い食いしたりして、秋乃さんが食べさせ合いをしろとけしかけたりもしたが、神坂妹は真っ赤になって拒きよ否ひ。そういったやり取りが何度か続きつつも、全体としては平へい穏おんなデートで俺は胸をなで下ろす。

　秋乃さんはドキドキが足りないと不満げだが、俺としては平穏大だい歓かん迎げいだ。それに、たとえ平穏でも、こうやって二人と一いつ緒しよにデートしてるだけで十分ドキドキしてるし。

　……やっぱり美人姉妹だしな。行き交かう生徒達の羨せん望ぼうの眼まな差ざしも痛い。

「むう、このままでは何事もなく終わってしまう。……そうだ、最後にあそこに行く」

　やがて秋乃さんは痺しびれを切らしたかのように、ある方向を指さす。

　そこには工芸部の部室があり、今は手作りアクセサリー屋になっていた。

「あそこで先生が春菜にプレゼントを買う。もちろん彼女扱あつかいをして。どれがいいかは春菜が『おねだり』すること」

「お、おねだり？　私がこいつに？」

「デートなんだから当然。最後くらい彼女になりきって先生をドキドキさせる」

　秋乃さんに強めに言われ、神坂妹は「う……、わ、わかったわよ」と怯ひるむ。

　俺達は部室に入り、並べられたアクセサリーを眺ながめる。銀細工で、なかなかクオリティが高い。なかなかやるじゃないかうちの工芸部。

「え、えっと……、どれにしよう……」

　神坂妹は俺とアクセサリーを交こう互ごにチラチラ見ながら、恥ずかしそうに選んでいる。

　だがやがて、ある一点に視線がピタッと固定された。

「……そのリングが欲ほしいのか？」

「ふぇっ!?　そ、そそそそんなリングとか特別なのをあんたからなんて……！」

　ちょっと訊ねただけで、なぜか真っ赤になって慌てる神坂妹。

　するとその時、黙だまって見ていた工芸部員の店員が、

「彼女さんですか？　カップルさんなら、こちらのペアリングとかお勧すすめですよ」

　と発言したものだから、神坂妹の顔がさらに真っ赤に染まる。

　……これはきっと耐たえられず「ち、違ちがいます！」みたいなことになるんだろうな……と、俺は内心で予想していたのだが、

「……は、はい……。か、彼がそれでいいなら……」

　なぜか急にものすごくしおらしい様子で、コクリと頷いたじゃないか。

　さらに、俺の服を弱々しくつまんで、涙なみだ目めで助けを求めるように俺を見上げる。

　その様子が今までの神坂妹とまるで違って、俺の心臓がドキリと跳はねた。

　……こ、こいつ、こんな庇ひ護ご欲よくをかき立てるような顔は初めて見たぞ……！

「そうですか。ペアリングはいくつかデザインがあって──」

　工芸部員が説明をしている間、俺と神坂妹の間になんともくすぐったい空気が流れる。

　……な、なんか本当にデートしているような気が……と、俺がドキドキしていると、

「…………ペアじゃなく、三人用のアクセサリーをお願いする」

「お、お姉ちゃん？」

　後ろからいきなり秋乃さんがにゅっと出てきて、神坂妹と俺はビクッと驚おどろく。

「さ、三人用ですか？　お揃そろいのデザインはありますけど……」

　もちろん工芸部員も突とつ然ぜんのことに戸と惑まどっていた。そして「あの、あなたは……」と遠えん慮りよがちに関係を訊ねる。すると、

「関係？　彼女は春菜だから…………、うん、私は愛人」

　いつも通りの無表情で、いつも通りトンデモナイことをサラッと口にしたじゃないか！

「あ、あああ愛人!?」「お、おおおお姉ちゃんなに言ってんの!?」

　俺と神坂妹はもちろんその衝しよう撃げき発言に慌てる。

　……な、なんつーことを……！　ほら、周りの生徒が「愛人？」「痴ち情じようのもつれ？」とか事実無根なことをヒソヒソやってるじゃないですか！

　だが秋乃さんはそんな周囲の反応など意に介かいした様子もなく、

「彼女役は春菜に譲ったけど、やっぱり寂さびしい。だから私も参加するため、無理のない役やく柄がらを考えた。大人の魅み力りよくにドキドキしてほしい。ふんす」

　それどころか得意げに胸を反らしてそう続けた。……いやいやいや！

「あ、あんたねぇ、お姉ちゃんを愛人にとか、なに考えてんのよ！」

「いや俺が言ったわけじゃないのに、なんでこっちに突っかかってくるんだよ!?」

「なので、彼氏と彼女と愛人用のアクセサリーください」

　動どう揺ようでわけがわからなくなってる神坂妹と、同じく混乱する俺。そして、平然と買い物を続けようとする秋乃さんに、笑え顔がおを引きつらせる工芸部員。

　さっきまでの平穏はあっという間に吹ふっ飛び、気づけばいつの間にかカオスなことになっているわけだが、この面子メンツで文化祭デートとか、考えてみたら無事に終わるわけがなかった。何を淡あわい期待を抱いだいていたんだ俺は……。

　ちなみにその後、とりあえず三人お揃いのキーホルダーを購こう入にゆうすることでなんとか落ち着いたわけだが、今後、俺に関するどんな噂うわさが学校に蔓まん延えんするかについては、もはや諦あきらめる以外ないのだった……。ううう……。




「噂なんかほっときゃいいのよ。それでも変なこと言うようなやつがいたら、私が文句言ってやるわ」

　そして最後の番となった舞は、もはや泣きそうになっていた俺の話を聞いて、そんな珍めずらしくありがたいことを言ってくれた。……うう、頼たのもしいぜ。

　……とはいえ、実は俺が一番懸け念ねんしてるのはお前なんだけどな。

　他ほかのみんなは、学校の連中は知らないからなんとでも誤ご魔ま化かせるけど、舞は校内の有名人だ。そんな相手とデートなんてしてたらどうなるか……。しかも、みんなみたいに意味不明な過激なことをしてきたら……？　というか、火付け役のこいつが一番そうする可能性が高いから恐おそろしい。

「そ、そうか、ありがとう……。なので、その、お前も変な噂にならない程度に大人しくしといてくれると助かるんだが……」

　なので俺は、かなり及および腰ごしになりながらそう言う。

　デートなんだからイチャイチャするのが当然！　みたいなノリでこられたら、明日以降の学校生活が想像したくない領域に突とつ入にゆうしてしまう。涼花との一件とか、さっきまでのデートとかでもう既すでにヤバイのに、舞との関係まで誤解されたらもはや決定的だ。

「な、なによそれ。私は別に変なことなんてしないわよ。で、デートだからイチャイチャするのが当然とか、この機会に取材も兼かねようとか、そんなことは思ってないからね」

　…………本当だろうな？　本当ならうれしいんだけどな？

「……それに、みんなは楽しんでるだけかもだけど私はちゃんと確かく認にんしないと……」

「え？　確認って何を？」

「な、なんでもないわよ！　と、とにかく、やることはもう決めてあるんだから、あんたは黙ってついてくればいいの！」

　そう言って舞は、一人でさっさと歩き出してしまったので、俺は慌あわてて後を追う。

　舞はいつも通り、注目される視線を完全に無視したまま歩き続ける。人ごみが自然と避よけていくのを見ていると、やっぱり美少女ってすげーと思うな……。

「ここよ」

　と、そんなことを考えていると、間もなく舞は足を止めた。

「ここって……、メイド喫きつ茶さ？」

　舞がやって来たのは、間違いなくメイド喫茶だ。看板もそう出てるし、メイドさん（いわゆるオタク系じゃなく、スカートの長い本格派）の格好をしてる女子生徒も入り口に立っている。いまや文化祭では結構定番と化した出し物だ。

「ここで何をするつもりなんだ？」

「べ、別に。普ふ通つうに一服するだけよ。……って、なによその疑わしそうな顔は！」

「い、いや、だってお前がそれくらいで終わるわけないし」

「どういう意味よ！　……私はただ、いろいろ都合がいいからここを選んだだけよ。とにかく入るわよ！」

　舞は有う無むを言わさぬ感じで俺の手を引っ張って中に入る。

　俺は舞の真意がわからずに警けい戒かいしていたが、次の瞬しゆん間かん、そういった考えは綺き麗れいさっぱり頭から吹っ飛んでしまった。……というのも、

「お、お帰りなさいませ……、ご、ご主人さま……！」

「…………へ？　に、二に階かい堂どうさん？」

　そう、なぜか二階堂さんがメイド服姿で目の前に現れたからだ。

「な、ななな永見先せん輩ぱい!?　それに氷室先輩も!?」

　俺も驚いたが、驚きよう愕がくの度合いでは二階堂さんの方が遥はるかに大きかったらしく、顔を真っ赤にして口をパクパクと動かしていた。

「ど、どどどどうしてお二人がここに!?」

「に、二階堂さんこそ。それにその格好……」

「わ、わた、私はクラスの出し物でやむを得ず……！　うう、こんな破は廉れん恥ちな姿をよりにもよってお二人に見られるとは、なんという屈くつ辱じよく……！」

「クラスのって……、じゃあ、ここって涼花のクラス!?」

「そうよ。気づいてなかったわけ？」

　舞は平然とそう言い放つが、全然気づいてなかった……。ってか涼花のクラスの出し物がメイド喫茶だなんてことさえ知らなかったぞ……！

「ま、待ってくれ。じゃあ涼花もまさかメイド服を……？」

「い、いえ、涼花と琴美は劇の準備で演劇部にいっており、クラスの出し物には参加していません。涼花にこんな格好をさせるなど許されません……！」

　自分自身の恥はずかしさに耐えながら、涼花のために拳こぶしを握にぎる二階堂さん。

　……まあ涼花は過去に取材の過程でメイド服着たことはあるんだけどな。

　それはともかく演劇部か……。そうだったな。動転して忘れてた。

　涼花はいないとわかって俺はホッと胸をなで下ろす。だけど、なんで俺は安あん堵どしているんだろうか？　我ながら謎なぞだ……。

「……む。とにかく、私達は客として来たのよ。席に案内してもらえるかしら」

「そ、そうでしたか。本来ならこんな姿をお二人に見られて、私は腹でも切らねばならないところですが、これもメイドの務め……！　ではこちらに」

　二階堂さんは屈辱を嚙かみしめながら席に案内してくれた。ぶっちゃけメチャクチャ似合ってるし、周りの男子もみんな見てるし、胸を張ってもいいと思うけどな。

「ご、ご注文は何になさいますか。えっと……、ご、ご主人さま、お嬢じようさま……！」

　ものすごく力みながらもメイドさんになりきろうとしている二階堂さん。

　さっさと解放してあげるべく、俺は適当にコーヒーでも頼もうとするが、

「わ、私達にはこれを」

　なぜか舞が勝手に俺の分まで注文してしまった。

「な……っ!?　ほ、本気ですか氷室先輩お嬢さま!?」

　そして狼ろう狽ばいのあまり呼び方がおかしくなる二階堂さん。……待て、何を頼んだ!?

　二階堂さんが赤い顔で去って行く中、俺は舞に問い詰つめる。だが、

「こ、今回のデートに必要なものよ。あんたは黙って付き合いなさい……」

　そんなことを言って目を逸そらすばかりで要領を得ない。

　だが俺の疑問は、間もなく圧あつ倒とう的な存在感の物体がやって来たことで氷解した。

「ど、どうぞ、カップルドリンクです……！　な、永見先輩、氷室先輩とこんなものを飲むなんて、どこまで破廉恥なんですか……！」

　一つのグラスに二つのストロー。ご丁てい寧ねいにもハート型になっていて、しかもメイドさんの罵ば倒とう付き──って言ってる場合か！　なんだよこれ！　なんでこんなのがメニューにあるんだよ!?

「で、でででデートなんだから、当然これくらいはするわよね!?」

　自分で注文しておきながら自分で狼狽してる舞。

　やっぱりお前を信じた俺がバカだったよチクショウ！

「い、いやさすがにこれは……！」

「い、いいから！　確認のためだから、は、早く飲みなさいよ！」

　俺の抵てい抗こうも一いつ蹴しゆうして、舞は今にも爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くしながら、先にストローを咥くわえる。だから、なんだよ確認って……！

　俺はもちろん躊ちゆう躇ちよするが、この状じよう況きようではもう従うしかないということはわかっているので、間もなく諦めてストローを口にする。目をつぶってドリンクを飲むが、もちろん味なんてわかるわけもない。

　……うう、周りから小さな歓かん声せいのようなものが聞こえる。他にも「やっぱり氷室先輩って永見先輩と……！」とか「う、羨うらやましい……！」とか「は、ははは破廉恥な……！」とかいう声が聞こえてくるが、反論する余力もない。

　くそ、マジで変な噂が立ったらお前が払ふつ拭しよくしろよ舞！

「……ゆ、祐、目を開けなさい」

　俺が心の中でそう呟つぶやいていると、舞の声が聞こえてきたので俺は目を開ける。

　すると舞が頰ほおを染めて俺を真まっ直すぐに見つめていたので、さらに顔が熱くなった。

「い、今、ドキドキしてる？」

　そして投げかけられるそんな質問。

　……ああ、嫌いやというほどドキドキしてるよ！　こんな状況、平静でいられるか！

　俺はそういう意味を込こめて、無言でコクコクと頷うなずく。だが、

「…………やっぱり、ちょっと違ちがう」

　なぜか舞は不満そうに少しだけ頰を膨ふくらませて、そんなことを呟いた。

「な、なにがだよ。なにが違うって言うんだ」

「そ、それは、この前の祐の雰ふん囲い気きとっていうか……。と、とにかく観察してるんだから私のことを真っ直ぐ見てよ！　目を逸らさず！」

　う～～……とこっちを見つめすぎて睨にらみ付けるレベルになってる舞。

　いやいや、意味がわからないから！　と、俺は反論しようとしたのだが、

「…………っ」

　その舞の視線がなぜか今までにないくらい真しん剣けんで、俺はその輝かがやきに恥ずかしさも忘れて一瞬気け圧おされてしまった。

　……な、なんだ舞のやつ。なにをそんなにマジになってんだ？

　そう考えた瞬間、俺はふと、その表情がこの前俺の家で見たものと同じだということに気がついた。あの、いつもの舞とはどこか違う、なにかを思いつめたような雰囲気。

「……なあ舞、お前悩なやみでもあるのか？」

　気づいたら、俺はいつの間にかそんな疑問を口にしていた。

「え？　な、なによいきなり。別に悩みなんてないし……。なんでそう思ったのよ」

「い、いや、なんとなくだけど……。それに、なんでこんなことしてんだってのも」

「それは、あんたの気になる女の子を突つき止めるためだって言ってるじゃない」

「だからそんなのはいないって何度もだな……」

「……そ、それに、その女の子って私達の誰だれかかもしれないんでしょ？　だったら真剣になるに決まってるじゃない。ほら、その……、ふぁ、ファンとしてさ……」

　俺はその言葉に違い和わ感かんを覚えた。

　永遠野誓のファンということについては、常つね日ひ頃ごろから無む駄だに自信満々な舞なのに、今回に限ってどこか力なく言い淀よどんでいるのがその原因だ。

　……うーん、やっぱ変だよな舞のやつ。どこが変だって聞かれると困るし、いつも変といえば変なんだけど……、うーん？

「と、とにかくそういうわけだから、あんたもこのデートに集中しなさいよね。ほら、ドリンクも飲んでよ。わ、わた、私をちゃんと見つめながら……！」

　俺が首を傾かしげていると、舞はそう言ってまたカップルドリンクを飲めと促うながす。

　仕方なく再びストローを咥えると、舞も同じ姿勢になって俺の目を真っ直ぐ見つめる。

　相変わらず恥ずかしいし、周りの視線は痛いし、味はわからないし、もうなんか今すぐにでも消えてしまいたいけど──

　……けど、やはり違和感は消えなかった。

　俺を見つめる舞の瞳ひとみに、どこか必死さというか、懇こん願がんするような輝きを感じるのは、俺の気のせいなのだろうか……？

「……って、も、もうなくなってちゃってるじゃない！」

　と、そんなこと考えていたら、いつの間にか俺達はカップルドリンクを飲み干していたようだ。グラスはすっかり空になっていて、俺はこの恥ずかしい時間がやっと終わったことにホッと胸をなで下ろす。

「ちょっと、追加で注文するわ！」

「おい!?」

　だがそんな安堵もつかの間、舞は二階堂さんを呼びつけて、サラッとトンデモナイことを口走りやがった。

「なんだよ追加って!?　あれで終わりじゃないのか!?」

「ま、まだ時間はあるし、確認しきれてないし、続けるに決まってるでしょ!?」

　だから確認ってなんだよ!?　またあんな恥ずかしいことに付き合えってのか!?

「ま、まさかカップルドリンクのお代わりですか……！　永見先輩、どれほど氷室先輩を辱はずかしめれば気が済むんです……！」

「俺が注文してるわけじゃないのはわかってるはずなのに、なんで俺が悪者!?」

「ああ、ドリンクはもういいわ。次は、えっと……、このカップルオムレツで」

「カップルオムレツ!?」

　なんなのその聞いたことのないメニューは!?　ってか、なんでそんなものが用意されてるんだ!?　大だい丈じよう夫ぶか涼花のクラスは！

　二階堂さんは注文を受けて「や、やはり永見先輩は獣けもの……！　私もいつか餌え食じきに……！」と意味不明なことを言って去って行く。

　そして舞は「まだまだいくわよ……！」と、わけがわからない闘とう志しを燃やしながら、相変わらず赤い顔のまま俺を睨み付けていた。

　……いやいや、なんなんだよこの状況は！

　もう何がなんだかわからない。

　舞がなにを考えているのか、どうしてこんなことをしているのか、何もかもだ。

　けど、

　けどそんな中でも、一つだけ確かなことがあった。

　それは、

「絶対に、諦あきらめないんだから……！」

　舞だけは、なぜか他ほかのみんなとは違って明らかに必死に、ある意味ではがむしゃらに、この文化祭デートに挑いどんでいるという事実だった。








第四章　告白とそれから









「いやー、文化祭、とっても楽しかったデスね！」

　Ｗピース先生がそう言って思いっきり伸のびをすると、凶きよう悪あくな二つの膨らみが──……じゃなくて、他のみんなも「そうですねー！」とか「同意。ふんすふんす」とか言いながら同じように満足気な表情を見せていた。

　あの後、文化祭デートをどうにかこうにかやり終えた俺だったが、もちろん楽しかったなんて言える余よ裕ゆうがあるはずもなく、それどころか振ふり返ることさえしたくないくらい精神的に消しよう耗もうしていた。

　とはいえ、終わったことは終わったんだ。なんとか乗り切ったバンザーイ！

　……と、考えたいところだったが、そうもいかないことを俺は知っている。

　みんなはなんて言ってた？　そう、勝負だなんだって何回も口にしてたよな？

　俺には何をどう争ってるのかまるで理解できないが、とにかくその単語が出てきた時の展開はよーく知ってる。代理人になって以来、十分すぎるほど思い知らされてきたんだ。

　……そう、こういう時はまず間違いなく、誰が優勝したのかといった意味不明な質問が俺に投げかけられてくるはず……！

　なんの勝負なのかもわかってない俺に向かって「私に決まってるわよね!?」「いえいえ私デスよ！」「きっと桜さくらだよね！」「私以外あり得ない。ふんす」「わ、私は関係ないんだからね!?」的な勢いで迫せまってきて、すさまじいプレッシャーに晒さらされるってのがいつもの流れだ。

　じゃあ今までどうやってそういう包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしてきたんだといわれたら、大体一いつ緒しよになって勝負に参加してた涼すず花かを選ぶことで、なんとか事なきを得ていたわけだ。

　俺は妹好き作家の永と遠わ野の誓ちかいを演じているわけなので、涼花を選ぶこと自体は不自然じゃなかったからな。

　……まあそのせいでこれまで、いろいろな誤解を招いてきたわけなんだが。

　いや、けど、それは今はいい。……それよりも問題なのは、だ、今回はその方法が使えないっていうことだよ！　理由は簡単。涼花が参加してないから！

　さすがに妹がいないのに「やっぱ俺は妹好きだから、してないけど文化祭デートも涼花が一番だわー」なんて答えたらどうなるか？　……突とつ拍ぴよう子しもなさ過ぎて上手うまく想像できないが、まず間違いなくロクでもないことになるのは目に見えてる。

　ということはつまり、今回はガチで誰かを選ばないといけないわけで。

　もちろん、誰がどうだったかとか、そんなこと覚えてない。そんな余裕もなかったし、そもそも勝負の意味がわからんのだから判定のしようがないんだ。マジでどうしろと。

　……こうなったら適当に誰かの名前を挙げるしか……？　い、いや、でもそうすると絶対収拾がつかなくなる気がする。

　涼花の時と違って納なつ得とくもされないだろうし、なんでどうしてと訊きかれたら答えようがない。で、答えられなかったらどんなつるし上げを食らうか……！

　……や、ヤバイ。よくよく考えてみると、今かなりのピンチじゃないか？

　現状を認にん識しきし、ダラダラと冷や汗あせが流れる俺。今すぐこの場から逃にげ出したい。

「さて、では勝負の結果デスが──」

　……き、きやがった……！

　Ｗピース先生の言葉に、俺はビクリと震ふるえる。

　マズイマズイマズイ……！　どうやってこの局面を切り抜ぬけりゃいいんだ……！

「結論としては、先生の気になる女の子は私達の中にもいなかったということで、ドローという形になりマスかね」

「…………へ？」

　い、今なんて言ったＷピース先生……？

「そうですねー。桜達の中にも気になる子がいないってことは」

「先生にはそもそもそんな女子はいないという結論」

「ってかアッヒー、わかってて口実にしてただけじゃないの……」

「へ？　へ？」

　な、なんだ？　なんか全然理解が追い付かないけど、これは一体？　なんでみんなうんうんって感じで頷うなずいてるんだ？

「あ、あの、これはどういう……」

「ん？　デスから、文化祭デートの結果、先生には気になる女子なんていないということがわかったんデスよ」

「え……、ええええええええええええ!?」

　いや、ちょっ!?　な、なんですかそれは!?　じゃあ一連のバカ騒さわぎは一体なんだったんだ!?　いや、もちろんそういう結論に至ったのはすごく助かったんだけど！

「そもそも先生はわかりやすいデスからねー。もし本当にそんな子がいたら、もう見ただけでわかってしまいマスよ」

「うんうん、先生は顔に出るからね」

「態度にも雰ふん囲い気きにも出る。一いち目もく瞭りよう然ぜん」

「ま、まあそこまで観察してるわけじゃないけど？　わかりやすいってのはその通りね」

「な……、な……っ！」

　あまりのことに言葉が出ない。俺がわかりやすいってのは、涼花にも普ふ段だんから言われてることだから、今いま更さらショックを受けるようなことじゃないけど。

　……でも、ま、待って、待ってくれ。じゃあ、なんで……。

「な、なんで、こんな文化祭デートとかをする必要があったんですか……!?」

　そんな根本的な問いを口にする俺。するとＷピース先生はてへっとウィンクし、

「念のため？　という口実で、エンジョイするためデス！」

「悪びれ度ゼロ!?」

　そんな、泣きたくなるような答えを返したのだった。

　……な、なんだよそれ。じゃあ最初から誤解なんてなにもなかったんじゃないか……！

　今までの心労はなんだったんだよ……。

　俺はヘロヘロと脱だつ力りよくする。もうなんというか、マジで泣いていいっすか……。

　ずーんと落ち込む俺だったが、正直なところ、同時にホッと安あん堵どもしていた。

　ピンチをなんとか切り抜けられたってことには変わりはないからだ。問題は、そのピンチそのものがありもしなかったってところだが、そこはもうこの際目をつぶろう……。

「………………」

　そんな感じで俺がため息を吐ついている時だった。

　ふと気がつくと、舞まいがまた押し黙だまったまま、何か考え込んでいる姿が目に入った。

　……そういえば舞のやつ、さっきからずっと発言すらしてないな。

　やっぱりどこか様子がおかしい。なので俺は舞に声をかけようと思ったのだが、

「さて、では懸け念ねんもなくなったわけデスし、これからは純じゆん粋すいに文化祭を楽しみたいところデスが──」

　その瞬しゆん間かん、Ｗピース先生がそんなことを言い出して、俺はギクッと硬こう直ちよくする。

　……ま、まさか、まだ続くのか？　いや、そもそも口実なんてなくてもいいような面子メンツばかりだから、今度は気き兼がねなくみんなで文化祭デートをしようとかも言いかねない。

　そんなことになったら──と、俺は恐おそろしい想像に震えるのだが、

「残念ながら、私はお仕事の関係でそろそろ帰らないといけないんデスよねー」

　意外にも、Ｗピース先生は残念そうに笑ってそんなことを言った。

「……桜もです。今日はスケジュールをなんとか調整して無理して来てたから、そろそろお仕事の時間です」

「……私達も外せない用事がある。無念」

「も、もう十分でしょお姉ちゃん。ほら、さっさと行くわよ」

　しかも水み無な月づきさんや神かん坂ざか姉妹しまいも同様に、もう帰ると言い出したじゃないか。

　俺は「よ、よかった……！」と内心でガッツポーズをとる。

　……これ以上文化祭デートなんて続いたらヤバかったからな。一人一人でもああだったのに、全員と一緒にとか、俺の精神と学校生活が絶対に爆ばく死ししてたところだ。

「無念デス。普段からサボってなければもっと時間がとれたんデスが」

「でも、先生と一緒に文化祭を回れて、桜とってもうれしかったです！」

「先生との学校生活は本当に楽しい。先生は是ぜ非ひ私の大学に進学すべき」

「お姉ちゃんは女子大でしょ……」

　俺は名残なごり惜おしそうに帰っていくみんなを見送る。

　ようやく誤解とそれに伴ともなう騒そう動どうから解放され、ホッと一息吐く俺。

　だが同時に、少しだけ寂さびしさを感じてしまうのは、みんながそれだけ賑にぎやかすぎるからなのだろう。誤解も解けたし、もう少しだけみんなと一緒にいてもよかったんじゃないかと考えてしまう辺り、俺は甘い性格なのかもしれない。

　なにはともあれ、そうやってみんなが帰っていった後、俺と舞だけがその場に残った。

「ふぅ……、なんとか終わったな……」

　俺は思いっきり伸びをしながらそう言う。

「うん…………」

　だが舞は、変わらず上の空のままだった。

　……やっぱこいつ、なんかおかしいよな。こんな大人しい舞なんて初めて見るから、ものすごく不気味というか、なんだか落ち着かない。

　舞がこうなる原因があっただろうか、と俺は考える。

　だがもちろん心当たりなんてない。なにか怒おこらせたような記き憶おくもないし、そもそもこの舞の雰囲気は、怒ってるって感じでもないしな。

　……ああもう、考えててもわからない。放ほうっておくのもなんかそわそわするし、こうなったら本人に直接訊いてみるしかないよな？

　俺はそう思って、舞に「どうしたんだ」と訊たずねようとする。

「……あ、待てよ。今何時だ？」

　だがその時、ふと大事なことを思い出して、慌あわててスマホを確認する。

「っと、ヤバイ。急がないと」

　その俺の声に、舞はようやくハッと我に返った様子で、

「え？　ど、どうしたの祐ゆう」

「いや、もうすぐ演劇部の舞ぶ台たいの時間なんだよ」

「演劇部？」

「ああ、涼花が友達に頼たのまれて、その劇に出るんだ。絶対に見に来てくれって言われてるから行かないと」

「ああ、そういえばそんなこと言ってたような……。あ、わ、私も行くわ」

　俺が歩き出すと、舞もまた慌ててついて来る。

　そうやって俺達が体育館に着くと、そこはもうかなりの生徒達が集まっていた。席は既すでに全部埋うまっており、かろうじて立ち見できるといったスペースしか残っていない。

　うちの演劇部はもともとレベルが高いらしく（校内では有名。演劇の実力が高いのもあるが、所属してる女子部員に可愛かわいい子が多いとか）、この舞台は文化祭の中でも毎年目玉イベントに位置付けられている。

　ただ今年はいつも以上に人が多いように感じるのは、きっと気のせいじゃないと思う。

　というのも、今回の劇には涼花が出るからだ。その噂うわさは当然のように校内を駆かけ巡めぐり、前評判からしてものすごく高まってしまったというのがこの状態につながってるはず。

　……けどまあ、無理もないよな。なにせ涼花は校内でもかなりの有名人だ。

　成績トップ、運動神経抜ばつ群ぐん、カリスマ性あり、そしてなにより超ちよう絶ぜつ美少女。

　同学年はもちろん、二年生や三年生も、そして男子に限らず女子からの人気も抜群で、俺が兄貴というマイナス要素（自分で言ってて悲しくなるが事実なので仕方ない）を考こう慮りよしても、好印象しか残らないというチートキャラだ。

　そんな涼花が出演するとなると、そりゃ誰だれだって観みたくなる。この混雑だってその当然の結果だ。兄貴としては誇ほこらしいばかりだ。

「なんかすごい人数ね……。それで、涼花さんって何の役で出るの？　というか、そもそも何の劇をするのよ」

　隣となりで人ごみに驚おどろいていた舞が訊ねてくるが、それは俺も実は知らない。

　涼花に聞いても「は、恥はずかしいので」と言って教えてくれなかったのだ。そのくせ、劇はちゃんと見に来てくださいってんだから、妹心はよくわからない。

　……にしても、マジで何の役なんだろう？　去年、白はく桜おう女学院でやったのと同じようにまたお姫ひめさまとかかな？　まあ、涼花には本当にハマリ役だからなぁ……。

　俺がしみじみそんなことを考えていると、間もなく体育館の照明が落ち、舞台の幕が上がった。歓かん声せいは起こったがすぐに静かになり、みんな舞台に集中する。

『昔々、遠い遠い場所のある王国で……』

　ナレーションが館内に流れ、いよいよ劇が始まった。

　それを聞く限り、どうやら中世ヨーロッパ風の時代劇か、もしくはファンタジー世界の物語っぽい感じだ。現に、姫とか王子とかいった単語も出てくる。

　これは、やっぱり涼花はお姫さま役か？　と思っていたのだが、間もなくスポットライトの下に現れたドレスを着た『姫』は、涼花じゃなかった。

　……あれは、椎しい名なさんじゃないか。ってことは椎名さんが主役か？　スゴイな。

　椎名さんも美少女だし、ロングのフワフワな髪かみはお姫さまの雰囲気にピッタリだ。観客も感かん嘆たんの声を上げてるのが何人かいるし、俺も似合ってると思う。

　けど、となると涼花は一体何の役で……？

　そう思っていた俺だったが、そんな疑問は間もなく氷解した。

「あ…………」

　次に舞台に現れた人物に、俺は息を吞のんだ。

　いや、俺だけじゃなく、体育館にいた全員が驚いたことだろう。

『姫、こちらにいらっしゃったのですね』

　そう言って腰こしに剣けんを携たずさえ、優ゆう雅がな貴族の服装で現れたのはまさに王子さま。

　……けど、なんとその『王子』こそが、他ほかならぬ涼花だったのだ……！

「あ、あれ、涼花さんよね……？」

　隣の舞も目を見開いている。たぶん俺と同じような感じでビックリしているのだろう。周りの生徒達も、ざわざわと動どう揺ようしているのが伝わってくる。

　……ま、まさか涼花が王子さま役とは、完全に想定外だったな。男役を女子がやること自体は、まあ別に珍めずらしいことじゃないかもしれないけど、まさか涼花がとは……。

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、舞台上の涼花を眺ながめる。

　小こ柄がらで、長い髪も結び方を少し変えているくらいで、誰よりも女の子らしい女の子な涼花が王子さまをやっているということに、俺は違い和わ感かんを禁じ得ない。

『さあ、私と一いつ緒しよに王のところへ……』

　だが、涼花はまるで気き後おくれした様子もなく、ごく自然に王子を演じきっている。

　そしてその堂々とした演技が、見ている者の違和感をすぐに吹ふき飛ばしていくのがわかった。王子と涼花──言葉の上では完全にミスマッチだろうと思われるこの組み合わせだったが、今こうやって実際に見ていると、とてもよく似合ってるとさえ思えてくる。

　……いや、実際様になってるぞ。なんというか、凜りんとした雰囲気というか、全身から醸かもし出されるオーラというか、そういうのがすごく王子さまって役に合ってる。

「永なが見みさん、カッコイイね……」「うん、すごくキレイだし……」

　周囲から、そんなウットリしたような女子の声も聞こえてくる。実際、その場の全員が涼花に見入っているような感じだ。

　……これは、あれだな。上手うまく言えないけど、役がどうとかっていうより涼花って人間そのものが人を引き付けているんだな。普ふ通つうは演者が役に吞まれるんだろうけど、これは逆だ。涼花ってキャラがすごすぎて、どんな役でも超ちよう越えつしてしまうんだ。

　舞台では王子さまの涼花が、お姫さまの椎名さんの手を取って立ち上がらせる。

　二人が並ぶと、椎名さんの方が背が高い。お姫さまより小柄な王子さまなんて普通は滑こつ稽けいだけれど、そんなことさえも忘れさせるくらい、みんなが涼花に見とれている。

　それだけ涼花という人間がすごいということだ。もっとハッキリ言えば、ずっと見ていたくなるくらい美しいんだ。

　……まったく、うちの妹さまは本当に反則レベルの完かん璧ぺき超人だよ。どんだけ超絶美少女なら、こんな見てるだけで人を満足させられるってんだよ……。

　俺は自分の妹のでたらめさに、思わず笑ってしまう。でもその間も、視線は涼花にずっと釘くぎ付づけで離はなすことができない。

　そして気がついたら、いつの間にか心臓がドキドキと高鳴っていることに気がつく。

　さっきまでの文化祭デートの時の、なんというか強制的なドキドキとは違ちがう。身体からだの中から少しずつ伝わってくるような、静かな鼓こ動どうだ。

　……い、いや、これは別に変な意味じゃなくて、普段とは全く違う涼花の姿に驚いているというか、王子さまなんてやってるのが新しん鮮せんで、それでこうなってるというか……。

『私は、あなたと一緒にこの先も歩んでいきたい』

　俺が内心で謎なぞの言い訳をしている間にも劇は進んで行き、俺はやっぱり涼花を見つめたまま、身動き一つしない。

　その間も相変わらず心臓はドキドキと勝手に動き続け、俺はいつの間にかぼんやりとしながら、気づいたらそんなリズムに身を任せていた。

　……これは誤解を招くかもしれないけど──というか、１００％誤解を招くとは思うけど、それでもあえて、客観的な意見として言わせてほしい。

　俺の妹は……、涼花はやっぱり、とても可愛い。

　おそらく、この場にいる誰よりも。

　シスコンだのなんだの、呼びたければ呼べばいい。俺はただ、客観的な感想を述べてるだけに過ぎないんだから。そう、兄貴だとかなんだとか、そういうことを一いつ切さい抜ぬきにした純じゆん粋すいな感想なんだ。これは……。

「涼花……」

　俺はもう何も考えず、ただひたすら舞台上の涼花に集中する。

　そんな感じだったからこそ、

「………………」

　こちらを無言でジッと眺める舞の視線に、その時の俺は、ついに気づくことはできなかったのだった。




　　　　▼




「ど、どうでしたかお兄ちゃん……!?」

　大きな歓声と拍はく手しゆとともに幕は下り、多くの生徒が興奮している中、俺と舞は舞台裏へと通されて、そこで劇を終えた涼花から開口一番そんな質問を投げかけられた。

「あ、ああ、すごかった……」

　俺はその勢いに面食らいながらも、正直に感想を返す。

　……さ、作家を目指してるとは思えないくらい貧弱な語ご彙い力に聞こえるかもしれんが、そうとしか言えない時だってあるってことだ。うん。

「えへへ、よ、よかった……」

　俺の答えに涼花は一度ふにゃっと笑え顔がおを見せるが、すぐに、
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「あ、そ、それよりこの役は変じゃなかったですか？」

　慌てた様子で、今度は王子さま役について訊きいてきた。

「い、いや、それもすごく似合ってたよ。なんつーか、ハマッてたっていうか、その、カッコよかった」

「な、なんですかそれは、もう……」

　涼花は少しぷくっと拗すねたように頰ほおを膨ふくらませたが、間もなく「で、でも変じゃなかったのならよかったです」と笑顔に戻もどった。

「あ、涼ちゃんのお兄さん、それと氷ひ室むろ先せん輩ぱいも見に来てくれたんですね」

　とその時、お姫さまな椎名さんもやって来て、いつもの笑顔で話しかけてきた。

「ああ、すごかったよ。椎名さんもお姫さま役、とってもよかった」

「うふふ、ありがとうございます。でも、私より涼ちゃんの方がもっと似合ってたと思いますけどね」

「そんなことは──……って、そうだ訊きたいことがあったんだ。なんで涼花を王子さま役に？　それに部員でもないのに主役級で……」

「だってそっちの方が面おも白しろいじゃないですか。固定観念なんて邪じや魔まなだけですよ。配役なんかより、面白い劇を演じるのが最重要です」

　……よくわからないけど、こだわりってやつだろうか？　そういうことを軽く言ってのける椎名さんが、少しカッコよく見えるな。

「す、涼花！　琴こと美み！　すごくよかったぞ！　特にあんな凜り々りしい涼花の姿が見られるとは、友人として私は感激して……！」

　と、今度は二に階かい堂どうさんが勢いよく舞ぶ台たい裏に入ってきて、俺を押しのけて涼花と椎名さんに抱だきついた。ちなみにまだメイド服姿のままだが、ひょっとして店を抜け出して来たのかもしれない。

「ちょ、ちょっと楓かえで、おおげさですよ」

「うふふ、ありがとう楓」

　二階堂さんに抱きつかれて、迷めい惑わくそうだけどそれでもやっぱりうれしそうな二人。

　こういう、友人達との楽しい時間を過ごしている涼花ってのを見ていると、こっちまでうれしくなる。

　しばらくそういったやり取りを眺めていた俺だったが、

「あ、す、すいませんお兄ちゃん。後片付けや着き替がえなどあるので、少し待っていてもらえますか？」

「あ、悪い、気づかなかった。じゃあどっかで適当に過ごしてるよ」

　そう言われて、舞台裏から失礼することになった。

「ほら、どうしたんだよ。お前も行こうぜ」

「……そうね」

　結局この間も相変わらず口を開かなかったままの舞を連れて、俺は体育館を後にした。

　空を見上げるともうすっかり夕焼けに染まっていて、校内はどことなく祭りの終わりによくある、熱気と寂さびしさの入り混じったような独特の雰ふん囲い気きに包まれていた。

「さてと……、文化祭もやっと終わりだな。クラスにも別に戻らなくていいし、後夜祭も興味ないからさっさと帰るか」

　俺は伸のびをしながら、ほとんど独り言のようにそう口にする。

　うちのクラスの展示会は本当にやることがなさ過ぎて、事前準備班と当日班と後片付け班に分かれていたわけだが、俺達は事前準備班だったため、居残る必要はないのだ。

　……これでやっと原げん稿こうに集中できるようになるな……、と俺は肩かたの荷が下りた気分になる。もっとも、どんな妹モノにするかの目め途どは結局ついていないままなので、そんな気分はもちろん気のせいなわけなんだがな……。

「ね、ねえ祐」

　そんなことを考えていると舞に声をかけられたので、俺は「どうした？」と振ふり向く。

　だが、すぐにその表情を見て戸と惑まどう俺。

　真っ赤な顔でこちらを睨にらみ付けながらも視線には力が入っておらず、どこか遠えん慮りよがちでまるで何かに悩なやんでいるかのように、身体をモジモジさせている。

　……な、なんだろう。なんとも形容のし辛づらい様子なんだが……。ってか、やっぱ舞のやつ、絶対に変だよな。何かあったんだろうか。

「そ、その……。ちょっと話があるんだけど、場所を変えない？」

「話って、ここじゃダメなのか？」

「ひ、人のいないところがいいわ。屋上にでも行きましょう」

「あ、おい」

　舞はそんなことを言って、俺の手を引っ張って歩き出す。

　俺は舞が何の話をするのかもわからず、ただ黙だまってついて行くしかなかった。

　そうしてドアの前まで到とう着ちやくすると、舞はいつも通り立入禁止の警告をサラッと無視して屋上へと出た。

　空が近くなったぶん、夕焼けの光がさっきよりも強く感じられ、眼下には文化祭の喧けん騒そうが、まるで別世界の光景のように広がっていた。

「……で、話ってなんだ？　ラノベに関することか？」

　俺はとりあえずそう訊たずねる。というか、他人に聞かれたらマズイ話で俺達の間にある話題といえば、ぶっちゃけそれくらいしかない。

　だが舞はそれには答えず、相変わらず俺を睨み付けるばかり。

　やっぱりどう考えても様子がおかしい。こんな舞は初めて見るぞ。

「あ、あのさ……」

　舞は言い辛そうに、何度も言葉を濁にごす。だがやがて、意を決したように口を開き、

「あんたの気になってる女の子って、結局誰だれなのよ……！」

　そんな台詞せりふを、おっかなびっくりといった感じの小声で絞しぼり出した。

　……って、いやいやいや。

「な、なに言ってんだ。その件に関してはさっき結論が出たはずだろうが」

　そんなのはいないってことで、誤解は解けてみんな納なつ得とくして帰ったじゃないか。なのになんでお前だけ、まだそんなことを言ってんだよ……。

「だ、だって、私はまだ納得してないからよ！」

「無茶苦茶だ！　そんなこと言われても、いないもんはいないんだから困る！」

　ガーッと迫せまってくる舞に、俺も必死に反論する。……くそっ、なんだって終わったはずの話が蒸むし返されてるんだ！

「そもそも納得してないってなんでだよ！　お前以外は全員納得してたじゃねえか！　Ｗピース先生も水無月さんも神坂姉妹しまいも！」

「……あ、あの子達はみんな、あの時のあんたの顔を直接見てないからよ……」

　舞はそう言って、気まずそうにプイッと目を逸そらす。

　……あの時ってのは、最初に舞からそう訊かれた時のことか？　た、確かにあの時は一いつ瞬しゆん涼花の顔が浮うかんで動どう揺ようしたけど、でもあの時も今も結論は変わってないぞ！　気になる子とか、そんなのは俺にはいないんだって！

「あの時の祐は絶対変だったわ。どこがどう変だったかとかは、その……、上手うまく言えないけど……。でも私にはわかるのよ。普ふ段だんとはどこか雰囲気が違ちがってたし……」

　舞は目を合わせようとしないままだが、言葉には力がこもっていた。

　とはいえ、それはあくまで舞の印象でしかないということは自覚しているのか、どこか自信はなさげだった。視線を逸らしているのも、その証明のように思われた。

「お前の勝手な印象じゃないかそれは……。そんなことで迫られても、なんとも答えようがないことくらいわかるだろ？」

「う……っ！　で、でも、私の勘かんがそう告げてるんだから仕方ないでしょ！　可か憐れんで純情でお淑しとやかな乙女おとめの勘よ！」

　ここぞとばかりに盛ってんじゃねえよ！　全部お前からは程ほど遠い形容じゃねえか！

　……それに、勘とか言われたらどう反論すりゃいいんだ。それってつまりは思い込みなわけだし、説得のしようがなくないか……？

　俺はガシガシと頭をかき、なんとか舞を説き伏ふせられる要素はないかと考える。

　その時、ふと普段から散々言われていたことを思い出したので、俺はそのまま口に出して反論する。

「大体さ、俺は考えてることがわかりやすいんだろ？　だったら今回だって、噓うそか本当かなんてすぐわかるんじゃないのかよ」

　我ながら苦し紛まぎれの一言で、こんなのそれこそ「わかりやすく怪あやしいんだから疑ってるんじゃない！」とか言われたら返す言葉もない。

　しかし、

「う……」

　意外にも、舞は図星を突つかれたといった感じで押し黙ってしまった。

「……し、仕方ないじゃない。だって今回は、それがわからないから困ってるんだもん」

「わからないから？」

「……！　え、ええそうよ、いつもと違って全然わからないのよ！　普段なら『あ、今胸見てるな』とか『太もも見て目を逸らしたからエッチなこと考えてるな』とか、そういうのはすぐにわかるのに……！」

「えええ!?」

　い、いや待て！　俺は普段からそんな感じなのか!?　お、俺は別にそんな胸とか太ももとか、た、たまには見てるかもしれないけどそんな……！

　俺はわたわたと狼ろう狽ばいするが、舞は悔くやしそうに顔を伏せて、

「……でも、今は全然わからない。本当に、気になってる子なんていないのかもしれないけど、でもいるかもしれないとも思えるし……。全然確証が得られないから、こんなにも困ってるんじゃない……」

　普段の舞では見られないシュンとした感じで、そう呟つぶやいた。

「んなこと言われても、困るのはこっちなんだぞ……。ないことの証明はできないし、俺はどうしたら納得してもらえるんだよ……」

「うう……、それは……」

　とにかく私が納得いくよう証しよう拠こを出しなさい！　と、いつもの舞らしい無茶苦茶なことを言ってこないところを見ると、舞自身も自分がとりとめのないことを言っている自覚はあるらしい。

　けど、なぜか今回だけはどうしても納得いかない。

　だから、こんなにも困っている。

　涙なみだ目めで睨み付けてくる舞の表情がそう物語っているような気がして、俺は何とも言えないもどかしい気分になる。

「……はぁ、いくら永遠野誓のファンだからって、本人が事実無根だって言ってることを確証もないのに追つい及きゆうし続けるとか、不毛すぎるだろ……」

　俺はため息交じりにそう言う。いくら舞がストーカー気質だとはいえ、ないものまで疑ってちゃキリがないと思うのだが。

「ち、違うわよ」

　だが舞は、そんな俺の言葉に今度は即そく座ざに反応する。

「……永遠野誓がどうとかは、その……、今回は関係なくて……」

　そして、そんな意外な言葉を、ボソボソと言いよどみながら続けた。

　……永遠野誓がどうとかは関係ない……、だと？

　あのいつもファンだライバルだとうるさい舞とは思えない言葉に、俺は驚おどろく。そして気がつくと、赤く染まった顔を俺にジッと向けている舞に気がついてドキリとする。

「あの、ね？　祐……」

　な、なんだ？　舞の雰囲気がいつもと明らかに違うぞ……？　今までも様子がおかしかったけど、これはなんというか、そんな感じじゃなくて……。

　俺は大いに戸惑う。だが、そんな戸惑いも、次に舞の口から出てきた爆ばく弾だん発言に比べれば、単なる前座でしかなかったと思い知る。

「……そ、その、祐は……さ、い、今まで誰かを好きになったことって、ある……？」

「…………え？　ええええ!?」

　俺の絶ぜつ叫きようが、夕暮れの屋上に響ひびき渡わたる。

　……だ、誰かを、す、好きに……!?

「な、ななな……！　な、なんでそんなことを……!?」

　思いっきり混乱し狼狽する俺だったが、それは舞も同じで、

「あ、あの、違うのよ!?　こ、ここここれは、その、あの……！」

　自分で口にした質問に、なぜか自分で慌あわてていた。

「そ、そう！　こ、これは取材の一いつ環かんで……！　さささ参考意見として知りたかったっていうか!?　ほ、ほら、今私が書いてるラブコメのアレがソレで！」

「で、でもだからって誰かを好きにとか……！　そそそそう言うお前はどうなんだよ！」

「わ、わた、私!?　わわわ私は、あの、それは……！」

　わたわたと謎なぞに手足を動かしている影かげが二つ、屋上の床ゆかに踊おどる。

　……な、なんなんだこれ……！　なんで舞のやつ、いきなりそんなことを訊きいてくるんだよ……!?　意味がわからんマジで！

　そうやって、俺達がすっかり混乱していた時だった。

「…………ここって入っていいのか？」「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「「……っ！？！？！？！？！」」

　不意にそんな声が屋上の入口辺りから聞こえてきて、俺達は二人とも反射的に物もの陰かげに隠かくれた。さっきまでのわけのわからない状じよう況きようと、立入禁止の場所ということが相まって、我ながらものすごいスピードだったと思う。

　そうしてなんとか身を隠すと、今度は二人して息を潜ひそめながら様子を探さぐった。

「俺、屋上初めて来たかも」「じ、実は私も」

　見ると、そこにはうちの生徒と思おぼしき男子と女子が立っていた。

　幸いなことに俺達のことは見ていないらしく、二人ともこっちに気づいた様子もなくなにやら話を続けていた。

　……た、助かった。あんなところを見つかったらどうなっていたか……！

　い、いや、なにがどうなっていたのかは俺にもよくわからんが……！

　俺は心臓をバクンバクンいわせながら、まだ混乱したままの頭でそんなことを考える。

　それにしても、あの二人はなんでこんな屋上なんかに来たんだ？　立入禁止だし、こんなとこ何もないぞ？　いやまあ、俺達が言えることじゃないんだけどさ。

　なにはともあれこうなった以上は、二人がどこかに行くまでこうやって息を潜めているしかない。舞にも目でそう合図を送って──

「…………ん？」

　と考えた瞬間、そこで俺は自分の体勢に初めて気がつく。

「…………あ、ぅ……っ」

　俺は舞をすっぽりと腕うでの中に抱だきしめて、思いっきり引き寄せていた。

　弾だん力りよくのある二つの膨ふくらみが思いっきり俺の胸に押しつぶされていて、真っ赤な顔が目の前にあり、呆ぼう然ぜんと見開かれた目が間もなくグルグルと回り出す──……って、

「……ご、ごごごごめん……!?」

「ば……っ!?　し、静かに……！」

　反射的に謝ろうとした俺の口を、舞が慌ててふさぐ。するとさらに密着することになり混乱に拍はく車しやがかかる。いいにおいはするし、ドキドキといった鼓こ動どうが二重に聞こえるし、全身がなんか柔やわらかいし、ううううう……！

　頭の回転が限界に達してきたのか、なんだか視界がクラクラしてきた俺。

　見ると舞も同じような状態らしく、今にも爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くして、目だけじゃなく頭までグルグルし始めている。

　……や、ヤバイぞ。いつまでこんな体勢でいれば……！

　そうやって、俺が焦あせり始めた時だった。




「ず、ずっと好きでした！　私と付き合ってください！」




　………………え？

　不意にそんな声が聞こえてきて、焦りも混乱も一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んでしまった。

　シーンと場が静まり返る中、俺の頭の中も真っ白になる。

　だが気がつくと、舞はいつの間にか食い入るような目で物陰から身を乗り出していた。

　俺もそれにつられて、顔を出して二人の様子を窺うかがう。赤い顔でまっすぐに男子を見つめている女子。男子は驚いたような顔で、これまた頰ほおを染めている。

　……こ、これは、もしかして…………告白!?

　い、いや、もしかしなくても、さっきの台詞せりふと合わせりゃ告白以外の何物でもない！

　不ふ可か抗こう力りよくだとはいえ、そんな場面に出くわして、しかも覗のぞき見してるとは……。俺は罪悪感を抱いだきながらも、しかしその光景から目を離はなすことができなかった。それどころか、気づいたらゴクリと固かた唾ずを吞のんでその行く末を見守っていた。

　それは舞も同じらしく、俺の服をギュッと摑つかみながら二人に視線を釘くぎづけにしている。ただその目に、覗き見しているだけとは思えないくらいの真しん剣けんさが込こめられているような気がしたのは、俺の気のせいだろうか……？

　なにはともあれ、そんな感じで俺達が事の成り行きを見守っていると、

「……お、俺でよければ、喜んで」

　やがて男子の方がその告白を受け入れる返事を返した。

　その答えに感極きわまって泣き出す女子。そんな女子を慌てて気づかう男子。

　想おもいの通い合った男女のやり取りがしばらく続き、俺達はそれを眺ながめる。

　そうして、やがて二人は手をつないで屋上を後にした。

「…………」

　残された俺達は、二人が去った後もしばらく無言で呆然としていた。

　……な、なんか、すごい場面を目もく撃げきしちまったな。い、今いま更さらになって胸がドキドキしてきたぞ。まさか、誰だれかの告白シーンを覗き見ることになるなんて。しかも舞と二人で隠れながら──

「あ」

　と、そこまで考えたところで、俺は自分達の現状に気がつく。

　俺達はまだ、さっきの抱き合う体勢のまま、もはや誰もいなくなった屋上の片かた隅すみの物陰で、息を殺して身を寄せ合っていたのだ。

「わ、悪い!?」

　俺は慌てて立ち上がろうとする。別に謝る必要はなかったはずだが、なぜか自然と口から謝罪の言葉が出てきてしまった。

「…………っ」

「お、おい!?」

　だが、俺はそのまま立ち上がることはできなかった。

　というのも、なぜか舞が俺の服を摑んだまま離してくれなかったからだ。

　どうしたんだよ？　と、もちろん俺は問いただそうとした。だが、

「…………ゆ、祐」

　舞の真まっ直すぐに俺を見つめる視線があまりにも強く感じて、俺は思わず言葉を飲み込んでしまった。

　……な、なんだ？　相変わらず顔は赤いままだし、なんかぷるぷる震ふるえてるし、目め尻じりには涙がたまってるし、唇くちびるを結んで何かに耐たえてるみたいだけど……。

　でも、その目には何かを決意したような光が宿っていて、俺はその光に気け圧おされてしまい、何も言えずに舞の次の言葉を待つしかなかった。

　だが、その次の言葉は、あまりにも予想外なものだったんだ。

「も、もし……！　もし私が……、あ、あんたのことを、す、すすす好きって言ったら、ど、どうする……？」

「…………え？」

　一瞬、俺は何を言われたのかわからなかった。

　しかし間もなく言葉の響きが頭に入り、続いてその意味が理解できると、ドキリと心臓が跳はねて、急激に顔が熱くなっていくのがわかった。

「な、な……っ!?　お、おま、何を言って……！」

　俺は思いっきり狼ろう狽ばいする。生しよう涯がいでこれほどまでに狼狽したことはないんじゃないかってレベルで。

「あ、あの、だから、その、これは……！」

　だが、なぜか舞も俺と同じくらいの狼狽うろたえ方を見せていた。

　さっきから、自分で言っときながらなんでだってツッコミたくなるが、もちろんそんなことをしている余よ裕ゆうなんてあるはずもない。

「つ、つまり、その、仮定の話というか……！　だからもしって言ってるわけで……！　でもでも、完全にそうでもないんだけど……！」

　舞は俺の腕の中で、身振り手振りを加えながら必死に説明する。

　もし。たとえば。仮に。

　そういった単語は何度も出てくるが、しかし決して質問の意味そのものは否定しようとはしない。

　……ま、舞が、俺のことを、好き…………だと!?

　い、いやいや待て！　落ち着け！　だから、舞はもしとか仮定の話とか言ってるじゃないか！　つまりはこれは、なんというか……、そう！　冗じよう談だんなわけだ！　あんな光景が目の前で繰くり広げられたショックで、なんとなくこういうジョークで場を和なごまそうとしてるってわけだよな!?

　……う、うん、そうに違ちがいない……。だからきっと、すぐにでも舞は「な、なにを本気にしてんのよあんたは！　バカじゃないの!?」的なことを言って、この変な空気を吹き飛ばしてくれるはずだ！

「………………」

　だが、そんな俺の期待とは裏腹に、舞は黙だまったままジッと俺を見つめているだけ。

　その表情は必死に恥はずかしさに耐えているようだが、弱々しさの類たぐいはまるで見られず、むしろ視線に込められた真剣さに、俺は思わず怯ひるんでしまう。

　ゴクリと、無意識のうちに俺の喉のどが鳴った。

「ど、どうなの、祐……？」

　そして、さらにそう言って迫せまってくる舞に、俺はようやく確信する。

　……こ、これは、これは本気だ……！　舞のやつ、本気で言ってやがる……！

　冗談でもウソでもジョークでもなく、舞は本当にこう問いかけているんだ。もし自分が俺のことを好きだと言ったらどうする？　と。

　それをやっと理解した瞬間、俺の心しん拍ぱく数すうがさらに跳ね上がる。鼓動の音がヤバイくらいうるさくなって、視界が揺ゆれてるように感じる。頭の中がグルグルして、脳のう味み噌その回転軸じくが今にも振ふり切れそうだ。

　……な、ななななななんで舞のやつ、こんなことを……!?

　俺は焦る。多分今までの生涯で一番焦る。

　それでもなんとか無理矢理思考を働かせて状じよう況きようを整理しようとする俺。すると、この突とつ然ぜんの告白も、決してあり得ないことじゃなかったという、そんな冷静な考えがふと浮うき上がってきた。

　実のところ、舞からの好意についてはずっと気づいていたんだ。

　というか、普ふ段だんの行動とか言葉の端はし々ばしとかに、そういった要素がにじみ出てる。それこそ出会った瞬間からそうだったし、さすがにそれに気がつかないほど、俺は鈍どん感かんでもなければバカでもないつもりだ。

　だけど──

　……そう、だけど、だ。舞の好意は確かに俺に向けられたものだけど、でもそれはあくまでも『永遠野誓である俺』への好意に過ぎない。

　これもまた当然の話だ。一番のファンを公言するくらい、舞にとって永遠野誓は特別な存在なんだからな。けど問題は、俺は永遠野誓本人ではなくその代理人でしかないってことなんだ。

　つまりは偽にせ者もの。本来、舞から好意を寄せられる資格なんてない存在。

　だからもちろん、こんな告白を受けるわけにはいかない。

　とはいえ正直に事情を説明することもできない。俺は涼花のために、決して正体を明かすことができないんだ。騙だますような形で告白させてしまったことには、本当に胸が痛くなるほどの罪悪感を感じるけれど、そこは絶対に譲ゆずれない部分だ。

「お、俺が永遠野誓だから好きだっていうのは、やっぱり違うんじゃないか……？　そういうのはもっと、こう、純じゆん粋すいな気持ちであるべきというか……」

　なので俺は、こういう返答しかできなかった。

　舞を傷つけないような形で、でも決して告白は受けられないという意思を示さないといけないんだ。ただ、真相を明かせない以上はなにをどうやっても誤ご魔ま化かしにしかならないから、その罪は俺が背負うしかないわけだが。

　俺はどんな罵ば倒とうも受け、最悪嫌きらわれてしまう覚かく悟ごも決めながら、なんとか舞の好意をかわそうとする。その好意は、実は勘かん違ちがいなんだということを示そうとする。

　だが、

「……ち、違うわよ」

「え？」

「永遠野誓だから言ってるわけじゃないわよ……。そ、そりゃ確かに最初はそういう理由であんたに近づいたわけだけど……」

　舞は真剣なまなざしを俺に向けたまま、静かに言葉を続ける。

「でも、今はそういうのじゃなくて……。ずっと一いつ緒しよに過ごしてきて、ゆ、祐自身のことがいっぱいわかってきてさ……。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで鈍感で、でもとっても優やさしくて、いざという時にはすごくカッコよくて……」

「お、俺自身……？」

「う、うん……。だから、その……、私は永遠野誓の大ファンだけどさ、そういうのとは関係なく、あの……、気がついたらいつの間にか、ゆ、祐自身を好きになっちゃったというか……！」

　そう言われた瞬しゆん間かん、俺の顔がかあああぁと急激に熱くなる。

　舞の顔も同じくらい赤くなってるが、きっと今の俺はそれ以上に赤い。

　……し、信じられない。ま、舞が、永遠野誓と関係なく、俺のことを……!?

　頭が茹ゆだったみたいになって、思考が上手うまく働かない。

　なにせ生まれて初めて女の子から告白されたんだ。しかも、舞みたいな美少女から。

　ストーカーでへっぽこで隙すきだらけでダメダメなやつだけど、でもいつだって一いつ生しよう懸けん命めいで真っ直ぐな、とても素す敵てきな女の子から。

「な、ななななんで俺なんかを……」

　舌が上手く回らない中で、俺は思わずそんな言葉を口にする。

　すると舞は、少しだけ拗すねたように頰ほおを膨ふくらませながら、

「そ、そんなの訊きかないでよ、私でもわかんないんだから……！　さ、さっきも言ったように、気がついたら好きになってたの……！」

　……うぐっ！　そ、そんな可愛かわいく言うなよ！

　ってか、さっきからなんか、舞の言動が全部可愛く見えてきてるんだが……！

「な、なんでとか、そんな理由なんていわれても……！　だ、だって私、今まで誰かを好きになったこととかないから、わからないわよ……！」

　むーっと可愛く唇を尖とがらせながらそっぽを向く舞。

　……だ、誰かを好きになった経験がないってのは俺も同じだよ……！　だから、今こうやって戸と惑まどってるわけで……！

　ってか、話を聞いてると、つまりそれって舞の初はつ恋こい？

　は、初恋の相手が俺……!?　や、ヤバい、また頭に血が……！

「そ、それで、どうなの……？　祐はどう思ってるの……？」

　舞が不安そうな顔で、俺の服をキュッと摑つかむ。

　その仕草も弱々しい眼まな差ざしも、舞の何もかもが可愛くて見えて、俺はさらにドキドキする。あんまりにも可愛くて、とてもじゃないけど正視できず、俺は慌あわてて舞から目線を逸そらすしかなかった。

　でも、もちろんそんなことで、この状況から逃のがれられるわけじゃない。

　……ど、どうしよう!?　どう答えればいいんだ俺は!?

　俺は初めて女子から告白された衝しよう撃げきを思いっきり引きずりながら、それでもわずかに残った思考力をフルに使って答えを探そうとする。

　これはいつもの代理人としての状況とは違い、俺自身の問題だ。だから、俺自身の気持ちに正面から向かい合わないといけない。

　焦あせる気分をなんとかやり過ごしながら、俺は自分の心に問いかける。

　舞からの告白を受けてひどく混乱しているけれど、自分は一体どう思っているのか。

　そう考えた瞬間、浮かんできたのはとてもシンプルな感情だった。

　──うれしい。

　素直に、うれしかった。

　俺のことが好きだって言ってもらえて、泣きそうになるくらいうれしかった。

　ドキドキして、うれしくて、胸がなんだかじわっと温かくなって、全身が甘く痺しびれたような感じがする。

　要するにこれは、幸せだってことなんだろう。

　正直、頭が混乱して、俺自身が舞のことをどう思っているかはすぐにはわからない。

　もちろん嫌いだなんてことはありえないけど、それでもうれしいと思うってことは、やっぱりそういうことなのかもしれない。

　舞の気持ちに応じられない理由はどこにもなかった。

　その告白を受け入れても、なにも問題がないはずだった。

「…………う」

　だが、そこで唐とう突とつに俺の思考がピタリと止まる。

　結論の一歩手前で、目の前に何かが立ちはだかったかのような感覚。

　それは『でも』という言葉だった。

　……けど、なにが『でも』なんだ？

　わからない。わからないけど、なぜかそれ以上前に進めない。

　自分の中にある正体のわからない『何か』に、引き留められているような感覚。

「……祐？」

　気がつけば俺は、微び動どうだにせずに押し黙ってしまっていた。

　うれしいという感覚もいつの間にか消えていて、ただただどう答えればいいかわからないという思いだけが残っていた。

　……なんなんだ、この感覚？　俺は一体どうして、こんな……。

　俺は自分に訪おとずれた不思議な変化に困こん惑わくする。だが、どうすることもできない。

　そうして、またしばらくの間、無言のままの時間が過ぎた。

　だがやがて、舞がまた俺の腕うでの中から上うわ目め遣づかいに俺を見つめ「ねえ」と遠えん慮りよがちに声をかけてきた。それから恥ずかしそうに一度俯うつむくと、再び顔を上げて口を開いた。その表情は、どこか寂さびしそうにも見える笑え顔がおだった。




「……私は、祐が世界で一番大事だって思える女の子に、なれるかな……？」




　ドクンと心臓が一度だけ大きく跳はねた。

　その言葉そのものというよりも、その時に俺の頭に浮かんだイメージに。

「え……」

　俺は呆ぼう然ぜんとする。

　だって、その言葉を聞いた瞬間に俺が思い抱いだいたのは──

　……誰だれでもない、俺の妹の涼花の姿だったのだから。

「世界で、一番…………」

　ああ……。
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　ああ、なんだ、そういうことだったのか……。

　俺はその時、戸惑いや呆あきれよりも先に、全すべてを理解した気分になった。

　論理性とか正当性とか、そんなものとはまるで関係なしに、俺は自分自身の中で生まれた一つの答えに納なつ得とくしてしまった。

　…………笑っちまう。今ようやくわかった。どうしてだったのか……。

　どうして、最近ずっと涼花のことを意識してたのか。

　どうして、舞の告白を受け入れられなかったのか。

　どうして、……もっと早く気がつかなかったのか……。

　……ほんと、笑いしか出ない。要するに、俺は涼花のことが好きなんだ。でも、妹だからそんな目で見ちゃいけないと思ってたし、今も思ってるんだ。でもそんな気持ちが消えるわけじゃないから、舞の告白に応こたえられなかったんだ……。

　でも、そんなことはもうどうでもいい。

　舞のあの言葉で、俺は初めて気がついた。

　異性としてどうだとか、妹だからダメだとか、恋れん愛あいだとか兄妹きようだいだとかシスコンだとか、そういった想いよりも遥はるか手前に、こんな簡単でハッキリとした、でも揺ゆるぎない気持ちがあったんじゃないか。




　妹とかそんなことは関係なく、俺は涼花を世界で一番大事な女の子だと思ってる。




　余計なものなどなに一つない、どこまでもシンプルな答え。

　今、初めて気がついた。

　でも、不思議なことに、この気持ちはもうずっと以前から、俺の中にあったような気もする。それこそ──……もしかしたら、涼花が生まれたその日から。

　……まるで、当たり前すぎてずっと忘れてたみたいだ……。

「……そう、か…………」

　俺の身体からだからすうっと力が抜ぬけていく。それと同時に、何かがストンと自分の中に納まったような感覚も訪れる。

　腑ふに落ちるってのは、きっとこういう感じなのかもしれない。

　なんだか自分の中にあったいろいろな悩なやみや葛かつ藤とうが、絡からまっていた糸がほどけていくように、一度に消えていくような気がする。

「……祐？」

「ああ、ごめん」

　不思議そうに俺を見上げる舞の言葉に、俺は苦く笑しよう交じりに謝る。

　そうだった、今は舞の告白への返事をしないといけないんだったな……。

「舞、俺は──」

「……や、やっぱりいい！」

　俺は自分の答えを口にしようとしたが、その直前に舞が慌てて口をふさいできた。

　そして俺に照れたような表情を見せながら、

「……もう、答えはなんとなくわかったから、いいよ……」

　そう言って、スッと俺の腕から抜け出して立ち上がった。

「お、おい舞」

　俺も慌てて立ち上がる。なぜ舞がそんなことを言い出したのかはわからないけれど、なんであれ告白の返事はちゃんとしないといけないと思ったからだ。

　だが舞はこちらに笑顔を向けて、俺の言葉を遮さえぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ、あんたの気持ちはよくわかったから」

「……舞？」

　舞は確かに笑っていた。今にも泣きだしそうなようにも見えるし、どこかスッキリしたようにも見える。だが、どちらにせよ、俺には舞の真意はわからない。

「私、先に帰るわ。……あ、でも、一つだけ訊きかせてもらっていい？」

　そうして、舞は屋上の出入り口へと向かおうとしたが、すぐに立ち止まって振ふり返り、

「そ、その……、私のことは嫌きらいとかじゃ、ないわよね？」

　そんな、実に可愛かわいらしい質問をしてきた。

「あ、当たり前だろ。……もちろんストーカー行こう為いは勘かん弁べんしてほしいし、今まで散々迷めい惑わくだと思ったこともあるけど……。でも、そんなことでお前のことを嫌いだなんて思ったことなんて一度もないし、今後も絶対にないよ」

　俺はハッキリとそう返す。一いつ切さいウソのない、正直な答えだ。

　すると舞は「そ、そっか」とうれしそうにはにかんでから「あ、それからもう一つ」と追加をした。

「こ、これからもさ、今まで通り私に接してくれる……？」

「それは、こっちからお願いすることだよな……。もちろんだし、俺も今まで通り接してもらえると助かるよ」

「あ、ありがとね……！　あ、それからもう一つ！」

　気づけば三つ目に突とつ入にゆうしていたが、今回ばかりはいくらでも付き合う気分だった。

「…………まだチャンスはあるよね？」

　とはいえ、この質問にはなんとも答えようがない気がするんだがな……。

「その、わ、わからない……」

　俺は正直にそう返す。さっきの舞の告白シーンがよみがえってきて、また顔が熱くなるのを感じた。

「そ、そう。……あり得ないじゃなくて、わからないなら、いっか」

　舞は俺の言葉を聞いて、ほんのり頰ほおを染めながら笑った。

　そして「じゃ、じゃあまたね」と言って、今度は本当に去って行く気配を見せた。

「あ、あのさ、舞！」

　しかしその直前、俺は舞を引き止めて、これだけは言っておかないといけないことを急いで口にする。

「……その、ごめんな」

　それは何に対する謝罪の言葉か、自分でもよくわからなかった。

　それでも、全てをひっくるめて、舞には謝っておかないといけないと思ったんだ。

　しかし舞はそれを聞いて一いつ瞬しゆんキョトンとした後、

「いいわよ。わかってたことだし、ね」

　今度は本当に楽しそうな笑顔を見せて、そのまま屋上から出て行ってしまった。

　一人残された俺は、一度大きく深呼吸をした後、何の気もなく空を見上げる。

　そうして、今さっき気づいたことをもう一度頭に思い浮うかべながら、これからのことを考え始めた。

　とはいえ、すぐに結論は出た。いや、もう出ていたという方が正しいか。

　なにも変わらない。今までと、なにも。

　俺が何に気がつこうが、それは俺だけの問題でしかない。それで何かが変わることなんてないし、あっちゃいけない。俺達はただの兄妹で、涼花はラノベ作家、そして俺はその代理人なんだ……。

　俺はそんなことを考えながら、その後もしばらくの間ぼんやりと立ち尽つくしていた。

　どれくらいそうしていたのかわからないけれど、やがて屋上のドアが開いて、

「あ、お兄ちゃん、本当に屋上にいたんですね」

　涼花が、少し怒おこったような表情でやって来た。

　着き替がえや後片付けを終えたらしく、今はいつも通りの制服姿に戻もどっていた。

「こんなところで何をやってたんですか。ここは立入禁止ですよ？　さっき氷室さんに偶ぐう然ぜん会って居場所を教わってなければ、わからないところでした」

「ああ、悪い。ちょっと静かな場所で落ち着きたくてさ」

　ぷんぷんと怒る涼花に、俺は苦笑しながら返す。すると涼花は、

「そ、それはわからなくもないですが、もしかして氷室さんと一いつ緒しよだったんですか？　二人きりで、変なことをしてたんじゃないでしょうね!?」

　そう言って、疑わしそうな視線で俺を睨にらみ付けてくる。

「……いや、別に何もなかったよ」

　だが俺は、軽くそれだけを返す。さっきまでの出来事は、いろんな意味で涼花には知られたくないし、その必要もないことだった。

「…………」

「ん？　どうした涼花？」

「あ、いえ……、なんだかお兄ちゃんがいつもと違ちがった風に見えて……。気のせいだとは思うんですけど」

　すると涼花は一瞬無言になった後、キョトンとした顔で首を傾かしげた。

　その無む邪じや気きで幼さの残る仕草に、俺は自然と笑えみをこぼしている自分に気がつく。

　……やっぱり、涼花は可愛い。世界で一番っていうと、キモいし恥はずかしいし何言ってんだって思われるかもしれないけど、な……。

「お兄ちゃん？」

　俺は改めて、自分の中にある気持ちをハッキリ自覚する。

　そして同時に、ある決意を静かに固めた。

　この気持ちを自覚した時からずっと考えていたことを、改めて。

　──なにも変わらない。今までと、なにも。

「本当にどうしたんです？　……よくわかりませんけど、とりあえず家に帰りましょう」

　怪け訝げんそうな顔をして言う涼花に、俺は「そうだな」と返す。それから、俺達は屋上を後にして、まだ残って文化祭の余よ韻いんを楽しもうとする生徒達を尻しり目めに家路についた。

　家への帰り道の間も、涼花はずっとどこか不思議そうな表情をしていたが、俺は普ふ段だんと変わりなく振る舞まい続けた。そうして我が家に着くと、俺はすぐに自室へと戻って、ベッドの上に身を投げ出した。

　思い返すのは、もちろんさっきの屋上でのこと。

　……舞は、本当に勇気のあるやつだと思う。俺ならあんな告白なんてとてもできない。それだけに心から尊敬するし、本当の気持ちに気づかせてくれたことに感謝したい。もちろん、そんなことは言えないわけだけど、せめて心の中でだけは。

「本当の気持ち、か……」

　俺は上体を起こしながら呟つぶやく。

　涼花への想おもいと、それに伴ともなう決意のことを考える。

　決意──といっても、別に大したことじゃない。ただ、この気持ちは決して表には出さないようにするってだけの話だ。

　俺は自分のこの気持ちに納なつ得とくしてるし、今はなんの違い和わ感かんもない。だけど、それと存在すべきか否いなかは全くの別問題だ。こんな想いは、俺の中以外では決してあっちゃいけないものに変わりはないんだから。

　俺の固めた決意とは、今日気づくことができた俺の本当の気持ちを、永遠に封ふう印いんするということだ。

　涼花の幸せのためには当たり前の話。

　他ほかに選せん択たくの余地はなく、迷う必要もない、当然の帰結。

　現に俺は、本当の気持ちを自覚すると同時に、その結論に至ったんだ。

　なにも異論などあるはずもない。ただ──

「…………」

　一つのことだけを除いて。

「…………せめて、だよな」

　俺はベッドから立ち上がり、机へと向かう。

　そしてＰＣの電源を入れ、文書作成ソフトを立ち上げる。

　その間、心の中で「せめて」を何度も繰くり返す。そして、本当の気持ちを自覚した時に気づいた、もう一つの事実も頭に思い浮かべる。

　それは俺の涼花への想いと、俺の書くべき妹モノラノベの方向性が、まったく同じだという気づき。つまり、俺が妹モノラノベを書くってことは、そのまま涼花への想いをそこに綴つづるってことに等しい。

　さっき、それを決して表に出さないと決意したはずだった。

　でも、俺の中で沸わき起こる「せめて」という声が、キーボードを叩たたけと命じてくる。

　そう、封印するべきだとわかっているけれど「せめて」物語という形で、自分の気持ちをストレートに表現したいという欲よつ求きゆうが、どうしても抑おさえきれないんだ。

　書きたい。俺はこの物語を今、心の底から書きたいと思っている。

　そしてそう自覚した瞬間、俺はようやく、自分の書くべき妹モノが何なのかを完かん璧ぺきに悟さとったのだった。

「…………」

　俺は無言でひたすら書き続ける。まるで何かに取り憑つかれたかのように。

　もしかしたら、これが涼花の言っていた『魔まがさす』という状態なのかもしれない。

　そんなことを考えながらも、俺のキーボードを叩く手は止まらなかった。

　封印すべき気持ちをこうやって形にしている罪悪感は、確かにあった。

　でも──




　──……お、お兄ちゃん、私の代理人になってくれませんか？




　あの時の涼花の言葉を思い出して、俺はふっと笑う。

　……心配はいらない。俺はちゃんとわかっているらしい。

　たとえこの作品を書き上げたとしても、結果はなにも変わらないということに。

「……バカだな俺は」

　自分で自分に苦く笑しようしながら、俺はやっぱり書き続ける。

　そうしてその日、俺は徹てつ夜やをして、わずか一日で作品を完成させたのだった。




　　　　▼




　それからの日々は、それまでとあまり変わり映ばえはしなかった。

　といっても、全然変化がなかったってわけじゃない。

「ねえ祐、ラブコメの取材に付き合ってよね」

「……取材ってお前、まだ出来上がってなかったのか？　結構経たつぞ？」

「だ、誰だれかさんのせいで書き直しよ。でも諦あきらめたりはしないから、祐は取材に付き合う義務があるのよ。……そうでしょ？」

「う……」

　こんな感じで、舞は今まで通り俺に接しながらも、ドキリとするようなアプローチを時折混ぜてくることがあった。

　……まあ、思い返せばそれ以前からアプローチはしてたのかもしれないけど、その時は俺は全然気がついてなかったからな……。鈍どん感かんと言われても仕方がないのかもしれない。

「な、なにをしているんですか！　氷室さん、距きよ離りが近すぎます！」

　そして涼花は、そんな俺と舞を見み咎とがめて注意することが多くなった。

　こっちは今まで通りといえば今まで通りなのだが、舞のアプローチが増えた分、涼花が不ふ機き嫌げんになる頻ひん度ども増したってことだ。

　とはいえ、目に見える変化といえばそれくらいしかなかった。

　後は今まで通り、代理人として涼花の取材に付き合い、舞やＷピース先生や水無月さんや神坂姉妹しまいに振ふり回され、篠しの崎ざきさんや江え坂さかさんにからかわれる……、そんな日常の時間が流れていき、あっという間に秋が終わって冬がきた。

　……でも、そんな日々の中で一つだけ変わっていくものがある。

「最終選考……か」

　俺はスマホを眺ながめながら、そっと呟く。

　俺があの日書き上げた妹モノ作品は、着実に大賞の関門を潜くぐり抜ぬけていき、気づけば最終選考にまで残っていたのだった……。








エピローグ









　　　　★




「もうすぐ、もうすぐですよね……！」

　私は自室でパソコンの画面と時計を交こう互ごに眺めながら、落ち着きなく部屋の中を歩き回ります。はしたないとはわかっていますが、今回ばかりは仕方がありません。

「むう、まだ少し時間がありますね……。ああもう、お兄ちゃんの作品は大賞を取れるのでしょうか……！」

　焦じれながらブラウザの更こう新しんアイコンをクリックする私。

　さっきから何度も繰り返している動作ですが、まだ発表の時間は来ていないので、当然結果は表示されません。でも、そうとわかっているはずなのに、どうしても気持ちが急せいてジッとしていられないのです。

　……そう、今日はお兄ちゃんが応おう募ぼしたラノベ大賞の結果発表の日です。

　お兄ちゃんの作品は、今回最終選考まで残っています。そして後十分弱で、その結果が出るんです。

「……こんなの、落ち着いてなどいられません」

　私は相変わらず部屋の中をグルグルしながらそう呟きます。

　確かに今までも、お兄ちゃんの作品が最終選考に残ったことは何度かありました。

　でも残念ながら全すべて最後に脱だつ落らくしてしまい、お兄ちゃんが悲しみの淵ふちに沈しずみ私が慰なぐさめるという構図になっていたんです。

　……まあ、あれはあれで、思い返せば私達の距離が縮まるいい機会でしたし、しかも落ち込んで弱々しくなっているお兄ちゃんを見ていると庇ひ護ご欲よくが湧わき出てきて、思い返しただけでも胸がキュンキュン──

「って、何を不純なことを考えているんですか私は！」

　私はぶんぶんと頭を振って、バカな考えを追い出します。この一いつ瞬しゆんで、勇気づける私と甘えてくるお兄ちゃんという構図の妄もう想そうを十パターンくらい頭に思い浮うかべましたが、それはまた後でノートにつけておくとして……！

　……こ、こほん。とにかくです。そういう感じで、お兄ちゃんは今まで惜おしくも大賞を逃のがし続けてきたんです。だから今回はどうなるのかと、私は気が気じゃないんです。

　それに、

「……今回は、今までとは少し雰ふん囲い気きが違ちがいましたからね」

　実はそうなんです。今度の発表ではなにかが起こるような、そんな予感を私は抱いだいているんです。

　もちろん、根こん拠きよはあります。それは、二週間ほど前にお兄ちゃんにかかってきた電話です。あれはいつもの、氷ひ室むろさんとか篠しの崎ざきさんとかからのものとは雰囲気が違いました。

　チラッとしか見えなかったのですが、あれはもしかして編集部からの事前連れん絡らくだったのではないでしょうか……？

　可能性は大いにあると思います。とはいえ、それについて問いかけてもお兄ちゃんは言葉を濁にごすばかりで、詳くわしくは何も教えてくれなかったわけですが。

　……実は今回の大賞については、お兄ちゃんはほとんど何も語ってくれないんです。

　先ほどの電話の件もそうですが、そもそも応募作品についても、私は何も知らされていません。無事妹モノが完成したということまでは聞きましたが、その内容については、何度訊きいても頑かたくなに口を閉とざすばかりなんです。

　……むむぅ、思い出しても不可解です。どうしてお兄ちゃんは何も教えてくれなかったんでしょうか。お兄ちゃんが書き上げた妹モノですよ？　そんなの私は知りたいに決まってるというのに！

　ですが結局、内容については何一つわからないまま、こうやって結果発表まできてしまいました。……おそらく、あまりにも妹愛に溢あふれてラブラブな内容になってしまい、私に見せるのが恥はずかしかったのでしょう。きっとそうです。そうに決まってます。

　まあなにはともあれ、そういった不満はこの結果発表で解消されるでしょう。

　さすがに結果が出た後なら、お兄ちゃんも作品を見せてくれるに違いありません。その時は思いっきりニヤニヤしながらゴロゴロする準備ができていますから、今までの不満もそこで帳消しということにしてあげます。えへへ……。

　と、そんな感じで、今回はいろいろな意味で何かが起こりそうな予感がしているということです。それが正しいのかどうか、もう間もなくわかります。

　私はジッと時計を見つめます。こんなに時間の進みが遅おそく感じたことは、これまでなかったかもしれません。

　それでも、ついに運命の時は訪おとずれます。

　私は時計が問題の時刻になったと同時に、素す早ばやく更新をクリックし、大賞結果発表のＨＰを食い入るように確かく認にんします。

　……お兄ちゃんの作品、お兄ちゃんの作品……！

　そう念じながら、ＨＰの文面に目を通す私。すると間もなく見つけました。




　大賞：〈俺と妹の物語〉　──　作者：ＹＵ




「あ……っ!!」

　こ、これは間ま違ちがいなく、お兄ちゃんが応募時に使用している仮ペンネーム！　それにタイトルが明らかな妹モノ！　つまり……！

「お、お兄ちゃんが大賞を…………!!」

　私はそれを確認した瞬間、視界がジワリとにじむのがわかりました。

　……お兄ちゃんがやっと、ようやく、苦労に苦労を重ねて、ついに長年の夢をかなえたんですね……！

「よかった、よかったですお兄ちゃん……！」

　私は自分のことのように喜びます。というか、私とお兄ちゃんは一心同体ですから、この喜びは当然私の喜びでもあるんです！　おめでとうございますお兄ちゃん！

　私は感動の余よ韻いんに浸ひたりながら、しばらくの間呆ぼう然ぜんと座っていました。

　口からは幸福なため息が漏もれて、世界が何から何まで輝かがやいて見えました。

　ですが、しばらくして少し冷静になると、ふと一いち抹まつの寂さびしさが心に訪れました。

　……これでお兄ちゃんは、いよいよ本物のラノベ作家になるんですね。そうすれば、私の代理人ではもういられない……。

　当然、私のラノベ作家としての時間も終わりになります。

　それはもうわかりきっていたことで、事前に覚かく悟ごしていたことです。なのに、いざ本当にその時がくると、やっぱり寂しさを感じずにはいられないんですね……。

　私はお兄ちゃんに代理人になってもらってからのことを、一つ一つ思い出します。

　いろんなイチャイチャをしてもらって、徐じよ々じよにお兄ちゃんとも仲良くなって……、全てが決して忘れることのできない大切な時間でした。あの日々はもう、過去のものになってしまうんですね……。

　しみじみと思い出に浸る私。

　とはいえ、そんな寂しさはすぐに消えて、またお兄ちゃんが夢をかなえたことへの喜びが戻もどってきました。自分でもう納なつ得とくしていたことでしたから、今いま更さら寂しさなんて引きずったりはしないんです。

「だって、これからは今までとはまた違った形で、お兄ちゃんとの輝かしい日々が始まるんですからね」

　そうですよ。これから忙いそがしくなります。妹として、お兄ちゃんの作家としてのお仕事を支えなければなりません。お兄ちゃんは今や妹モノ作家ですから！　取材は当然私が付き合わないといけませんからね！　えへへ……！

　私はこれからの新たな日々を想像しながら、えへえへと身体からだをくねらせます。

「……と、そうでした、こうしてはいられません！　早くお兄ちゃんのところへ行って、お祝いをしなければ！」

　ですが間もなく我に返り、私は自室を出てお兄ちゃんの部屋へと向かいます。

　お兄ちゃんも今いま頃ごろ、喜びに浸っているかもしれませんね。

「お兄ちゃん！」

　私はノックをするのも忘れ、勢いよくドアを開けます。

「……ええ、では失礼します……」

　すると、お兄ちゃんは誰だれかと電話をしていたらしく、ちょうど通話を終えたところでした。一体誰と──……って、ああ、編集部の人に決まってますね。大賞受賞確定の連絡ということで電話してきたに違いありません！

「お、お兄ちゃん、おめでとうございます！」

　私は急いでお祝いの言葉を口にします。

　きっとお兄ちゃんは満面の笑えみで、それに応こたえてくれるに違いありません！　もしかしたら感極きわまって、思わず私を抱だきしめてくれたり！　えへへ、えへへへへ……！

「ああ、涼すず花かか」

　と、思っていたのですが、なぜかお兄ちゃんはいつも通りの受け答え。

　……あ、あれ？　どうしたんでしょうか？　喜びが振ふりきれて、感情の起き伏ふくがなくなっているとか……？

　想定が外れて私は首を傾かしげますが、どうもそんな雰囲気はありません。それどころか、私はすぐに違い和わ感かんに気がつきます。

　どうしてお兄ちゃんは、そんなに平然としているんですか？

　どうしてお兄ちゃんは、夢がかなったっていうのにうれしそうじゃないんですか？

　どうしてお兄ちゃんは、なにも言ってくれないんですか？

　それに──

　……どうしてお兄ちゃんは、そんなにも寂しそうに笑っているんですか……？

「お兄ちゃん……？」

　私はようやく、何かがおかしいことに気がつきます。

　具体的に何がおかしいのかはわかりませんが、さっきから妙みような胸むな騒さわぎがします。

[image: ]

　……な、なんなんですか？　お兄ちゃん、なんとか言ってください……。

　私は不安になって、心の中でそう呟つぶやきます。

　するとそれが伝わったのか、お兄ちゃんはゆっくりと口を開きます。

　ですが、

「なあ涼花、俺さ……」

　その声を聞いた瞬間、私の心臓がドキリと跳はねました。

　そして、その理由はすぐにわかってしまったのです。

　次にお兄ちゃんの口から出た、信じられない言葉によって──




「受賞、辞退することにしたよ……」








あとがき









　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」第九巻を読んでいただき、ありがとうございました。先にあとがきを読む派の人は、これからじっくりお読みください。ありがとうございます。

　さてこの巻では、八巻で訪おとずれた祐ゆうの転機がいろいろすごいことになってしまいます。

　本シリーズとしては今までなかった続き方にもなっており、いよいよ物語的にも佳か境きように入ってきたなーと、作者である私も他人ひと事ごとのように──ではなく、客観的に見て感じている次し第だいです。

　変化が訪れているのは永なが見み兄妹きようだいだけではなく、今回は舞まいが物語にいつも以上に重要な役割を果たしていますが、その辺りはぜひ読者の皆みなさまにご自分の目で確かめていだたきたいと思います。

　大きな決断を下した祐。そしてそれを受けた涼すず花かは今後どうなっていくのか──

　と、煽あおり文句としては月並みですが、これからの展開がどうなるか楽しみにしていただき、今後とも本シリーズにお付き合いいただけると幸いです。




　と、本編に関する話題はこの辺りにしまして……、今回のあとがきは今までとはちょっと毛色が違ちがう感じで、作者である私・恵比須清司の自己紹しよう介かいを書いていこうと思います。

「なんで急に？」と思われるかもしれませんし「いやいや、興味ないから。そんなことしてる暇ひまがあるなら原げん稿こうの一枚でも書け」と言われるかもしれません。

　しかしこれには事情があるのです。それも私にとってはとても深刻な理由です。

　それは……、今回のあとがきはなんと五ページ分も書かないといけないからです。

　いや、これは本当に私にとっては頭の痛いことなんですよ？

　というのも、元来私はこの「あとがき」なるものが苦手なんです。いや、ただ苦手ってわけじゃなく、非常に苦手ってレベルで苦手です。

　本当に今いま更さらな話ですが、実は私、そもそも「あとがき」って何を書いたらいいのか、よくわかってなかったりします。

　本編のこと。今後のこと。告知などがあればそれもして……、といろいろあるといえばあるんでしょうけど、それでもやっぱり五ページは多いんですよ。はい……。

　他ほかの作家さんなんかは巧たくみな話術（？）を生かして、個性的で面おも白しろいお話を書いてる方もたくさんいらっしゃいますけど、私はそういう気の利きいたことはできないので、とりあえず自己紹介でも書くしかないというわけですね。

　九巻にもなって初めて自己紹介ってところが間ま抜ぬけもいいところなんですが、しかしまあ、考えてみればちょうどいいかもしれません。

　というのも、私は今まで著者プロフィール欄らん（表紙をめくったところにあるやつ）でまともにプロフィール的なものを書いてきた記き憶おくがないので、せっかくだからこの機会に書いてしまおうと思ったわけです。

　やれやれこれで文字数も稼かせげる……、と隠かくせていない下心はさて置き、とりあえず私という人間のどうでもいい情報を、いくつかとりとめもなく開示させていただきます。




　好きな食べ物は──実は特にありません。プロフィールとしてはこの時点で失格気味な感じですが、基本的に好き嫌きらいはなく、ゲテモノ以外は普ふ通つうに食べます。

　強しいていうなら魚じゃない魚ぎよ介かい類（貝とか、海え老び、蟹かに）が好きです。魚も嫌いではありません。嫌いというか苦手なものは……、うーん、肉の脂あぶら身みとかでしょうか。

　好きな季節は冬です。寝ねつきが悪く、ベッドに入ってから平気で一時間近く目が覚めたままの私には、布ふ団とんの中の居い心ごこ地ちがいい冬が最適です。

　好きな音楽は、これといった系統立ったものはありません。クラシックも聴きくし、アニソンも聴くし、洋楽も聴くし、ゲームのＢＧＭなんかでも好きなものは沢たく山さんあります。

　基本的に新しいものを多く聴くというより、好きになったものを繰くり返し聴くといった感じです。その分、新しく好きな音楽と出会えるとうれしくなります。

　趣しゆ味みというか、仕事の合間の息抜きにはゲームをよくします。

　ゲーマーと名乗っていいものかどうかはわかりませんが、子供の頃ころから相当な時間をゲームに費ついやしてきました。今も相当費やしてます。多分これからも費やしていくと思います。ゲームなくしては自分の人生は語れません。ただ一口にゲームと言っても（私の勝手な分類によると）三つくらいの領域があると考えています。

　一つは家庭用ゲーム機を中心としたコンシューマー畑。一つは近年台頭してきたスマホ中心のモバイル畑。一つはＰＣゲーム中心のＰＣ畑です。

　その中で私は、昔はコンシューマー畑で暮らしていましたが、今はもう完全にＰＣ畑の住人です。学生の頃にとあるＭＭＯＲＰＧにハマって以来、ＰＣを中心にゲームをし続けてきています。もちろん家庭用ゲーム機にも時々手を出したりしていますが、やっぱり中心はＰＣになりますね。

　もっとも、こう書くとディープなゲーマーのように思われるかもしれませんが、私の腕うで前まえは本当にヒドいもので、何年もプレイしてるのに初心者に毛が生えた程度しかなく、息抜きプレイでボコボコにされてストレスを溜ためるなんてよくあることなのですが……。




　とまあこんな感じでいくつかプロフィール的なものを書き並べたわけですが、読み返すと本当にとりとめもなくて申し訳なくなってきます。とはいえこれで無事文字数も稼げたからよしとしましょう。やっぱりあとがきは難しい……。

　とはいえ、そんな難しいあとがきも、最後に書くべきものだけは私の中でちゃんと決まっています。というわけで今回も関係者の皆さまに謝辞を。

　イラストレーターのぎん太た郎ろうさんには毎回素す晴ばらしいイラストを描かいていただき、今回の表紙の涼花もとても可愛かわいらしく仕上げていただきました。

　その他、編集部の方々をはじめ、校正、出版、営業など、多くの方々のお力ちから添ぞえにより本書は世に出ることができています。そしてもちろん、手に取ってくださる読者の方々のおかげでもあります。本当にありがとうございます。

　それでは、またお会いできる機会があることを願って──
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